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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








【ゲーマーズと上書きセーブ】






　北の大地の学生ゲーマーにとって、冬は至福の季節だ。

　なにせ、クリスマス商戦でゲームソフトが大量供給されたところに、お年玉収入が入り、その上で冬休みというプレイ時間まで提供されるのだから。

　しかも北の大地の冬休みは、一いつ般ぱん的なそれと比べて実に十日程ほど長いときた。

　これを学生ゲーマーの黄金季節ゴールデンシーズンと言わずして、何と言う。

　これがあるから、僕らぼっちゲーマーはみじめな学生生活を堪たえ忍しのべるのだ。

　だからこそ、僕は今、声を大にして言いたい。




　ぼっちゲーマーが冬休みに冬とう眠みんするクマの如ごとく自室に引きこもるのは至し極ごく当然のことなのだと。自然の摂せつ理りなのだと。そうあるべくしてあるだけの──




「お兄さん、そろそろ出るよー。ノブ叔父おじさんとこ、もう他ほかの親しん戚せき来てるってさ」

　──そんな僕のモノローグをぶち壊こわすように、弟の光こう正せいが外からドアをノックしながら残ざん酷こくな現実を突つきつける言葉をかけてきた。

　僕はＰＣの画面だけが光源の鬱うつ々うつとした部屋の中、デスクチェアの上に体育座りしながら廊ろう下かの弟に応じる。

「…………お、お年玉だけ貰もらってきておくれ、光正」

「ナチュラルクズ発言はいいからさ。早く出てきなよ、お兄さん。どうしたんだよ」

「……こじらせてるんだよ」

「それはいつもでしょ。っていうか、去年までは普ふ通つうに元がん旦たんの親族での集まり、ちゃんと楽しく出席してたじゃないか。どうしたんだよ、今いま更さら？」

　ドアの外から光正が訊たずねてくる。……高二の兄が中三の弟から諭さとされるように話しかけられているという事実が、既すでに泣きたいぐらいみじめだ。

　が、僕はそれでも、もう少しだけ粘ねばらせて貰うことにした。デスクの小さな染しみを人差し指の先で無む駄だに擦こすりながら返す。

「……ノブ叔父さんとこの前に、初はつ詣もうで、寄るんだよね？」

「ん？　ああ、通り道だからね。それだって毎年のことだろ？」

「そうだけど。……でもさ、よく考えたらさ、あそこの神社ってさ、街中だからさ……」

「？　なにさ？」

　ドアの外で光正が首を傾かしげる気配がする。

　僕は……大きく嘆たん息そくすると、ようやく、彼に核かく心しんを告げた。




「星ほしノ守もり姉し妹まいや天てん道どうさんと出くわす可能性、結構あると思うんだ……」




「…………。……はい？　え、いや……へ？　だから？　なんなの？」

　光正が本気で意味が分からないといった声を上げる。まあ当然だろう。僕は……僕の超ちよう個人的な理由で、現在、彼女らに会いたくないのだから。

　いや、会いたくない、という言い方は少し語ご弊へいがあるだろうか。

　正しくは……合わせる顔がない、だ。

　というのも……。

「（クリスマス会の夜に……実は僕がチアキを女性として意識しているという、最高に気持ちの悪い、不誠実な事実を、コノハさんに突きつけられてしまったからなぁ……）」

　しかもそれが、チアキ当人にまで聞かれるという、最悪のカタチで。

「（あの後どうやってクリスマス会を閉じたのか、全然覚えてない……）」

　きっとチアキもそうだろう。僕とチアキはアレ以降、互たがいにソワソワしっぱなしだったし。当然、六名の参加者中二名がそれでは他のメンバーが盛り上がるべくもなく。

　結局は、なんだかグダグダに解散と相成ったハズだけど……どうだったろうか。

　ただとりあえず不幸中の幸いと言えるのは、例の「事故」のことを共有しているのが、僕とチアキとコノハさんの三名のみということだ。天道さんや上うえ原はら君、アグリさんなんかには「後半様子がおかしかった」程度にしか、悟さとられていないだろう。

　そういう意味で僕は、星ノ守姉妹含ふくめ、誰だれかに何かを咎とがめられているわけではない。

　……ただ一人。




　僕が、僕を、激しく咎めていることを、除いては。




　僕はデスクチェアの上で体育座りの膝ひざをぎゅぅっと抱だきしめる。

　天道さんや星ノ守姉妹は勿もち論ろんだけれど、上原君やアグリさんのような眩まぶしい恋こいをしている尊敬すべき友人達にも、今はできることなら会いたくない。

　だってそれはまるで、ドレスコードのある華はなやかなパーティに自分だけ下着姿で参加させられるようなものだ。

　僕は今、自分なんかには勿もつ体たいない程の素す晴ばらしい友人達に恵めぐまれている。

　だけど、そんな今だからこそ。

　彼らが素晴らしくあればある程、僕は、ぼっちだった頃ころより更にいたたまれなくて。

「…………」

　ふと、パソコンの画面を見つめる。そこに映し出されているのは、《のべ》さんの新作ＲＰＧ終しゆう盤ばんの町の風景だった。あとはここから少し北にあるラストダンジョンに向かってボスを倒たおせば、エンディング。そんな最終局面だ。が……。

「…………」

　軽くゲームパッドを操作して、町の外に一歩出る勇者。途と端たんに現れるランダムエンカウントの雑魚ざこ敵。「たたかう」を選せん択たく。次の瞬しゆん間かん──

〈キラキラピーポーによる魔ま法ほう「青春の光」が辺り一面を焼き尽つくす！　勇者達に平均１０６８のダメージ！　勇者達は全ぜん滅めつしてしまった……〉

「……はぁ」

　タイトル画面に戻もどされ、ロードを選ぶ。再び、終盤の町の教会から始まる冒ぼう険けん。

「…………」

　何かを確かく認にんするように、ボタンを押して勇者達のステータス画面を開く僕。

　と、そこに表示されたのは、相も変わらずの──

〈勇者：レベル１　武ぶ闘とう家：レベル１　僧そう侶りよ：レベル１　魔法使い：レベル１〉

　──絶望的なステータスだった。

　全すべては、バグのせいだ。この町で特定の行動をすると、主人公達が初期ステ初期装備かつ無一文状態に戻ってしまうという、バグ。あろうことかそれに、僕は遭そう遇ぐうした。

　結果……他の町に転送する手段もないので、徒歩で町の外に出るわけだけど。当然終盤地域の魔物は絶対的に強く、とてもじゃないが敵かなわないため稼かせぎもクソもない。ゼロから地道に再スタートを切ることさえ許されない絶望的状じよう況きよう。

　……つまりは、完全に「詰つんだ」状態だった。

「…………はぁ」

「？　兄さん？　どうしたの？　結局なんで千ち秋あきさん達に会いたくないわけ？」

「…………まさに、これと同じなんだよ、今の僕」

「これってなにさ」

　ドアの外から光正の不思議そうな声が聞こえてくる。そりゃそうだ。彼にはこの画面が見えてないんだもの。わけが分からないだろう。申し訳ないとは思うものの、この地じ獄ごくみたいな現状を説明する気力も湧わかない。

　すっかり沈ちん黙もくしてしまった僕に、外から光正が再度語りかけてきた。

「よく分からないけど……まあ、大だい丈じよう夫ぶなんじゃないの？　特定の人とそうそう偶ぐう然ぜん会わないでしょ、普通は」

「普通はね。でもなんだろう、僕という人間は、九割ぐらいの確率で会う気がする」

「……いや……うん……まぁ……。…………えーと……」

　光正がフォローの言葉に詰まってしまっていた。……そうか……お前から見ても、やはり兄はそういう星の下に生まれたタイプか……。そうだよね……。

　僕は確信を深め、続ける。

「だから僕は行かない！　行けない！　行くべきではない！」

「そんな非ひ核かく三さん原げん則そく的リズムで言っても駄だ目めだよ。ほら行くよ、おにーさん」

「いや、だから……」

　なおも言い訳を試みようとする僕に、光正が少し声のトーンを落として、呟つぶやく。




「でも結局、なんだかんだでそういうことから逃にげないバカが、うちの兄だろ？」




「……そ、そんなことは……」

　うぐっと詰まる僕に、光正が外で笑いながら続けてくる。

「オレ知ってるよ。お兄さんが、既に髪かみも服も荷物も全部ちゃーんと準備してあんの」

「…………」

　……ため息をついて、手元のリモコンで部屋の電気を点つける僕。光正の言う通り、全ての準備は既に完全に済んでいた。……こういう自分っぽさが、我ながらいやになる。

　町を一歩出たら強敵の餌え食じきになるのが分かっている上、大した策があるでもないのに、それでも、何かまだやれるんじゃないかと「とりあえず」準備を整えて外に出るバカ勇者。それが僕だ。結局はゲームオーバーになるのが目に見えているというのに。

　と、外からは光正が去って行く気配がした。

「じゃあ早く降りて来なよ、空気の読めないお兄さん」

　その、弟からの言葉を受け。

　僕は……たっぷり十秒程、膝を強く抱かかえ込むと。

「…………はぁ。……よし、行くか！」

　デスクチェアから勢いよく立ち上がり。

　年を跨またいで、ようやく……クリスマス以降では殆ほとんど初めてと言って差し支つかえない本格的外出を、決意したのであった。




　　　　＊




　我が家から叔父おじの家までは車で三十分程かかるのだが、その道中にある大きな神社が、海老えび平ひら神社だ。有名な大社や神宮には比べるべくもない田舎いなかの神社だが、とはいえここら一帯では一番立派な神社でもあり、正月には出店も出て大いに賑にぎわう。

　ただ、祭っている神様は開かい拓たくの神様的なそれであり、学業や縁えん結むすびみたいなキャッチーな御ご利り益やくのある神様なわけではないから、受験シーズンやバレンタインに特別賑わったりはしない。普段は閑かん静せいそのものであり、だからこそ、地元民の日常に溶とけ込み、愛されている。そんな神社だ。

　そんな海老平神社の鳥居付近に人がごった返しているのが見えてきたところで、僕の隣となりを歩いていた光正がげんなりと肩かたを落とした。

「あー……オレも両親と一いつ緒しよにデパート見て時間潰つぶすべきだったかなぁ」

「言うなよ。というか、光正までデパートに行っちゃったら、我が家で僕だけになっちゃうじゃないか、真ま面じ目めに参拝するの」

　この神社の駐ちゆう車しや場じようは狭せまいため、いつも付近の巨きよ大だいデパートに車を止めてそこから徒歩で来るのだけれど。今日は両親がノブ叔父さんとこへの手て土産みやげを買い足してから参拝するとか言い出したため、現在神社には僕と光正だけが向かっている状況だった。

　光正はコートのポケットに手を突つっ込みつつ、どこか達観した表情で嘆息する。

「オレ、そもそもあんま神様とかって概がい念ねん好きじゃないんだよね」

「神社の前で何言い出したお前。中二病か」

「中三だけどね。いや、なんていうか、全ての物事はさ、人の努力とか意志によってこそ達せられるべきって、思わない？」

「思わない」

　即そく答とうする僕。目を丸くする光正に、僕は真面目な表情で続けた。

「緊きん迫ぱくするボス戦において、噓うそみたいなクリティカル攻こう撃げきの連発で、ギリギリ勝てた時の興奮って、あると思う。ああいう奇き跡せき、必要。絶対必要。ゲームを確実に面おも白しろくする」

「うちの兄は全てゲームに喩たとえなきゃ気が済まない人なの？」

　呆あきれたようにため息をつく光正。僕はそんな彼に、笑え顔がおで続けた。

「でも、光正のその考え方って、なんかコノハさんに似てる気が──って、どうしたの光正!?　そんな不良漫まん画がでしか見ないレベルの顔の顰しかめ方して！」

「いや……なんでもないよお兄さん。ただちょっと……身内に、人間としての尊厳を著いちじるしく傷つけられただけだからさ……」

「それ一大事だよねぇ!?　え、ごめん、なんか僕変なこと言ったかな!?」

「いや大丈夫。兄さんは悪くない。悪いのは、全部、ゴキブリの触しよつ覚かくを思わせる黒くろ髪かみツインテールした下等生物だから」

「ご、ゴキブリ？」

　流石さすがに誰のことを言っているのかがまるで分からず、困こん惑わくする僕。

　と──

「ごほんごほんっ！」

　──僕らの背後から突とつ如じよ、凄すさまじいトゲトゲしさを伴ともなった咳せき払ばらいが聞こえてきた。

　慌あわてて振ふり向くと、そこには、触覚──じゃなくて黒髪ツインテールの少女の姿。

「な、なんの話をされているんですかねぇ、そこのドＳ兄弟さんは」

「こ、コノハさん？」

　……意外にもというべきか予想通りともいうべきか……。現在僕が会いたくない人ランキングで一、二位を争う女性こと、星ノ守心春このはさんが、正月ながら相変わらず普段通りのコート姿で立っていらっしゃった。

　僕は彼女との遭遇に啞あ然ぜんとするものの、隣の光正は一いつ切さい動じることなく、無表情に彼女に応じた。

「ああ、痴ち女じよ──星ノ守心春センパイじゃないですか。あけましておめでとうございます。いやぁ、偶然ですね。丁度、貴女あなたの話を、していたところでして」

「っ！　あ、あけまして、おめでとう。……で、でも、違ちがうんじゃないかしら？　貴方あなた達は今、あたしのことじゃなく、ほら、ゴキブリがどうとかって話を──」

「ええ！　ですから！　まさに！　『貴女の話』を！　していたところでして！」

「…………」

「…………」

　ニコニコと笑いながら、バチバチと視線で火花を散らす二人。……なんかやっぱり仲良さげだよなぁ、この二人。あんまり接点ないハズなんだけど……うーん。

　と、僕がそんな二人を観察していると、コノハさんの後方から、カッカッと慣れない草履ぞうりに手間取るような足音と、よく知ったか細い声が聞こえてきた。

「ちょ、ちょっと待って下さいです、コノハぁ。どうして先に行っちゃう──」

　そこまで言ったところで、僕ら二人……いや主に僕の姿を見つけ、その場に立ち止まる声の主。僕もまた、彼女の姿を見つめ、言葉を失って立ち尽くしてしまった。

「あ、け、ケータ……」

「……ち……チアキ……」

　二人の間に流れる、なんとも言えない微び妙みようすぎる空気。……これは、クリスマス会からの気まずさもさることながら。

　僕が本当に動どう揺ようしていたのは……チアキの、あまりに綺き麗れいな着物姿のせい、だった。

『…………』

　恥はずかしそうに頰ほおを染め、そそっとコノハさんの背後に隠かくれるチアキ。僕もまた、なぜか見てはいけないものを見てしまったような気持ちになり、思わず視線を逸そらす。……二人きりなら、気まずさのあまりそのままスッと互たがいに別れかねない場面。しかし……そんなことを、互いの弟＆妹が許してくれるはずもなく。

　先さき程ほどまでの犬けん猿えん状態はどこへやら、途と端たんに凄すさまじく息の合った様子で動き始める光正とコノハさん。

「ああ、千ち秋あきさん！　あけましておめでとうざいます！　いやぁ、着物ですか！　いいですねぇ！　ほら、お兄さんも、見てみなよ、千秋さんの着物姿！」

「え？　あ、う、うん……」

　無理矢理ぐいっと前に出される僕。と、その正面ではチアキもまた、コノハさんに強制的に前へ押し出されていた。

「そうなんですよ！　センパイ、見て下さいよ、うちの姉の着物姿！　柄がらの大人しめな小こ紋もん姿だからこそ、余計に際きわ立だつ我が姉の素材の良さ！　センパイのために着き飾かざったようなもんなんですよ、これ！」

「え、いや、違ちがっ、これはこれはっ、なんかコノハが無理矢理──」

「そんなことよりセンパイ！　どうですか！　どうなんですか、これ！」

「え？　ど、どうって……」

　動揺する僕に、今度は光正が迫せまってくる。

「ほら、お兄さん！　着飾った女性に対して言うべきこと、あるでしょう！　マナーとして！　ねぇ!?　そしてそれを最初に言うのは、やはりお兄さんじゃないと！　ほら！」

「え、えぇ？」

「お姉ちゃんもほら！　ちゃんと雨あま野のセンパイの前に立って！」

「え、えぇ？」

　僕とチアキはなぜか二人、神社の手前……人の邪じや魔まにならない位置にはけたところで、面と向かわされる。

『…………』

　なんだこの、式直前の新しん郎ろう新しん婦ぷもかくやというくすぐったい空気は。殆ど愛を誓ちかわされるテンションだ。……逃にげたい。逃げたいけど……。

『さぁ！　さぁ！　さぁ！』

　……前のめりに煽あおってくるブラザー＆シスターの圧が凄すごい。一体何が彼らをそうさせるのか。なんにせよ……逃げられそうにないことだけは、確かだ。

「（……はぁ。もう、さっさとチアキを褒ほめて、終わらせよう、このくだり）」

　チアキのためにも、そうすべきだろう。うん、別に告白しろとか言われてるわけじゃないんだ。いくらぼっち男子とはいえ、知り合いの服装褒めるぐらい、やれと言われりゃ簡単にできるわけで。まったく、僕やチアキをなめないで貰もらいたいもんだよ。

　そう意識を整え直すと、僕は改めてチアキに向き直り、そうして──

「（────やばい）」

　──テキトーに用意していた褒め言葉がどこかに飛んでいくのを感じた。

『…………』

　着飾ったチアキが、僕を上うわ目め遣づかいでチラチラ見ては、恥ずかしそうにしている姿を見て……僕の顔もまた、どんどん熱くなってくる。

「（な、なんだこれ。お、おかしいな。ぼ、僕だって、女の子に世辞の一つや二つ……）」

　言える。言えるはずだ。以前、アグリさんに「毛先ちょっと切ったの気づいた？」と訊たずねられた時も、即そく座ざに「勿もち論ろんですとも！　いやぁお美しい！」と心の全くこもらないリアクションを返して軽く殴なぐられた僕だよ？　知り合いの女性をテキトーに褒める程度のこと、僕にできないはずが……はずが……。

「…………あ、う」

　……駄だ目めだ、言葉が出ない。恥ずかしい。チアキを「可愛かわいい」と褒めるのが……たったそれだけのことが、今は、たまらなく、恥ずかしい。

　だってそれは……どうしたって……困ったことに……。

「（……ほ、本音でしかないんだもんなぁ！）」

　ちくしょう！　なんでチアキを本当に可愛いと思っちゃってるんだよ僕！　それじゃ恥ずかしいに決まってるじゃん！　お世辞言うんじゃないんだもの！　ガチ本音なんだもの！　アグリさんをテキトーにあしらって殴られるのとはわけが違うんだもの！

『…………』

　二人、気まずい空気のまま、刻々と時間が過ぎ去っていく。……今や最も早はや、状じよう況きようを仕し掛かけた光正やコノハさんの方まで、照れ始めてしまっていた。二人の表情からは、

『なにこれ。変に溜ためたせいで、今、過か剰じようにハードル上がってんじゃん！』

　という心情まで見て取れる。そうなのだ。現在……サラッと褒める機を逃のがしに逃したせいか、僕とチアキの気恥ずかしさ、随ずい時じピークを更こう新しん中なのである。

　……このままでは、いけない。僕もそうだけど、やはり誰だれよりチアキが可哀かわい想そうだ。

　僕は一つ息を吸うと、ようやく覚かく悟ごを決め、チアキの目を見み据すえ……やっと告げる。




「……か…………可愛いと……思い、ます……」




「……あ…………ありがとう、ござい、ます……」




　なぜか二人とも敬語で、更さらに直後にはぺこぺこと頭を下げ合っていた。

　その光景を見守っていた弟＆妹ズはといえば……突とつ然ぜん、何かが爆ばく発はつしたかのようなテンションで、それぞれの兄＆姉の手を引いて歩き出しながら同時に叫さけぶ。

『大だい吉きち！』

『何が!?』

　よく分からないが、光正とコノハさんがえらく上じよう機き嫌げんだった。

　そんな二人に、僕とチアキは、目を白黒させながら引っ張られながらも。ふと、目があったその瞬しゆん間かんに──

『…………ふふっ』

　──二人、苦笑いと照れ笑いの入り交じった微び笑しようを交かわし合うことで……改めて、僕らなりの新年の挨あい拶さつとしたのだった。




　　　　＊




　境けい内だいに入り手水ちようずを済ませた後、四人で参拝の列に並ぶ。田舎いなかとはいえ流石に元日の昼間とあれば参拝者は多く、賽さい銭せん箱ばこ前に辿たどり着くまであと五分はかかりそうだった。

　僕らは互いに似たような事情で両親不在の参拝に至ったことを語り終えると、自然に……と見せかけた光正やコノハさんの明らかに意図的な誘ゆう導どうにより、僕とチアキ、光正とコノハさんという二人組態勢で列に並ぶことになった。しかもその直後、光正達が、

「あ、オレ受験だから先にお守り確保してくるわ。汚お物ぶつと」

「ねぇ汚物って誰のことよ。ねぇ？　どうしてあたしの腕うでを引くの？　ねぇ？」

　と去って行ってしまったため、結果、僕とチアキは二人きりになり……。

『…………』

　前後を幸せそうな老夫ふう婦ふに挟はさまれながら、もじもじと俯うつむく二人。会話が始まらない。

　……が、少しして僕は、思わず吹ふき出してしまった。着物姿のチアキが首を傾かしげて僕を見上げてくる。

「？　ケータ、どうしました？」

「あ、いや。なんていうか……僕らって去年すんごく色々あった割には、結局、一番最初の距きよ離り感かんに落ち着いてる感があるなぁって。それがなんだか、妙みように可笑おかしくてさ」

「一番最初の距離感、ですか？……あー……」

　そこでチアキは僕らのファーストコンタクトを回想するように宙を眺ながめると、すぐに僕と同じ笑えみを漏もらす。

「ですねですね！　ケータと出で逢あってすぐ、萌もえのことで食い違うまでも、確かにこんな感じでしたね。互いに話したいことが一いつ杯ぱいあるのに、照れて、遠えん慮りよしたりして……」

「そうそう。で、そんな風に考えたらさ、なんか……自分達のあまりの不ふ甲が斐いなさが、可笑しくなっちゃって」

「あはは、確かに確かに。ホントは去年色々あったハズなんですけどねぇ、自分達」

「だよねぇ。なのに、結局は年が明けても最初と同じ地点にいるんだもの。……僕らのゲームスキルときたら、実人生という旅においてまで貧ひん弱じやくこの上ないというか……」

　嘆たん息そくしながら告げる僕に、チアキもくすくす笑いつつ……「でもでも」と続けてくる。

「不思議と……完全なニューゲームって感じでも、ないですよね」

「うん……そうだね」

　僕はそこで改めてチアキの表情を窺うかがう。彼女ははにかんだように微笑ほほえんでいた。……不思議と今はそれを、素す直なおに、可愛いなと思える。あの頃ころとは……やっぱり違ちがう。

　たとえ冒ぼう険けんを終えレベルも装備も全部失ったとて、それでも「世界を巡めぐってきた」勇者と、最初の村で平和に過ごしていた頃の勇者には、確かな違いがあるように。

　僕もチアキも……去年の経験を、苦いことも含ふくめその全すべてを糧かてにして、今ここにいる。

　それがなんだか、今は少しだけ誇ほこらしく思えた。

　……そう。全ての物事は、簡単になかったことにしちゃ、いけない。だから……。

「あ、ケータ、もう次ですよ」

　考え事の途と中ちゆうで参拝の順番が回ってきてしまった。僕らは財さい布ふから小こ銭ぜにを準備すると、前の人が終えるのを待って、賽銭箱の前に進み出る。

　そうして二人小銭を放ほうると、二礼、二拍はく手しゆを示し合わせたように同じタイミングでこなし、目を瞑つぶって心の中で神様に語りかけた。

『…………』

　こういう時、普ふ段だんなら僕はラノベ主人公のモノローグばりに色々と報告してしまう。神前にしろ墓前にしろ、目に見えない存在への語りかけは、自分を客観的に見つめ直すいい機会になるからだ。……ほら、僕ってその……日常生活における反省点が多いから……。

　が、今日は並んでいる人も多いため、手短に、要点だけ伝えて済ますことにする。

「（ご無ぶ沙さ汰たしております。お陰かげ様さまで、去年はとてもいい年でした。僕なんかには勿もつ体たいない程ほどの、尊敬すべき友人達に巡り会えました。ありがとうございました。今年は、僕なりに精せい一いつ杯ぱい、皆みんなに恩を返していけたらと思っています。最後に……僕の大切な人達にとって、今年一年がいい一年になりますよう、お見守り頂けると幸いです）」

　目を開き、最後に丁てい寧ねいに一礼して参拝を終える。と、これまたチアキと全く同タイミングだった。こういう事象には大分慣れたつもりでいたけれど、やはりここまでシンクロすると少し気恥ずかしい。……わざわざ確かく認にんもしないけれど、その優やさしげな表情から、なんとなく、願いの内容も似たようなもののような気がしてならない。

　僕らは背後の老夫婦から向けられる微笑ましげな眼まな差ざしから逃げるように、賽銭箱前を離はなれる。そうしてそのまま一いつ旦たん境内の人が少ない位置まではけたところで、ホッと一息ついた。

「あのあの、自分、人が後ろで待ってると思うと妙にソワソワしちゃうんですよね。アーケードゲームとかでもそうですけど」

「分かる。結果、待ち望んだはずの自分の順番を割と雑にこなしちゃうっていうね」

「ですです」

　二人笑い合って、それから光正達を捜さがすように境内を見み渡わたす。が……、

「あれあれ、社務所付近に見当たりませんね、コノハ達」

「うん。かといって参拝の列にも見当たらないし……どこ行ったんだろ」

　二人、顔を見合わせ途と方ほうに暮れる。……そもそも兄弟姉し妹まいで来ている以上、流石さすがに勝手に神社から出たとは思えないけど……。

「ちょっと境内一周してみようか、チアキ」

「ですね」

　言って二人、歩き出す。チアキが慣れない草履ぞうりに苦戦しているようだったため、僕は彼女の隣となりにゆったりと付き添そいながら訊たずねる。

「チアキ大だい丈じよう夫ぶ？　なんだったら、僕だけで二人を捜して来ようか？」

「え？　そ、それはその……い、いやです。せ、折角なんで……」

「そ、そう……」

　何が折角なのか、とは流石に訊きかなかった。……ただ頰ほおをぽりぽりと搔かくしかない。

　しかしチアキは本当に動き辛づらそうなので、やはり僕は心配でならない。そうして、彼女が何度目かのよろめきを見せた時、僕は一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしてしまったものの……すぐに心を決め、彼女の手を取った。
















「あ……」

　途と端たん、にチアキが照れたように頰を赤らめる──その前に、僕は予防線を張るように告げた。

「こ、これは、同行者たるチアキが転んで怪け我がをしないための最適な一手段であって、軟なん派ぱな下心のようなものからではないことを、ここに宣言しておきます」

「は、はい」

「な、なので、チアキさん側も、どうか、自然にして頂けたらと、思い、ます」

「う……ぜ、善処します！　ですです！　はい！」

　そうは言いながらも、結局は頰を真っ赤にしてしまうチアキ。……駄目だ、何をどう理由付けしたところで、手を繫つなぐ行こう為いは、手を繫ぐ行為。親密な距離感のそれでしかない。

　……とはいえ、よたよた歩くチアキを無視なんてできないのも、また事実。

　僕が嘆息していると、チアキがどこか申し訳なさそうな苦笑いを見せてきた。

「す、すいません、ケータ。どうもこの草履、バランスがおかしくて……。……あ、コノハが選んだんですけどね。彼女らしくもない、チョイスミスですよ、まったく」

　それを聞いて僕は得心する。

「いや、それは実にコノハさんらしいパーフェクトチョイスだよ、まったく……」

「？　ケータ？」

　何も察せられぬのは姉ばかりだった。

「（クリスマスのアレで完全に確信したけど、コノハさんって、絶対僕とチアキをくっつけにかかってきてるよなぁ。それも、恐おそろしいほどの知ち謀ぼうをもって）」

　……あの子はホント、なんなんだ。人は、あんなに他人を思い通りに動かせるものなのか？　碧へき陽よう学園生徒会長にまで選ばれる才女の本気、恐ろしすぎるでしょう。

　しかしこうなってくると、現在コノハさんと光正の姿が見えない事情も、大分疑わしい。まあ光正は巻き込まれているだけだろうけど。まったく……うちの真ま面じ目めな弟を妙な計略に巻き込まないでほしいものだよ。

　僕は一つ息を吐はくと、今や殆ほとんど僕に寄りかかる勢いで手を繫いでいたチアキに、とある推測を切り出した。

「チアキ。正直これ……今捜しても、しばらく見つからないと思うよ、あの二人」

「え、そうなんですか？　どうしてですか？」

「どうしてって……」

　やばい、コノハさんの思おも惑わくを省いての説明が難しい。ど、どうしようかな。せめて、漠ばく然ぜんと「今置かれている状じよう況きよう」だけでも伝えられればいいんだけど……。

「えっと……なんというか……今僕らは、経過時間が次のイベントの発生フラグみたいな環かん境きようにあるというか……」

「ああ、ＲＰＧなんかで牢ろう屋やに放り込まれる展開の時によくあるヤツですね」

　なんかバッチリ分かってくれた。頼たのもしすぎるでしょう、ゲーム感性完全一いつ致ちの人！

　僕は続ける。

「というわけで、どうせなら神社出よう、チアキ。二人にメッセージ連れん絡らくだけ入れてさ」

「はぁ、それはいいですけど……でもどこ行きます？　この付近で暇ひま潰つぶせる場所と言ったら……」

「そうだねぇ、僕ら向けの暇潰しスポットとなると、ファミレス、ファーストフード店、コーヒーショップ……。……いや、それより……」

　と、そこで二人同時に名案を思いつくと、パァッと表情を輝かがやかせて、同時に告げる。




『デパートの玩具おもちや売り場！』




　僕らは最も早はや当然のように意見の一致を見せると、二人、それまでの緊きん張ちようが噓うそのように、ウキウキとデパートに続く道を歩き出したのだった。

　…………そう。




　──人の多い街中を、それはもう親しげに、手を繫いだままで。





天道花か憐れん






　もはや当然のように私、天道花憐は「その光景」を目もく撃げきしたわけで。

「…………あー…………。……まぁ……。…………んー……」

　車道を挟はさんで反対側の歩道を、私の元カレと、私でも鼻血を出しそうな程可愛かわいらしい着物姿の千秋さんが、手を繫いで実に楽しげに歩いていらっしゃる。…………。

「…………」

　その光景を、足を止め、気合いの欠片かけらも感じられない普段使いのコート姿でぼーっと見つめる、冬の独り身女。

「……………………い、いやいやいや」

　と、突とつ然ぜんへらへら笑い出す、元日から寝ね癖ぐせがしつこくて直らなかった女こと、私。

　……そ、そう、私ぐらいになるともう、こんなことぐらいでイチイチショック受けたり喚わめいたりはしないわよね、ええ。私だって去年という壮そう絶ぜつな一年で成長したのです。

「（これは絶対アレだわ。私達によくある勘かん違ちがい案件。まだ嫉しつ妬とには早いわ、私……）」

　ふぅ、と息を吐き、平静を取り戻もどしつつも……なんとなく二人を追いかける私。これは嫉妬とかストーキングとかじゃない。そう……シンキングタイムの確保だ。

　私は、彼らの視界に入らないよう注意しつつ、後を追いながら様子を窺う。

「（表情は……まぁ、楽しそうよね。不本意な状況、という感じでもない。……となると、これは、その……ええと……どういう勘違いかと言うと……えっと……）」

　考えながら、二人を追う。……追う。………………追う。…………………………。

「いや解かい釈しやくの幅はば狭せまくないですか!?」

　突然叫さけんでしまう私！　と、流石に二人がこちらを振ふり返りかけたため、私は慌あわてて大通りから小こ路みちに折れ建物の陰かげへと入り、そして──

「あれ、天道じゃねーか」

「ありゃ、天道さん。あけおめー」

　──これまた「当然」みたいに、上原君と亜あ玖ぐ璃りさんカップルに遭そう遇ぐうしてしまった。田舎いなかが故ゆえに元日の行動選せん択たく肢しが少ないとはいえ、おかしいでしょう、この友人遭遇率。正月ともなると、私達の人間関係を司つかさどる神様も大ハッスルらしい。

　ちなみに上原君も亜玖璃さんも和装であり、その出いで立ちの「夫ふう婦ふっぽさ」ときたら、今の独り身たる私には……。

「はい。あけましておめでとうござい、ました」

『ました!?』

「では、私はこれで」

　作り笑え顔がおでそう挨あい拶さつしてすぐに尾び行こうを再開させようとする私の肩かたを、両名が『いやいやいやいや！』と慌てた様子で摑つかむ。……面めん倒どう臭くさいカップル（仮）ね。

　どんよりと濁にごった目で二人を振り返る私。と、二人は『うっ』と一瞬声をかけたことを後こう悔かいするような表情を見せるも、それでも続けてきた。

「お、おい天道。どうしたんだよ。またなんか雨野絡がらみであったのか？」

「え、ええ、まあ……」

　表情を曇くもらせる私に、亜玖璃さんがフォローを入れてくる。

「あ、でもほら、どうせアレでしょ。間の悪いあまのっちの行動を、天道さんが変な風に解釈して嫉妬するアレ！　絶対そうだって！　だから詳くわしく亜玖璃達に話して──」

「いえ、その解釈の段階が問題で……って、ああ、もう！」

　彼らのお節せつ介かいカップルぶりに若じやつ干かん辟へき易えきし始めた私は、もういっそ状況を見て貰もらった方が早いなと、二人を引き連れるように大通りに出た。そうして、ちょいちょいと対面側の歩道を……雨野君と千秋さんがゆったり歩く風景を指さす。

　で、その様子を見た二人はと言えば……。

『あ、あー……。……アレね。…………。……うん、アレは……ほら、アレ……』

　私と一いつ緒しよに二人を追いかけるように歩きつつ、胸の前で両りよう腕うでを組み、うんうん唸うなること……十秒。

　結局は──二人とも、どこかで聞いたような結論を、同時に口にしたのだった。

『いや解釈の幅狭くない!?』

「でしょう？」

　私は死んだ魚のような目で、仲むつまじそうな元カレ達の背を眺ながめつつ、ふふっと力なく笑う。

「いいんですよー、お二人とも、この憐あわれな女を笑ってくれて。敵に塩を送るフェアプレイ精神を恋れん愛あいレースに持ち込んだ結果、速そつ攻こうで女としての実力差で千秋さんに突つき放されている感のあるこのゴールデンピエロを、どうぞカップルで笑って下さいましぃ！」

『地じ獄ごくの元日すぎる！』

　二人がもはや泣きそうな目で私を見つめてくれていた。……や、やめてくれるかしら、その憐れん憫びん。情けなくて私まで泣きそうになるから。

『…………』

　そのまま三人、お通夜みたいな空気で雨野景けい太た＆星ノ守千秋組を追う。……わ、私は年明け早々、一体何をやっているのかしら。どんよりしたカップルを引き連れて元カレの尾行とか、元日の行動として最底辺すぎるでしょう。

　私は一つ息を吐くと、流石さすがにそろそろこの不毛な行為を終えませんかと提案すべく上原君達を振り向き──。

「……あれ？」

　──そこで、二人の後方に、もう一組、見知った男女がいることに気がついた。

　私の視線を追うように、上原君と亜玖璃さんも振り返る。

　そうして、私達三人が見つめる先には……なにやら酷ひどくバツの悪そうな表情をした心春さんと、ムスッと不ふ機き嫌げんそうな雨野光正君の姿があった。

　二人が私達に合流してくる。

「……あー……ど、どもども、皆みなさん……」

「……はぁ。……ったく、邪じや魔まな……」

　そして、案の定と言うべきか……そんな彼ら二人がチラチラ窺うかがっている視線の先もやはり、雨野君達だった。

　即そく座ざに大まかな事情をなんとなく察した様子の亜玖璃さんが、嘆たん息そくしつつ状況を総そう括かつする。

「あー……なるほどねぇ。キミ達『下の子組』の仕し業わざみたいだねぇ、あれ」

　その括くくり方に、光正君がピクッと反応する。

「ちょっと待って下さい。いくらオレが千秋さんの次に尊敬する兄の友人、亜玖璃お姉さんの言葉でも、そのグルーピングに関しては容よう認にん致いたしかねますね。オレとこの痴ち女じよ先せん輩ぱいを同じカテゴリに入れないで下さい」

　相変わらず淡たん々たんと辛しん辣らつな言葉を吐く光正君に、心春さんが嚙かみつく。

「それはこっちの台詞せりふだっつうの！　あたしと光正が二人で今こうしているのは、軽く目的の一致をみたからでしかないっていうか……」

「だからアレでしょ？　それぞれの兄と姉をくっつけようみたいな感じのお節介でしょ」

『…………』

　亜玖璃さんの指し摘てきに、そっぽを向いて黙だまり込む二人。……意外にもこの二人、どちらも頭がキレるタイプだからこそ……亜玖璃さんみたいな直感タイプに弱いようだった。二人が考えに考えぬいて導き出した結論に、亜玖璃さんは理り屈くつ抜ぬきでひょいと辿たどり着いてしまうというか。

　と、すっかり立ち止まってしまっていた私達を、上原君が促うながしてきた。

「あー、なんにせよ、このままだと見失うぞ、あいつら」

『…………』

　その指摘を受け……とりあえず五人で、ぞろぞろと歩き出す私達。

　……なにこの大所帯のストーキング行こう為い。元日からホント何してるの、私達。

　五人全員の間に漂ただよう「なんだこれ」感。と流石に光正君が若干折れた様子で嘆息混じりに状じよう況きようを説明してくれた。

「そんなに必死で追わなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。兄と義姉あね……おっと失礼、兄と兄あに嫁よめ……おっとこれまた失礼、兄と千秋さんは、デパートの玩具売り場に向かうと分かっているので」

『（お、推おしカプへの意気込みがうざい！）』

　げんなりする私、上原君、亜玖璃さんの三名。と、心春さんが苦笑いで補足してくる。

「まあ正直、ここから先、これ以上の何かはあまり期待できなそうですよ。今日のところは、ああして手を繫つないだ場面がクライマックスでしょう」

「ま、そうだろうね。あまのっちとほしのんだしねー」

　亜玖璃さんがすんなりと心春さんの見解を受け入れる。……こうして見ると、彼女は本当に、雨野君に男性的興味がないんだなぁと分かるものの……。

「（な、なぜでしょう。見ようによっては……本妻の余よ裕ゆうにも見えるのは！）」

　わ、分かっているのよ？　私だって、二人に変な気持ちがこれっぽちもないのは！　でも、なんていうか……私の中で「その態度、むしろ逆に尊いのでは！」みたいな、変な周回に入っているというか。まあ、アレよね。疑いの泥どろ沼ぬまよね。え、ええ。分かってるわ。分かってるのよ私も！　でも分かってても抜ぬけ出せないからこその泥沼でしょう!?

　と、私が一人心の中でどこかに向かって必死で主張する中、心春さんが続ける。

「なので、皆さんその……そろそろ解散したらどうです？　あたしと光正はこの後それぞれ合流しなきゃいけないんで、家族をこうして追ってますけど……」

　それは尤もつともな意見だった。事実、上原君と亜玖璃さんカップルは『それもそうか』という空気になっている。

　だけど……私は……。

「……ごめんなさい、光正君、心春さん。褒ほめられたことじゃないのは百も承知なのだけれど……それでもやっぱりもう少しだけ、私にもあの二人の様子を見守らせて貰えないかしら？　このとおり」

　ぺこりと頭を下げる私。二人は一いつ瞬しゆん不思議そうに目をしばたたかせた後、それぞれに、違ちがう理り屈くつで私を窘たしなめてきた。

「マジで褒められたことじゃないッスね。オレと痴女も大たい概がいですが、貴女あなたのしていることは、ガチで出で歯ば亀かめ以外の何物でもないです。趣しゆ味み悪いっスよ、陰いん湿しつストーカーさん」

「ちょっと光正！　あー……でもまぁコイツの言い方はアレですけど、実際あたしも、天道さんがこれ以上あの二人を見守るメリットが思いつかないですね。どう転んだって天道さんが傷つく未来しか見えないというか……」

　二人の言うことは至し極ごく尤もだった。普ふ通つうに考えて反論の余地など一いつ切さいない。

　けれど私は……それでも、引き下がらなかった。

「確かに、あの二人の仲なか睦むつまじい様子を見ても、私に得はないですね。それは分かります。けれど……」

　瞳ひとみに強い意志を湛たたえて、二人を見つめる。

「今の私は……あの二人の本当の気持ちからだけは、逃にげたくないんです」

『…………』

　私の言葉に、二人は押し黙る。……そうして……最初に折れたのは意外にも光正君の方だった。彼は少しだけ雨野君に似た仕草で、後頭部をわしゃわしゃと搔かく。

「……なるほど。悪くない話ですね。……つまりそれ、あの二人の間に愛があるとハッキリしたら、貴女はすんなり身を引いてくれるという決意と解釈してよろしいですか？」

「……そうですね」

「だとすれば、それは兄や千秋さんにとって……うん、悪くない話だ」

　そう頷うなずいて、心春さんをチラリと見やる光正君。

　そしてその心春さんと言えば……なぜかとても切なげな瞳で、私を見つめていた。

「……まったく……。……身を引くとか、簡単に約束しちゃってさ……。……絶対すぐ後悔するんだから、そういうの……知ってるんだよ、あたし……」

「？　心春さん？」

「……あー、もう！　はいはい！　分かりましたよ！　というか、あたしにその覚かく悟ごを否定する権利はないですからね！　あー、もう！　これだから『いい女』気取りは……！」

　なんだか謎なぞの苛いら立だちを見せながらも、同行を認めてくれる心春さん。

　私は二人に今一度頭を下げてから、背後の上原君カップルを振ふり返った。

「ということになったのですが……お二人は、どうされます？」

『うーん……』

　二人は困ったように一瞬顔を見合わせるも、しかし、次の瞬間にはすぐ結論が出た様子で、揃そろって同行を辞退してきた。

「いや、やっぱ俺達はいいかな。ダチの恋こいにちょっかい入れてないで、今日はちゃんと二人で初はつ詣もうでに行くよ」

「だね！　っていうかこれからあまのっちの取りそうな行動なんて、亜玖璃は大体予想つくしねぇ。だったら、今日は祐たすくとゆっくり初詣楽しみたいなぁ」

　そう言って上原君の腕うでに抱だきつく亜玖璃さん。それに対し、全然動どう揺ようしていない風を装よそおいながらも、ほんのり頰ほおが赤い上原君。

　私はこの実に羨うらやましいカップル（仮）に「そうですか」と微笑ほほえむと、今度こそきちんと新年のご挨あい拶さつをした。

「あけましておめでとうございます、二人とも。よいお正月を」

「おぅ、天道もな」「天道さんも！」

　そう私に言い、次に心春さんと光正君にも軽く挨拶をして去って行く二人。

　私達三人はそれを見送ると、「さて」と仕切り直し。

　そうして。

「じゃあ私達も行きますか。全すべての運命を決すべく──玩具おもちや売り場に！　出歯亀しに！　元日から！　性しよう懲こりもなく！」

『なんてアガらない台詞せりふだ！』

　テンションの低い『下の子組』と共に、私は、雨野君と千秋さんを追ったのでした。





星ノ守千秋






　自分は今、これまでの人生で最も幸福なひとときを過ごしていました。

「…………」

　神社からデパートへと続く道をゆっくりと歩きながら、自分の手を力強く引いて歩く男性の──ケータの横顔を見上げます。

　照れでほんのりと赤く染まった頰。緊きん張ちようで俄にわかに強こわばった表情。汗あせばむ掌てのひら。それでいてこちらに気を遣つかわせまいと、時折自分に向けてくれる不器用な笑え顔がお。

「…………」

　その全すべてがあまりに愛いとおしくて、幸せで、胸が温かくて……自分は思わず、必要以上に彼の腕に身を寄せてしまいます。

「っ！」

　そんな自分に、ケータはびくぅっと緊張に体を強ばらせつつも、それでも最後には「支えにならないと！」という理性が勝まさるらしく、こんな自分側のワガママさえも受け止めるように更さらに力強く、前を歩いてくれます。

　自分にはそれが……それがもう、たまらなく、嬉うれしくて。油断すると涙なみだまで滲にじみそうになる始末です。

「（……なにが『ケータは友達』ですか。笑っちゃいますね……ホント）」

　過去の自分の発言を顧かえりみて、思わず苦く笑しようしてしまいます。こんな想おもいを後ご生しよう大事に胸にしまったままで……よくもまぁ、「フラれたことを受け入れている」みたいに振る舞まっていたものです。

「？……チアキ？」

　と、自分が一人で苦笑しているのを見てケータが不思議そうに首を傾かしげてきます。自分は継けい続ぞくしてくすくすと笑いながらも、彼を困らせるのは本意じゃないので、違う理由を口にしました。

「いえ、自分、こんなに気合いの入った晴れ着姿しておいて……初詣もそこそこに結局向かうのがデパートの玩具売り場っていうのが、なんだか可笑おかしくて」

「う……ご、ごめん、流石さすがになんかもうちょっと他ほかの暇ひまの潰つぶし方が良かった？」

「いえいえ、全然です！　むしろ楽しみです、久々にケータと一いつ緒しよにゲーム見るの！」

「久々？　あー……確かに二人でゲームソフト見たりする機会って、意外と珍めずらしいか」

「ですです！」

　笑顔でこくこくと頷き応じます。実際彼と玩具売り場を覗のぞくのが楽しみという気持ちに、噓うそは一切ありません。ただ自分は……もう現時点で最大限に幸福なだけで。

　ケータに寄り添そうカタチで神社から歩くこと五分。目的のデパートに到とう着ちやくした自分達は、フロア案内を確かく認にんすることもなくエスカレーターに直行しました。……ゲーマーたるもの、付近のゲーム売り場の位置だけは完全に把は握あくしているものなのです。……まあ、婦人服売り場はと訊きかれたらマップを見ざるを得ませんがね、自分！

　エスカレーターに乗り込み、ゲーム売り場のある五階を目指します。二人で横並びになれる幅はばのエスカレーターでしたが、流石にここは手すりに摑つかまるべきだと判断した自分は、ケータの手を離はなれ彼の後ろに一列で並びました。

　と、自分の足あし下もとの様子を一段上から心配げに振り返ったケータが、自分の後方を見て「あれ？」と首を傾げました。

「……今、なんか一階に光正とコノハさんが一瞬見えたような……」

「え？」

　驚おどろいて振り返ってみますが、自分の目に二人の姿は確認できませんでした。更に他の方が乗り込んできたので、前へと向き直ります。

「本当にいたんですか？」

「うーん……分かんない。視界の端はしを横切ってすぐ消えたから……」

「そんなゴキブリみたいに」

「いや、ホントに。それはもう、凄すごい動きに見えたというか。『基本スペックが高い人達が、隠かくれることに全力出したらああなりそう』みたいな動きだったよ」

「なんですかそれ。流石のコノハ達も、そこまで暇じゃないと思いますけど」

「うーん……だよね。元日から、ぼっち二人組に対してストーキングを仕し掛かけるなんて不毛な行動、普通の感性で生きている人ならできるわけないもんね」

「ですです。そんな残念な人達、世界にいるわけないです。まったく、ケータは……」

「ごめんごめん。最近僕、自じ意い識しき過か剰じよう気味だったかも。反省するよ」

　言ってケータは前へと向き直りました。自分も、先さき程ほどから背中にうっすら感じる不ふ穏おんな視線については、気のせいだと結論します。

　エスカレーターを乗り継つぎ、玩具売り場のある五階へ辿たどり着きます。と……。

「ん、チアキ」

「あ……」

　エスカレーターを降りた少し先で、ケータがぶっきらぼうに手を差し出してくれました。どうやら、ここから先もまだ、自分の手を引いてくれるようです。

　自分は言葉にできない気持ちで胸が一いつ杯ぱいになりながらも、その手を取ります。

　そのまま二人、少しくすぐったい空気で歩き出したところで、ケータが妙みような雰ふん囲い気きを変えるべく雑談を切り出して来ました。

「さ、流石に元日だけあって、玩具売り場に子供多いね」

「で、ですねですね。平日の放課後とか、心配になるぐらいガランガランなのに」

「だよね。僕だって、ここ来るのは品しな薄うすソフト探す時ぐらいだもの……って、あ」

「？　どうしました、ケータ？」

　ケータはなぜか突とつ然ぜん、自分の方をジトーッと恨うらみがましい目つきで見つめてきました。

　わけがわからず戸と惑まどっていると、ケータが続けてきます。

「クリスタル・クレイドル３……」

「？　はい？　あの去年発売した名作ソフトが何か……」

　と、そこまで言ったところで、周囲の景色と相まって、自分の中でも何かおぼろげに記き憶おくが蘇よみがえり始めました。……そうです、確か、ここで以前……。

　ケータが、答え合わせをするように嘆たん息そく混じりに呟つぶやきます。

「去年……ここで、残り一つだった『クリスタル・クレイドル３』のソフトを、チアキに先に買われたことあったよね……」

「あー…………あ、ありました、ねぇ」

　顔に汗を搔きながらそっと視線を逸そらします。そう……それはまだ、自分とケータが「天敵」としていがみ合っていた時のことです。当時品薄だった「クリスタル・クレイドル３」の、この売り場における最後の一本を自分が確保して、ケータに勝ち誇ほこったことがあったような……。

　気まずくて視線を逸らす自分を見て、ケータがくすくすと笑い出します。

「なんかホント、チアキとは色々あったね、去年」

「で、ですね……。そもそも、出会いからして去年の春過ぎですもんね、自分達」

「そうだねぇ。僕が天道さんの誘さそいを断った後ぐらいだもんなぁ……」

「…………」

　自然と「天道花憐」という人を基準に物事を考えているケータの姿を見て、胸がキュッと締しめ付けられます。が……自分はもうそんなことぐらいでイチイチめげることなく、むしろ負けじと、彼の意識を自分側へと引っ張りにかかりました。

「で、でもでも、自分が《のべ》や《ＭＯＮＯ》として《ヤマさん》や《ツッチー》と交流を始めたのは、もっともっと、前ですし！　ええ！」

「え、あ、う、うん。確かに。そういう意味じゃ僕、ゲーム同好会周りでは、チアキとが一番古い付き合いなのかもね」

「で、ですですですですです！」

　自分、今日は多めに頷うなずいておりますよ！　ケータが若じやつ干かんその勢いに引きながらも、話を戻もどしてきます。

「そういえばあの時は、あの人……そう、宮みや本もとさんも、一緒だったっけ」

「？　ミヤモト……さんですか？」

「うん。宮本聡さとしさんって言ったっけな。ほら、僕と一緒にいた……なんか色々濃こいイケメンおじさんというか……」

「あー……」

　そういえば、妙に圧の強い方が一緒にいらっしゃった気がします。そしてその人に圧おされるカタチで、自分は場から走り去ってしまったような記憶もうっすら……。

　ケータが懐なつかしそうに続けてきます。

「結局あの日は僕、クリクレ３が手に入らなかったというか……最終的にあの人に譲ゆずっちゃったんだよなぁ」

「え、そうだったんですか？　なんか……ごめんなさいです」

「いやいや、結局すぐその後手に入ったから、全然いいよ。宮本さんに譲ったのに関しては、僕個人の問題だしね。そんなことよりチアキ、クリクレ３は本当に名作だったよね！」

「ですです！　当時もちょっと喋しやべりましたけど、アレは本当にいいゲームでした！　そうそう、知っていましたか、ケータ！　もうじきクリクレ３の大型ＤＬＣくるらしいですよ！　職業追加されるっていう！」

「え、マジで!?　うーわ、楽しみだなぁ！　ありがとうチアキ、教えてくれて！」

「いえいえ。あ、ＤＬＣきたら、オンラインで協力プレイとかしてみませんか？」

「おお！　それはいいね！　是ぜ非ひやろう、チア──ううん《ＭＯＮＯ》さん！」

「……！　はいです、《ツッチー》さん！」

　二人、和わ気き藹あい々あいとしながらゲームコーナーへと向かいます。と、背後から今再びの「怨おん念ねん」めいた気配を感じサッと振ふり返るも──

「？　チアキ、どうかした？」

「あ、いえ。……今、何かが視界の端を横切った気がしたのですが……」

「そんな、ゴキブリみたいな……」

「いえ、今回はゴキブリというより、黄金色の輝かがやく何かが、すばしっこく消えたようにも見えたと言いますか……」

「なにその経験値やゴールドを沢たく山さん持ってそうな存在。ゲームのやりすぎだよチアキ」

「……ですね。あ、そうこうしている間にゲーム売り場着きましたよ、ケータ！」

「あ、ホントだ。よし、早さつ速そく物色しようか、チアキ！」

「ですです！」

　そうして自分達は改めて、ゲームコーナーの物色を開始したのでした。





天道花憐






「ぐぎ……ぐぎぎぎぎぃ…………！」

『だから言わんこっちゃない』

　棚たなの隙すき間まから仲なか睦むつまじいカップルを般はん若にやの形相で睨にらむ怨おん霊りようこと……私、天道花憐を、下の子組の二人が呆あきれたように見つめてきます。

　心春さんが、やれやれと肩かたを竦すくめて続けてきました。

「だからあたし、忠告しましたよね？　これ以上あの二人を見守っても、天道さんにとって面おも白しろいことには絶対ならないって」

「…………。……あ、あーら、何を仰おつしやっているのかしら、心春さんたら。私は、自由にお習字をする際には必ず『自制』と書く女こと天道花憐よ？　今いま更さらこの程度のことで傷ついたりなんかは……」

「いやそんな自分の肩かた掛かけ鞄かばんの革かわベルトにガジガジとかぶりつきながら充じゆう血けつした目でセンパイ達睨みつつ言われても説得力全然ないですから」

「安心なさい、心春さん。この革ベルトは天然素材かつ、事前に除じよ菌きんティッシュで拭ふいてあるんです。安心安全の嚙かみつきやすさ」

「いやその明後日あさつての方向の配はい慮りよができる冷静さが余計怖こわいんですって」

　やれやれと私にツッコミを入れる心春さん。その背後で、光正君もまた嘆息していた。

「あの、同行は許可しましたけど、やるなら真しん剣けんにやってくれます？　ストーキングは遊びじゃないんですよ」

　真ま面じ目めな口調で突とつ飛ぴな叱しつ責せきを放ってくる光正君。私は「分かってますよ」とそれに応じる。

「だからこうして、見つかりそうになったらその都度、鮮あざやかな『ローリング回かい避ひ』で二人の視界から外れているじゃないですか」

「オレ、ゲーム以外であの回避動作している人初めて見ましたよ。普ふ通つうに引くわ」

「安心して下さい。これまた衛生面を考こう慮りよして、地面にはギリギリ着かない『空中ローリング回避』ですし、なにより無敵時間もちゃんとあるんですよ？」

「もう人間業わざじゃないっすね。ガチゲーマー怖すぎでしょう。というかそもそもそういう問題じゃなく、オレは、二人が振り向くようなオーラ自体を放つなっつってんですが」

「ふ、天道花憐を甘く見ないことね光正君。『絶』なら既すでに行っているわ」

「なんで漫まん画がの技わざまで当然のように使ってんですか。いや、っつうかそういうレベルの話じゃなくて、普通に、あの二人が仲良さげにする度たびにドス黒い嫉しつ妬とオーラ出すのやめろという話で。あんなもん、念能力使えない一いつ般ぱん人でも普通に振り向きますよ」

「ふむ。流石さすがは私、といったところかしら？」

「あんたもう帰れよ！」

　なぜか光正君がキレてしまった。……あれね。雨野兄弟は、沸ふつ点てん低いとこあるわね。

　私と光正君が睨み合っていると、心春さんが「まぁまぁ」と取りなしてくる。

「とにかくお姉ちゃん達の様子見ましょうよ。その際、天道さんは多少嫉妬を抑おさえてくれると助かりますし、光正も、あまり目くじら立てないの。実際見つかってないんだから」

『…………了りよう解かい』

　しぶしぶながら彼女の言葉に応じる私達。心春さんが一人、大きくため息をついて呟く。

「なんでこのあたしが常識人ポジなのよ……濃すぎるのよ、このメンツ……」

　よく分からないけど、最近彼女からは苦労人のオーラが強く漂ただよっている気がするわね。

　なにはともあれ三人、気を取り直して改めて雨野君達の様子を窺うかがう。

　デパートの五階、玩具おもちや売り場に隣りん接せつした子供服売り場の一角から、私達は雨野君達の様子を窺っていた。距きよ離りはそこそこ離はなれている。

　通常なら、二人の会話はとてもじゃないけれど聞きとれない。しかし私達は現在……。

「あ、ケータケータ、これ懐かしくないですか？」

「ん？……ああ！　去年の秋頃ごろに大作ラッシュに紛まぎれて出た良作ＲＰＧじゃん！」

　この通り、キッチリ二人の声を聞き取れていた。……勿もち論ろん、念能力の類たぐいではない。

　二人の声が放たれている媒ばい体たい。それは……。

「うん、アプリの調子は良いみたいだ」

　……光正君の持つスマホからだった。

『…………』

　……心春さんと、そっと視線を交かわす私。

　…………うん。……そうよね。分かるわ、ええ。状じよう況きようも少し落ち着いたし……流石にそろそろ、ツッコミを入れるべきよね、ええ。

　私は心春さんとのアイコンタクトを終えると、恐おそる恐る、光正君へと切り出した。

「あー……その、光正君？　ずっと気になってたのだけれど、その、雨野君達の声がバッチリ聞こえるそれは、その……まさか盗とう聴ちようアプ──」

「お茶目なアプリです」

　私の言葉を遮さえぎってニコリと笑う光正君。……怖い。

「いや、でも、それ、その、明らかに雨野君のスマホを盗聴器代わりにして、こちらに声が届く、若干違い法ほうじみた──」

「兄弟間のお茶目なアプリ遊びです。ただ、兄側が聞かれていることを知らないだけで」

「……いえ、だからそれを、盗──」

「お茶目です」

『…………』

　もう黙だまるしかない私と心春さん。アレすぎる中学生男子に二人でカタカタと震ふるえていると、流石に光正君が嘆息してフォローを入れてきた。

「まあ実際、普段は流石のオレでもここまでやりませんよ。このアプリだって、マジで普通の通話アプリですし。最近二人で試ためしに入れたんです。親しん戚せきの子に勧すすめられて」

「じゃあなぜ今はこんな……」

「完全に兄側のミスですね。ついさっき、あっちから通話着信ありまして。誤タップでしょうね。で、それをオレが受けただけ、と。ああ、ついでにあっちの通話ボリュームも最大になっちゃってるみたいで。結果、奇き跡せき的に盗聴器めいたことになってるんです」

『なるほど……』

　納なつ得とくする私。聞いてみれば、光正君、流石にそこまで異常ではなか──

「……で、光正。あんたなんでそれが分かっていて、通話切らないわけ？　しかも、ご丁てい寧ねいにこっちの声があっちに漏もれないよう設定までして……」

「…………」

『…………』

　……光正君が、ニコォッと私達に微笑ほほえむ。私達はサッと視線を逸そらした。

　私と心春さんはダクダク汗あせを搔かきながら、雨野君と千秋さんの様子を窺う。

「……ですです！　いやぁ、良かったですよね、前作主人公と合流するくだり！」

「ホントに！　ＲＰＧで前作シナリオ絡からむと案外ロクなことにならない作品が多い中、この二作目は前作主人公の物語とクロスする際の盛り上げ方が素す晴ばらし──」

　光正君のスマホから流れる、楽しげな二人のやりとり。彼は……それを私達二人に近づけつつ、悪あく魔まのような声こわ音ねで訊たずねてきた。

「じゃあ、切っていいですか？　いいんですね？　切りますよ？　せーの……」

『いやいや、そんなに焦あせって切らないでも。このデパート、Ｗｉ‐Ｆｉもあるし！』

「ですよねー」

　微笑む悪魔的中学生と、罪悪感から目を逸らす高一、高二女子。……なにこの元日。

　とにかく、私達は子供服売り場の片かた隅すみから、二人の様子を窺い続けた。幸いこのコーナーにお客さんの姿は殆ほとんどなく、私達の存在が誰だれかの迷めい惑わくになっている様子もなさそうだ。

　雨野君と千秋さんの二人はといえば、ゲームソフトコーナーを二人で見て回っては、そのデパートならではの「雑な」ソフトチョイスや陳ちん列れつを心から楽しんでいた。……私も一ゲーマーの端はしくれとして、その気持ちは分からなくはない。通なゲームショップや大作を扱あつかう家電量りよう販はん店てんじゃないからこそ、「このソフト久々に見た！」みたいのがあったりして味わい深いのよね、デパートのソフト売り場！

　そんなわけで私個人としては二人の会話を楽しく聞いているのだけれど、あまりゲームに興味のない下の子組はそうじゃなかったらしい。

　盗聴会話内容に若じやつ干かん飽あきた素そ振ぶりを見せつつ、心春さんが私に切り出してくる。

「そういえばさっき、天道さん、妙みような反応してませんでした？　えっと確か……センパイとお姉ちゃんが『ミヤモト』さんとやらの話をしていた時」

「え？　ああ……それね」

　そうだった。あの直後に千秋さんがこちらを振ふり返るくだりなんかがあってバタバタしていたから忘れていたけれど……私、中々に衝しよう撃げきの事実を知ってしまったのでした。

　私は苦く笑しようしながら、心春さんに語る。

「いえ……色々複雑なのだけれど、要は、さっきの会話に出てきた『宮本聡』。あれって……多分うちの父のことなのよ」

『へ？』

　気の抜ぬけたリアクションを返してくる下の子組。この子達のこんな顔は珍めずらしいなと私は妙に嬉うれしくなりながらも、説明を続ける。

「当時もおかしいとは思ったのよね。あのゲーム知識皆かい無むな父が、品しな薄うすソフトを手に入れてくるだなんて」

　私の言葉に、光正君が応じる。

「ああ……なんか言ってましたね。うちの兄が、その人にゲームを譲ゆずったとか」

「ええ」

　私は思わずぽっと温かくなる胸むな元もとを押さえ、一人、微笑む。

「……そう……。あれは……雨野君が、譲ってくれたものだったのね……」

『…………』

　不思議そうに顔を見合わせる二人。心春さんが少し戸と惑まどいながら話を纏まとめてくる。

「え、もしかして、雨野センパイが、宮本さんとやらと……その、天道さんのお父さんとは知らずに知り合って、ゲームを譲り、それが天道さんの下に届いてたって話ですか？　で、今日の今日まで、それをお互たがいに、何も知らなかったと？」

「ええ。まあ、端たん的てきに言って、そういうことだと思います」

「それって、なんだかうちの姉に負けないぐらい凄すごく運命的……」

　そう言いかけて、何かハッとした様子で口を噤つぐむ心春さん。……恐らくお姉さんに気を遣つかったのでしょう。

　私は彼女を安心させるように微笑む。

「確かに運命的だし、私にとってはとても嬉しいことよ。だけど勘かん違ちがいしないで、心春さん。運命がどうとか……そういうのは、もう、私や千秋さんの恋れん愛あいにとって、然さ程ほど関係ないことだから」

「関係……ない？」

「ええ。だってそうでしょう？　私も千秋さんも……キッカケこそ運命だったりすれ違いだったりしたかもしれないけれど。今となってはもう、ただ、単純に雨野景太という人が、どうしようもなく好きなんだもの。運命的な繫つながりに多少一いつ喜き一いち憂ゆうすることはあっても、もう、そこにそれ以上の意味なんてないわ。大事なことは……もっと他ほかにあるのよ」

「……天道さん。貴女あなたは……」

　心春さんが、何か、眩まぶしいものでも見るかのように目を細める。

　と、なぜか、光正君が酷ひどくつまらなそうに鼻を鳴らした。

「……はんっ。……もっと、悪役なら悪役らしくしてくれりゃいいものを……」

「？　光正君？」

「なんでもないです。アンタ、マジで目め障ざわりだなって話です。……元カノさん」

「どうして急に私の好感度下がったんですか!?」

　うぅ、雨野君の弟に嫌きらわれるのは、中々致ち命めい的てきなんじゃ……。……頑がん張ばらないと。

「（あれ？　でも、この子、前は私のことを『恋こい人びともどき』扱いしていたような。でも今は、ちゃんと『元カノ』って……）」

　と、私がそんなことを考えていた矢先、雨野君達の会話のトーンが突とつ然ぜん切り替かわった。




「……ところで、チアキ。僕、チアキに……その、改めて、ちゃんと話しておかないといけないことがあってさ。こんな場所だけど、今ちょっといいかな？」

「っ！　は、……はい、です……」




　スマホのスピーカー越ごしにさえ伝わってくる、千秋さんの緊きん張ちようと覚かく悟ご。

『…………』

　私達三人もまた、背筋を正すと。

　これから二人の大事なやりとりまで盗ぬすみ聞こうとしている罪悪感はどうしたって覚えつつも。

　それでも、どうしても譲れないもののため、覚悟を決めて、二人の会話へと耳を澄すましたのだった。





星ノ守千秋






　ああ、ここまでですか。

　ケータが改まって会話を切り出してきた時、自分の思ったことがそれでした。

　自分は手に取っていたゲームのパッケージを棚たなに戻もどすと、しゃがんだ体勢からゆっくりと立ち上がり、ケータと面と向かいます。ゲームコーナーを物色し始めて以降、商品を手に取るために彼とは手を離していましたが、それでも自分にとって、幸せな時間であったことに変わりはなく。

　だけどこうして、真しん剣けんな眼まな差ざしの彼を見ると、ああ、もうそれも終わりなんだなと、寂さびしい気持ちになってしまいます。

「（……きっと……クリスマスのことですよね……）」

　自分にとっては、色んな意味で忘れられない日。絶対報むくわれることがないと思っていた想おもいに、僅わずかな光が差した日。

　あの日から今日まで、自分の胸には仄ほのかな温ぬくもりが灯ともり続けていました。

　……それが本当はとても「残ざん酷こく」な光であることは理解していましたが、それでも自分は……やっぱり幸せで。

　だけどその「まやかし」も、きっと、もうおしまい。

　それは、とても寂しいことだけれど。でも自分は……いえ、自分も、花憐さんも……。

「……それで、話ってなんですか、ケータ？」

　……もう、彼の気持ちから逃にげることだけは、絶対にしないと決めているから。

　しっかりと彼の瞳ひとみを見つめて訊ね返す自分に、ケータは、ぽりぽりと頰ほおを搔いた後……何か改めて腹をくくった様子で、いよいよ、その話題を、切り出してきました。




「本当は『ごうけつ』になりたかったんだよね……僕」




「…………ほへ？」

　ずる、と肩かたの力が抜け、素すっ頓とん狂きような声を出してしまう自分。と、ふと背後の……子供服売り場の方からも似たような声が聞こえた気がしましたが、振り向いても誰もいませんでした。……今日は何かに取り憑つかれているのでしょうか、自分達。

　戸惑う自分に構わず、ケータはなにやら再びゲームソフトコーナーを検あらためると、少しして「あった！」と一つの……名作ＲＰＧリメイク作のパッケージを手に取り、こちらに見せてきました。

「ほら、これ！　この国民的ＲＰＧの三作目！　リメイク作の方だと、最初に『性格診しん断だん』のパートあるの、覚えてる？」

　そう訊きかれ、自分は記き憶おくを遡さかのぼります。

「あー……そうでしたそうでした。最初に簡単な質問とイベントの組み合わせがあって、プレイヤーの回答によって主人公たる『勇者』の初期性格が設定されるんでしたっけ」

「そうそう！　で、その『性格』って、『勇者』のパラメーターに影えい響きようするんだよ。『ずのうめいせき』だったら、賢かしこさが上がる、みたいな」

「はいはい、思い出しました。いいですよね、アレ。…………えと、でも、それが？」

　あのシステムは確かに面おも白しろかったですけど……一体なんの話でしょう、これ。

　自分が首を傾かしげていると、ケータはなおも、ゲームの話を続けてきました。

「で、これが中々シビアでさ。性格によって結構『当たり外れ』があるんだよ」

「……はぁ。詳くわしくは覚えていませんけど……確かそうでしたね。プラス補正が沢たく山さんかかる性格もあれば、マイナス補正だらけの性格もあったりするんでしたっけ」

「そうなんだよ！　だからゲーム的なメリットデメリットだけで考えたら、この『性格診断』、ちゃんと攻こう略りやく情報見て主人公の性格を厳選した方がいいっていうね」

「はぁ」

　イマイチ彼が何を話さんとしているのかが、見えてこないです。

　ケータはパッケージの裏面を懐なつかしそうに眺ながめながら、なおも、話を続けてきます。

「で、僕、本当はさ。パラメーターの補正だけで選ぶんだったら、『ごうけつ』が良かったんだよね。賢さとか下がるけど、力がすっごい上がる、みたいな性格」

「勇者としては王道の能力ですね。自分も力ごりおしキャラが好きですよ」

「でしょ？　絶対『ごうけつ』が良かったんだよなぁ、僕……」

　そう言いながら、パッケージを棚に戻すケータ。そうして、彼は「だけど……」と続けてきました。

「僕さ。普ふ通つうに……攻略とか一いつ切さい関係なく、心の赴おもむくままに性格診断受けたら、絶対『しょうじきもの』とかになるんだよね……」

「それ、確か……可も不可もない普通の性格じゃなかったでしたっけ？」

「うん。補正が凄すさまじく地味なの。プラスもマイナスも。だから外れでもないっていう」

　な、なんてケータらしい診断結果ですか！　あの性格診断、もの凄く優ゆう秀しゆうなのでは!?

　自分がくすくすと笑っていると、ケータもまた苦笑して……続けてきました。

「でも僕は……少し迷ったんだけど、結局『ごうけつ』じゃなくて『しょうじきもの』で始めたんだよね、あれ」

「え？　『ごうけつ』にしないで、良かったんですか？」

「うん、まあね。別に性格厳選が『ズル』みたいに思っているわけじゃないし、他のシチュエーションなら僕も楽をするタイプなんだけどさ。その時はなんとなく……ね」

「……そうなんですか」

　話の向かう先はイマイチ分かりませんでしたが、ケータのその感性は、とても彼らしくて。何か……ほっこりしてしまいます。

　と、しかし、まるで自分をそう油断させることが目的であったかのように、ケータが唐とう突とつに本題を切り出してきました。

「それでその……クリスマスの夜の、ことなんだけどさ」

「っ！」

　息を吞のみます。

　気まずそうに俯うつむく、ケータ。

　自分は……もう、本当は、あの日のことに関して、彼がこれから口にするであろう言葉は、大体察せていました。

「（…………間ま違ちがい、だったんですよね？）」

　花憐さんに一いち途ずな想いを寄せる、真ま面じ目めで誠実な彼のことです。コノハの罠わなにかかるカタチになったあの日のことに関して、自分に、謝罪と訂てい正せいをすることこそが、今日の目的でしょう。……それでこそ、雨野景太、なのですから。

　自分は……胸むな元もとに手を当て、一度深呼吸をしてから、彼に応じました。

「はい、なんでしょうか」

「その……さ。チアキには大変申し訳ないんだけど……。その……あの言葉は、さ」

「…………はい」

　天てん井じようを仰あおぐように頭を上げ、目を瞑つぶります。……涙なみだを、流さないように。彼の心に負担をかけないように。

　そうして、運命の時を待つ自分に。

　ケータは……ハッキリとした口調で、その言葉を、言い放ってきました。




「アレに関しては、この僕、雨野景太の、本当に噓うそ偽いつわりない本音だから。間違ってもコノハさんの策略に僕がハメられた結果のまがい物だとかって、思わないでほしい」




「────────え？」

　その、あまりに衝しよう撃げき的な言葉に、思わず天井から視線を戻します。

　と、彼は……頰を軽く染めながらも、それでも真しん摯しに、自分の方を見つめていました。

　彼は、続けます。

「だから……その、本当にごめん、チアキ」

「……へ？　えっと……なにが、ですか？」

「いや、だって、こういうの悪質だろう？　自分に以前告白してくれた女子に『僕もキミのこと本当は憎にくからず思ってるよ』なんて言う野や郎ろうは、最低のクズじゃないか」

「え？　いや……それは……別に……」

　まあ確かに、この一週間の自分がそうだったように、微かすかな希望の光をちらつかせる行こう為いは残酷でもあります。それを、ケータは気にしているのでしょう。……本当は、同じかそれ以上に、こちらが幸せだったことも、知らず。

　彼は……しかしそれでも、苦しそうに、続けてきます。

「だけど……最低で、誰だれにとってもよくない結論なのは百も承知なのだけれど。それでも……それでも、あの日を、あの気持ちを──たとえ最低な僕だとしても、『なかったこと』にして前に進むのだけは、違うと思うから」

「……ケータ……」

「だから、チアキ。もう一度だけ、ハッキリ言うよ」

　そう言ってケータは、普段猫ねこ背ぜの背をすっと伸のばすと。

　……照れのようなものは、一切見せず。ただただ実直に……その言葉を、告げてきた。




「今の僕は、チアキのことを、友人じゃなく、一人の女性としても、意識しています」




「……はい」

　自分もそれを……今回は不思議と必要以上に照れ惑まどうことなく、ただ優やさしく微笑ほほえんで、受け入れます。確かに、彼の言葉は嬉うれしい。けれど……彼のことをよく知るからこそ、ここから先に続くであろう台詞せりふも、なんとなく、分かるから。

　ケータはそこで少しだけ躊躇ためらう様子を見せるも……それでも、強い意志で、続けてきた。

「だけど、その上でもやっぱり──どうしたって、僕は、天道さんが、好きです」

「……はい」

　そこで彼は……今にも泣き出しそうなほど辛つらそうに顔を顰しかめ、それでも尚なお、その……残酷な言葉を、絞しぼり出してきた。

「…………チアキの…………ことより」

「……はい」

　だけどそれを、自分は笑え顔がおで受け入れます。




　──大事な人達の価値を比べ、尚なお且かつ優ゆう劣れつまでつける。




　その行為は、一体どれほど人の心を苛さいなむのでしょう。誰より優しい彼が、この一週間でどれほど自分を責め、傷つけたのか。それを想うと……自分まで泣きそうになってしまいます。

　けれど、それは、今の自分の役目じゃ、ないから。自分が今……いえ、いつだって、彼に対して口にすべきことは、一つしか、ないから。

　だから……彼と同じく、たとえそれが、誰にとっても得にならない言葉だと分かっていても。それでも……「なかったこと」にはできない強い想おもいを、自分も、口にします。

「自分は……今でもケータのことが、大好きです」

「……うん」

「……花憐さんに、負けたく、ないです。まだ、諦あきらめたくなんか……ないです」

「…………うん」

　そのまま二人、しばし黙だまり込みます。

『…………』

　……本当は、二人とも、今すぐこの恋れん愛あいという名の残ざん酷こくなゲームの全すべてを放ほうり出して逃にげたいです。……こんなにも参加者達が傷つきながらしか進めないゲームなんて、最も早はや娯ご楽らくなどとはとても呼べなくて。

　だけど……それでも。

　自分達は「ゲーマー」として、二人……力ちから尽ずくで、にこりと、笑い合いました。

「ケータ。自分、これからガンガン攻せめますよ。まだ、レースは終わってないです」

「いいや、すぐに終わらせるよ。僕は、天道さんともう一度、交際してみせる」

「いえいえ。その前に、自分がゴールを切ってみせますよ、ケータ」

「そうはならないよ。僕がヨリを戻もどす方が先だ」

「じゃあ自分達……結局今年も、天敵で、ライバルですね」

「うん……天敵で、ライバルだ」

　そう言って二人、最後には笑顔で握あく手しゆを交かわします。




　……今、ようやく、自分達の新年が、本当の意味でスタートした気がしました。





天道花憐






『…………』

　雨野君と千秋さんが握手を交わすのを見守った私達三人は、すっかり言葉を失ってしまっていた。

　光正君が無言で、何かを恥はじるようにアプリの通話を切断し、心春さんは姉と雨野君をまるで遥はるか遠い存在かのように眺める。

　そうして、私はと言えば……。

「…………うん、そうよね……」

　二人のやりとりを受けて一つの決意を固めると、光正君や心春さんの許可も取らずに、すっと前へ……雨野君達の方へと歩き出した。

『え』

　虚きよを衝つかれて動けない下の子組二人。私はそれに構わずずんずんと歩を進めると、握手を交わし終えた二人の下まで迫せまり、笑顔で声をかける。

「雨野君、千秋さん」

『へ……？』

　途と端たん、驚おどろいた様子で私の方を振ふり向く二人。突とつ然ぜんのことに動どう揺ようする彼らに対し、私はニコリと微笑んだ。

「あけましておめでとうございます、二人とも」

『お、おめでとうございます……』

　戸と惑まどいながらもキッチリ挨あい拶さつと一礼を返してくれる二人。そんな二人の「らしさ」に私はくすくすと笑いつつも、すぐに次の言葉を繰くり出した。

「こんなところで会うなんて偶ぐう然ぜんですね……と言いたいところですけど、ごめんなさい。実は私、少し前から貴方あなた達二人のことをつけていたんです」

『え？』

「本当にごめんなさい」

　腰こしから体を折り曲げて謝罪する私。……本当は行為が盗とう聴ちようにまで及およんでいたことも謝罪すべきなのだけれど、それを言うと光正君や心春さんまで巻き込んでしまう。私は尾び行こうの件だけを……それでもそこに本気の謝意を込こめて、二人に謝罪した。

　二人は一度不思議そうに顔を見合わせた後……ぷっと吹ふき出すという、意外な反応を見せてきた。

「え、なんですか今いま更さら。そんなの、僕らの間じゃ最早全然謝ることじゃないですよ、天道さん。……ね、チアキ？」

「ですです。自分達、これまでどれだけ互たがいのアレなシーンを目もく撃げきしてきていると思っているんですか。特に今回は自分達、普ふ通つうに公共の場で喋しやべってたんですから、どちらかと言えば落ち度はこちらにあるわけで！　花憐さんに文句なんて、あるはずないです！」

「二人とも……」

　二人の相変わらずの優しさに私は不覚にも涙ぐみかけてしまう。

　が、私はそれをグッと堪こらえると、代わりに爽さわやかな笑みで応じた。

「……ありがとうね」

『いえいえ』

　そうして、まず謝罪が一段落したところで、改めて私は「本題」を切り出した。

「さて、それはそれとして……私、もう一つ、二人にご提案したいことがあって、声をかけさせて貰もらったんです」

『？　提案したいこと？』

「ええ」

　不思議そうに首を傾かしげる雨野君と千秋さん。

　私は一度目を瞑つぶり、改めて覚かく悟ごを決め直すと。

　次の瞬しゆん間かんには、強い意志で目を見開いて、二人に告げた。

「期限を、設定しませんか？」

『期限？』

　首を傾げる二人。私は「ええ」と頷うなずいて続けます。

「そう、期限です。私も千秋さんも……いえ、雨野君も。今、全員が恋愛において、ちょっと迷子みたいになっていると思うんです。ゲームで言うと、ストーリーを進めるための次の目標地点が分からず、ただ漠ばく然ぜんとレベル上げしている状じよう況きようといいますか」

『あー……』

　私の喩たとえで、深く納なつ得とくしてくれた様子の二人。……いやホント、ゲームの喩えで話が通じる相手って、便利ね。

　私は続ける。

「まあ、そもそも私が雨野君をフッたのが全ての元げん凶きようなのですが。でも、この混こん迷めいした競争状態こそが私の望んだ健全な状態とも言えるわけで……っと、話が少し逸それましたね。なんにせよ、このままだとレベルこそ上がれど『本編』が進まないと思うのです」

『……確かに』

「とはいえ、焦あせって今すぐ結論出しましょうという提案でもありません。それはそれで違うのです。ええと……ほら、私は以前雨野君からの再交際の申し出を断ってしまいましたが、アレの意図こそが……。…………。……いやもうホント、なんで断ったのかしら、私……。……ああ、もう……！　あそこで交際していれば今いま頃ごろ私と雨野君は……！」

『て、天道さん？』

「っ！　す、すいません、取り乱しました。こほん。えっと、改めて説明しますと。あの交際拒きよ否ひの真意は、一言で言えば『まだレースの途と中ちゆうだ』と思ったからなんです。コース三周して一位を決めるレースなのに、雨野君ったら、焦って一周目の着順だけで勝敗を確定させちゃおうとしている印象があったといいますか……」

『な、なるほど……』

　この二人、普段は若じやつ干かん他人の想いに鈍にぶいのに、ゲームに喩えた途端ぐんぐんと理解してくれるわね。ありがたいけれど、それもどうなのかしら……。

　私はこほんと咳せき払ばらいして、話を再開させる。

「でも、どこかで勝負を決めなければ、キリがないのも事実よ。だから私は……この恋愛レースの期限を、この元日に、お二人に提案させて頂きたく思います」

『おおー……流石さすがはゲーム部部長さん……頼たのもしい……』

　遂ついには感心した様子でパチパチと手を叩たたきだす二人。……見えないけど、背後から光正君達の「なんだあのゲーマー的思考集団……」と呆あきれた視線を感じる。……気にしない。

　私は一度大きく息を吸うと、堂々と胸を張って、二人に、宣言する。




「この勝負の決着は──二ヶ月半後の三月十四日、ホワイトデーと致いたします！」




『おおー』

　パチパチと再び手を叩くぼっちゲーマー二人。そして相変わらず背後からは、光正君達による『これ、いい年した高校生達の恋愛話だよな？』という呆れた空気をヒシヒシと感じるものの……気にしないわ！　だってこれが、私達だもの！

　私は二人に補足を続ける。

「その日、雨野君が一体誰だれの気持ちに応こたえるのか！　それをもって、全ての決着と致しましょう！」

　声こわ高だかにこの恋愛ゲームのルールを宣せん誓せいした私に対し、雨野君が強い意気込みを漏もらす。

「つ、つまり僕は、当日まで今の状態のまま──余計なことをせず、天道さんを一いち途ずに想い続けていられれば、ヨリを戻せるんですね!?」

「そ、そういうことになるわね」

「ならこの勝負、僕、凄すごく自信あるかもです！」

「っ」

　や、やめてよ。そ、そんなキラキラした瞳ひとみで好意百パーセントの台詞せりふを吐はかれると、私、腰こし砕くだけになるじゃない。……千秋さんの手前もあるし、今回は必死で耐たえたけど。

　と、千秋さんもまた荒あらい鼻息混じりに呟つぶやく。

「じ、自分は自分はっ、その日までに、ケータを攻こう略りやくすればいいということですね！」

「そ、そういうことになるわね」

「なら全然イケます！　二ヶ月半も貰えたら、ケータ攻略ゲームなんていうヌルゲー、自分は簡単にクリアできますよ、はい！　なんせケータに関しては……この星ノ守千秋自身が歩く完全攻略本みたいなものですしね！」

「た、確かに……」

　気持ちを自覚した千秋さんの近頃の猛もう追ついたるや、鬼き気き迫せまるものがあるものね。なんとなくキリがいいからとホワイトデーに期限を設定してしまったものの……正直長すぎた感が否いなめないかも、これ。

　…………。

　や、やっぱり一ヶ月前まえ倒だおしして、バレンタインデーの方を期限にさせて貰──

「よぅし、僕、頑がん張ばります！　ホワイトデーまでの二ヶ月半を、このままつつがなく……それこそ、『（下手に前に）出ざる』『（迂う闊かつなことを）言わざる』『（人と）揉もめざる』の僕的『三さん猿ざる』を信条に生き抜ぬいて見せます！」

「じ、自分だって！　ホワイトデーまでの二ヶ月半を、『（人に）交ざる』『（恋こいから）引かざる』『着き飾かざる』の自分的『三猿』を信条にして押し切って見せますよ！　はい！」

「あ、そ、そう。が、頑張って、二人とも……」

　い、言えない！　すっかり燃えたぎってしまった二人に、今更「期限短縮しませんか」とか日和ひよったこと、ガチゲーマーとして言い出せないわ！　うぅ……。

　早くも激しい後こう悔かいに苛さいなまれ、いたたまれなくなってきた私は、「じゃ、じゃあ」と力なく肩かたを落としつつ二人に背を向ける。

「わ、私、今日のところはこの辺で。……またね、二人とも」

『はい！　よいお正月を！』

「え、ええ。貴方達も」

　ぎこちなく笑って、とぼとぼとゲームソフトコーナーを去る私。

　……と、その道中、そろそろ自分達も兄や姉と合流しようと考えたのか、光正君と心春さんがこちらに向かって歩いてきた。

　二人は、私とのすれ違ちがいざまに……声を揃そろえて、罵ば倒とうを吐き捨ててくる。

『バッカじゃないの？』

「…………ですよねー…………」

　更さらに肩を落として嘆たん息そくし、二人とすれ違う私。しかしその際、ふと窺うかがい見た彼らの横顔は……言葉こそ辛しん辣らつながら、表情はどこか優やさしげで。

　私はそのまま少し歩き、下りエスカレーター前で振り返ると……家族で合流し、楽しそうに会話を始める四人を眺ながめつつ、一人、呟く。



















「……それでも最後には、絶対、私が、勝ってみせますから」




　こうして私達の「最終決戦」は、まるでそれが「エンジョイ対戦」でもあるかの如ごとく、表面上は静かに、穏おだやかに、和なごやかに──




　──しかし本当は参加者の誰一人として「勝ち」を譲ゆずる気がない「ガチ対戦」として、遂にその火ひ蓋ぶたが切られたのであった。








【亜あ玖ぐ璃りと青春効率プレイ】






「もう……終わりにしましょう、アグリさん」

「そ、そんな……。いやだよ、あまのっち……」

　四人掛がけテーブルの対面席から潤うるんだ瞳で縋すがるような声をあげる女性。

　しかし僕はそれでも冷たく首を横に振ふり、拒きよ絶ぜつの意を示した。

「前々から、分かっていたことじゃないですか。僕達……もう限界だって」

「そんなことない！　あ、亜玖璃は……亜玖璃はまだ全────うっ……」

　その時、アグリさんが突とつ然ぜん嘔え吐ずく様子を見せ、口元を押さえた。

　僕はその様子を苦々しく見つめながら、吐き捨てるように告げる。

「ほら……それこそが僕達がしてきた『最低の間ま違ちがい』の結果じゃないですか……」

「そ、そんな酷ひどいこと言わないで！　この『結けつ晶しよう』を『間違い』だなんて……！」

　僅わずかに膨ふくらんだ自らのお腹なかを、マタニティウェア然としたワンピース越ごしに、愛いとおしそうにさするアグリさん。しかし僕は……それでもなお、忌いま々いましげにその腹部を睨にらみ付けた。

「……僕は、責任、取りませんからね……」

「！　そんな！　だってこのお腹の責任は、半分、あまのっちにも……！」

「ハッ、どうだか。……おおかた、他で膨らませてきたんじゃないですか？」

「っ！　よ、よくも……よくもそんな酷いことがっ！」

「だってそうでしょう！」

　僕は思わずテーブルを強したたかに叩いてしまう。氷の入ったグラスがカラリと音を立てた。

　萎い縮しゆくするアグリさん。ちらちらとこちらの様子を窺う周囲の客達。

　しかし僕はそれでも……自分が今他者からどう見えているのかは重々承知しつつも、それでも、吐き出さずにはいられなかった本ほん音ねを、彼女へと、ぶつけた！




「《カップル限定巨きよ大だいパフェ早食いチャレンジ！》に挑ちよう戦せんすると言い出した当人が、どうして僅か五口目にしてもう涙なみだ目めなんですか！　泣きたいのはこっちだわ！」




　僕らの前にでかでかと鎮ちん座ざまします巨大パフェを睨み付ける僕！　周囲の常連さん達も「あーあ、またバカな挑戦カップルが一組……」とこちらを呆れ眼まなこで見守っていらっしゃった。

　そんな中、アグリさんはと言えば……再び自らのお腹を愛おしげにさすって呟く。

「いやだよ……亜玖璃……この『お腹の子』を、なかったことにするなんて……！」

「僕の台詞すぎます！　今のところ僕とアグリさんの担当量８：２なんですからね!?　むしろ『僕のお腹の子』の方が『努力の結晶』として尊ばれるべきじゃないですかねぇ！」

　そう言って立ち上がった僕のお腹は、ぽっこりとはち切れんばかりに膨らんでいた。

　しかしアグリさんはと言えば「僅かに膨らんだ」程度の自らのお腹を、さも大事なもののようにさする。

「亜玖璃のここに詰つまってるのはね、あまのっち。……愛なんだよ」

「はぁ？」

「……亜玖璃の、抑おさえ切れない……焼きそばパンへの愛の結晶なんだよ！」

「ここ来る直前に焼きそばパン食べてきたんですね!?　そうなんですね!?　アホか！」

「アホじゃないよ。愛だよ。…………愛、二つだよ」

「二つ!?　いやなんでその状態で早食いチャレンジいけると思ったんですか!?」

「まあ、アレだよね。もし今日の亜玖璃に判断ミスがあるとしたらそれは……あまのっちを戦力として過大に評価しすぎてた点だよね」

「オーケー、貴様を殺す」

　遂には僕の人生史上一番強い威い圧あつの言葉が飛び出す始末。ファミレスに緊きん張ちようが走る。

　これには流石に焦あせった様子のアグリさんが、「ま、まぁまぁ」と苦笑いを浮うかべながら僕を宥なだめてきた。

「この挑戦代金は……ほら、亜玖璃も、二割持つからさ」

「いやなんで二割ぽっちなんですか！」

「食べた量換かん算さん」

「一いつ瞬しゆんだけ正論っぽく聞こえるからタチ悪いな！　いやですよ！　せめて半分はちゃんと負担して下さいよ！」

「ええー。……仕方ないなぁ、じゃあいいよ、割り勘かんで。これ貸しイチね、あまのっち」

「オーケー、貴様の元カレも殺す」

「今日は亜玖璃のおごりです！　ええ！　亜玖璃に全額払はらわせて下さいな！」

　パフェ用のフォークを握にぎりしめ完全に据すわった目をしていた僕を見て、今度こそ折れるアグリさん。……まったく。

　僕は大きくため息をつくと、まあ内心ではちゃんと半分払おうと考えつつ、彼女をジトッと睨みつけた。そんな僕に、苦く笑しようで返してくるアグリさん。

　と、その時どこかでタイマーの鳴る音が響ひびいた。程ほどなくして、ストップウォッチを持った店員さんが僕らの席にやってきてパフェを確かく認にん、挑戦失敗を宣言すると、淡たん々たんと会計用レシートだけ置いて帰っていった。

　僕らは二人、ゲップともため息ともつかない息を漏もらす。

「……亜玖璃、もうしばらくパフェと焼きそばパンは見たくないよ」

「なんで焼きそばパンまでキャパオーバーなんですか。愛どこ行ったんですか」

「亜玖璃の愛は、朧おぼろにうつろう魔ま性しようの愛なの。……今は渋しぶめの紅茶が愛しい」

「貴女あなたの愛＝口内環かん境きよう九割じゃないですか。まったく……じゃ、持って来てあげますよ」

「わーい、あまのっち、愛してるー！」

「はいはい、僕もでーす」

　テキトーに応じながらドリンクバーへと向かう。世界一愛の価値の安い二人だった。

　手早く自分のコーヒーと、湯量少なめで淹いれたアッサムティーを調達して席に戻もどり、二人、一口啜すする。

『……はぁ』

　口の中の甘ったるさが緩かん和わされ、一いつ旦たん落ち着いたところで、僕らは再び長めのパフェ用スプーンを構え、クリームやアイスをチマチマつつき出す。……チャレンジは失敗したものの、一応、二人とも頼たのんだ食べ物を残すつもりもないのだ。……普ふ段だんはバカをしつつも、根は妙みように律りち儀ぎな人種。それが、僕とアグリさんである。

　しかし消費ペース的に長期戦は必至。僕らは久しぶりに凄すさまじくグダグダとした、モラトリアムなファミレス会へと突とつ入にゆうした。

「はぁ……どうして『正月明けの冬休み』なんていう、北の学生にとって最高の期間に、亜玖璃、あまのっちと食べたくもないクリーム舐なめてるわけ？」

「完全に僕の台詞せりふですけどそれ。本当は家でゲームしたかったのに……」

　今から遡さかのぼること約一時間半前。今日の午後三時過ぎ。冬休みに僕が自分へと課しているノルマ分の勉強や家事を終え、さあここからは至福のゲームタイムだぞと意気込んでいたその矢先のことだった。アグリさんから、

《お願いあまのっち、一いつ緒しよにファミレス行って。キミしか頼たよれる人、いなくて……》

　という凄まじく意味深なメッセージを受信したのは。当然、僕は彼女の友人として一も二もなく慌あわてて飛び出してきたのだが、その結果が……これである。

　僕は巨大パフェのクリームをちびちびと口に運びつつ、続ける。

「僕はてっきり、上うえ原はら君とまた何かあったのかと……」

「へ？　そんなわけないじゃん。確かに祐たすくは今家族旅行中だから一緒にいられなくて超ちよう寂さびしいけど。でも、今年に入ってから亜玖璃達はとてつもなくラブラブだよ。別れてたって、ラブラブ！　それが今の亜玖璃達！　えへへぇ、どこかの馬ば鹿かみたいに拗こじらせたゲーマー共とは違って、こっちはそろそろ、遂ついに《ラベアーズ》の出番かなって──」

「僕マジで帰っていいですか？」

　なんで折角の休日に食べたくもないパフェをしこたま食べて、無む駄だ金がねを払わされ、その上ギャルに惚のろ気けられなきゃいけないんだ。もしこれが「人付き合い」だと言うのなら、僕は一生ぼっちでいい。今、マジでそう思う。

　席から腰こしを浮かしかける僕を、しかしアグリさんは「まぁまぁ」と宥なだめてくる。

「そうカッカしなさんな、あまのっち少年。久しぶりのファミレス会じゃあ、ないか」

「まぁ、それは確かに……」

　しぶしぶ座り直す僕。アグリさんは紅茶を一口啜って、続けてきた。

「幸い今日はたっぷり時間もあることだし、亜玖璃おねーさん、サービスしちゃうよ」

「サービス？」

「ふふ……そう、サービス」

　余っていたパフェのチェリーを茎くきごと口に含ふくみ、無駄に妖よう艶えんな表情で、挑発するように僕を見つめながらもごもごやり始めるアグリさん。どうやら、舌でチェリーの軸じくを結ぶという「例の有名な芸当」を僕に見せんとしてくれているらしい。

「…………」

　それを、ただただ虚うつろな目で見つめる僕。

　そうして、約一分後。……アグリさんは……ナプキンを口もとに当て、軽く「おえー」と嘔吐いた後、涙目で叫さけんできた。

「あ、亜玖璃絶対キス上手うまいもんね！　ばーかばーか！」

「もうなんか全部台無しじゃないですか。最初からやらなきゃいいのに……」

「で、でもほら、あまのっちにとって亜玖璃って、憧あこがれのお姉さん的存在じゃん……」

「おっとなんですかその聞き捨てならない台詞。今すぐ訂てい正せいと謝罪を要求します」

「でもこれだけは信じてほしいの。あまのっち……亜玖璃、マジで、キス、上手い」

「知らないですよ。知りたくもなかったですよ」

「だって亜玖璃、アレだよ。ラーメンとうどんは家族で一番早く食べ終わるんだよ？」

「あまりに謎なぞすぎる根こん拠きよに僕、動どう揺ようを禁じ得ません」

「そんな亜玖璃のキスはもう、正直とろけるよね。メルティーだよね。液状化だよね」

「特性がもはや敵怪かい人じんの域じゃないですか」

「あ、でもごめんね、あまのっち」

「何がですか？」

「いくらあまのっちが憧れても……その、この唇くちびるは……祐専用だから、さ？　きゃっ」

「おっと何だこの感情」

「あれれぇ？　あまのっちぃ、もしかしてそれって、嫉しつ妬とってやつなんじゃ──」

「あ、いえ、『殺意』でした」

「笑え顔がおでフォーク握るのやめようよ！　今日ガチで怖こわいよ、あまのっち！」

「今日ガチで苛いらついてますからね僕！」

「自分の恋れん愛あいがグダグダだからって、他のカップルに当たるの、かっこ悪いよ！」

「自分の恋愛が上手く行ってるからって、友人を見下す女も、かっこ悪いですよ！」

「見下してないよ！　ただ亜玖璃は……」

「アグリさんは？」

「亜玖璃は……この若じやつ干かん暇ひまをもて余していた冬休みに、知り合いのオタクを憐れんで、戯たわむれ交じりに導いて遊んでやろうかなって思ってただけだよ！」

「この上なく見下されてる！　なんですか！　キスを経験したぐらいでそんな──」

「え、なに言ってんの？　亜玖璃、まだキスなんかしたことないけど」

「衝しよう撃げきの告白！　え、じゃあ何を根拠にこれまで僕に上からのスタンスでキスのなんたるかを語ってたの!?」

「だから、ラーメンとうどん」

「マジでその脆もろい土台の上にご大層な恋愛論積み上げてたんですか!?」

「もっと言うと、今日『早食い……いけるかも！』と思ったのも、亜玖璃のラーメンとうどんを啜る速度が根拠だよね」

「貴女の人生においてラーメンとうどんの比重がでかすぎないですか!?」

「……っていうか、なんかそんな話してたら、パスタ食べたくなってきたね、あまのっち」

「ラーメンとうどんじゃなくて!?」

「あ、店員さーん。すいませーん。えっと、この…………フライドポテト一皿下さい」

「麵めん類るいは!?」

　全力でツッコむ僕を尻しり目めに、「かしこまりましたー」と店員さんは慣れた様子で去って行く。……どうやら僕とアグリさんへの対処が、このファミレスではもうすっかり確立してしまっているらしい。

　追加注文を終えたところで、僕は一つ大きく息を吐はくと、改めて会話を仕切り直した。

「まあキス云うん々ぬんは置いておいて……アグリさんが僕の相談に乗ってくれようとしていることは、伝わって来ましたよ。それは、その、ありがとうございます」

「うむ。ただ、亜玖璃がキス上手いことも、あまのっちには覚えて帰って貰もらいたい」

「あー、はいはい、分かりましたよ。じゃあ、そのうち僕の方から天てん道どうさんやチアキ、上原君にも言っておきますね。『アグリさんって、キス上手いですよねー』って」

「うーむ、それが良かろう！　亜玖璃のキスの魅み力りよく、しかと皆みなにも伝えてくれたまえ！」

　腕うでを組んでむふーと鼻息を漏もらすアグリさん。

　僕らはそのまま、しばらく黙もく々もくと巨きよ大だいパフェをつつき、飲み物を啜り……。

『…………』

　…………そうして、約一分後。……カチャッと一旦スプーンを置いた僕らは……。

　──唐とう突とつに、二人同時にくわっと目を見開き、思いっきり叫んだのだった。




『バカかっ！』




　自分達がしでかしかけていた『勘かん違ちがいの種まき作業』に気づき、戦せん慄りつを覚える僕ら。

「これか！　こういうことか！　こういうのを、僕らは今までやってたのか！」

「いやホント、バカじゃないのっ、亜玖璃達！　なんで自分達の疑ぎ惑わくを自分達で助長しようとしてんのさ！」

「本当に！　だ、だけど、この段階で気づけたあたりが、僕らの成長とも言えるはず！」

「だ、だねっ！　今年の亜玖璃達は、去年とは一味違うね！」

「ですね！　この調子なら、きっと今年こそは『すれ違い・勘違い』の少ない年となることでしょう！」

　僕とアグリさんは、これから始まる「順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな一年」にしばし思いを馳はせる。

　そうしてその後、改めて雑談を再開させた。

「まあ実際問題、そもそも今現在僕らが抱かかえている問題って……別に『すれ違い・勘違い』に由来するようなものじゃないですしね」

「ああ、それもそうだねぇ」

　スプーンを口に銜くわえて宙を仰あおぐアグリさん。

「確かに……今何か致ち命めい的てきなズレた思い込みをしている子は、いないか」

「まあ僕らが観測している範はん囲いでは、という注ちゆう釈しやくはつきますけどね。とにかく、解消すべき認にん識しき違いみたいなのはないわけで。でも、だからこそ……」

「うん……余計に厄やつ介かいな領域に踏ふみ込んでいるとも、言えるよねぇ」

　肩かたを落とすアグリさん。彼女はパフェスプーンを教きよう鞭べんの如ごとく振ふりながら続ける。

「今の祐は、確かに、亜玖璃とあまのっちのことを『誤解』はしてないよ。してないけど……その代わり、『一度真しん剣けんに考えろ』とは、促うながしてきているわけでさ」

「天道さんも似たようなものです。僕とチアキのことを『疑っている』というわけじゃ、ない。けれど、そちらと同じく『ちゃんと検討して』とは、促してきているわけで」

　そう互たがいの現状を確認したところで……僕らは二人、大きく嘆たん息そくした。




『正直、面めん倒どう』




　それこそが僕ら『フラれた組』の……お互いにしか見せられない、本ほん音ねの本音だった。

　アグリさんは巨大パフェのグラスのフチをスプーンでカツンと軽く叩たたく。

「今の亜玖璃達って、奇くしくもこれと同じじゃん？」

「というと？」

「この巨大パフェが亜玖璃やあまのっちの心だとしてさ。あの二人が今見たいのって、これの底に書いてあるハズの『祐が好き』『天道さんが好き』って文字なんだよね」

「ああ……なるほど、そういう言い方もできますね」

「でさ、実際このパフェ作った当人達……この場合亜玖璃達って、もう、食べ終わる前どころか、このレース始まる前から知ってんじゃん。底に書いてある文字の真相」

「知ってますね」

「なのに、『ちゃんと食べ終わった後を見せて』とあの二人は要求してきてんの。しかも自分達で食べるんじゃなくて、亜玖璃やあまのっち自身に食べさせた上で、だよ」

「あー……」

　あまりに絶ぜつ妙みような喩たとえを受けて、僕はパフェを食べる手を止める。……口の中が甘ったるくて仕方なかった。

　僕とアグリさんは、同時に飲み物を口に運ぶと、ふぅと息を吐いて……呟つぶやく。

『面倒臭くさい……』

　勿もち論ろん、二人ともこの作業を「放ほうり出す」つもりはない。当然だ。

　だけど、だからこそ……どうしても、愚ぐ痴ちらずには、いられないわけで。

　僕は一度休きゆう憩けいのためシートに背を預けると、アグリさんに一言断りを入れてから、スマホをいじらせて貰う。

　と、丁度《ＧＯＭ》のイベントが来ていた上、《ＭＯＮＯ》さんことチアキがオンラインだった。僕が「ちょっとチアキと遊びますね」と呟くと、僕同様スマホをいじりながらアグリさんが苦く笑しようする。

「あまのっち。今の発言、もしここに一いつ緒しよにいたのが天道さんだったら、ちょっと『む』となっているアレだよ。気をつけないと。減点だよ、それ」

「あ……ですね。すいません……」

　アグリさんに指し摘てきされてハッとする僕。……確かに彼女の言う通りだ。僕は現在「出ざる」「言わざる」「揉もめざる」の僕的「三さん猿ざる」を信条に生きているのに、これだと「（迂う闊かつなことを）言わざる」に抵てい触しよくしているわけで。気をつけないと……。

　いや、というか、もっとそれ以前に……。

　僕はゲームの操作を続けながら、アグリさんに返す。

「そもそも、それならやはり僕とアグリさんが今日こうしていること自体、お互いにとってマイナスじゃないですか？　決定的な誤解や勘違いこそされなくとも……巨大パフェに喩えるなら、生クリームを追加で一絞しぼり、みたいなもんでしょう？」

「あー……」

　スマホに視線を落としたまま、ほんのりと表情を曇くもらせるアグリさん。

「確かに、そう言われたら、そうだったかも。……ごめん、あまのっち」

「え？　あ、いえ、そんな、僕は、全然……」

　僕もまたスマホを見たままで、一度頰ほおをぽりっと搔かいて……続ける。

「…………その、まぁ……正直、楽しい、ですし……」

「…………そ…………そか……」

「…………」

「…………」

　二人、黙々とスマホをいじり続ける。僕はチアキとゲームを。

　アグリさんは……上原君とメッセージのやりとりでもしているのだろうか。……だとしたら、今、僕とファミレスに居ることは、伝えたのだろうか。なぜか、そんなことが無む性しように気になってしまった。

　そうして互いにしばしスマホ操作に勤いそしみ、それが一段落したところで顔を上げる。

　と──視線がバッチリ合ってしまった。僕らは若干の気まずさを取り繕つくろうように、それぞれスプーンを手に取る。

「さ、さあ、また気合い入れて食べましょうか、アグリさん」

「だ、だね」

　そのまま二人、もはやチョコソースが混ざって灰色に変化したクリームやアイスをぱくぱくと高速で口に運んでいく。

　が、結局はすぐにペースダウン。のろのろとスプーンを動かしていると、先さき程ほどアグリさんの注文していたフライドポテトがやってきた。お腹なかの容量的には圧あつ迫ぱくしてくる敵だが、甘ったるい口内的には救世主だ。

　僕らはポテトの塩味で口を整えつつ、パフェを攻こう略りやくしていく。そうして、最終的には──恐おそらくパフェだけ食べるよりは随ずい分ぶん楽に、パフェを完食しきったのだった。

　二人、げぷっとお腹をさすりつつ、少しだけ余ったポテトを処理していく。

　アグリさんは人差し指と親指でひょろ長いポテトをひとつまみして、呟いた。

「……亜玖璃にとってあまのっちとのファミレス会って、つまりこれなんだよね」

「あー……なるほど。分かります」

　僕も小さなポテトをひとつまみして頷うなずく。アグリさんが続けてきた。

「確かに余計なものなんだけどさ。だけど、メリットの方が大きいというか……」

「ですね。僕も、こうして定期的にアグリさんと相談できているからこそ、かろうじて精神保てているみたいなとこ、ありますしね」

　恋れん愛あい問題なんて、普ふ通つうに考えて、僕みたいなぼっち人間にはキャパオーバーもいい話だ。事実、クリスマスから元日までの期間は結構ヤバかった。天道さんとチアキのことを考えれば考えるほど、自分を嫌きらいになっていって……。

　だけどこうしてアグリさんと腹を割って話していると、何が解決したわけでもないのだけれど、気が楽になる。自分が「勝手に追い詰つめられすぎていた」ことを自覚させられる、とでもいうのか。

　ふと空からになった巨大パフェの器うつわを見る。……こうして外に出てみれば、世の中は、案外、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんな事実に……今僕は、とてつもなく、救われていて。

　アグリさんが、沢たく山さん余っていたケチャップをたっぷりつけたポテトを口に放り込み、微び妙みような顔をしながら呟く。

「でもまあ……やりすぎは良くないよね、何事も」

「ですね。……ま、ゲームだけ例外ですけど」

「なんでさ！　むしろやりすぎが良くないものの最たるものじゃん、ゲーム！」

「やめましょうアグリさん。これはどちらが正しいとかじゃ、ない話です」

「いやこれに関しては亜玖璃が絶対的に正しいよ！」

「そういう凝こり固まった考えが、戦争を生むんです」

「そういう堕だ落らくしきった考えが、自宅警備員を生むんだよ！」

　むむむと睨にらみ合う僕ら。しかし……すぐに二人、ぷっと吹ふき出してしまった。

　最後のポテトを口に放り込んだアグリさんが「さてっ！」とレシートを摑つかんで立ち上がる。

「ポテトタイム終しゆう了りよう。そろそろ行こうか、あまのっち」

「はい。……ところで、マジで奢おごってくれるんですか、今日？」

「むしろ亜玖璃が訊ききたいね。……あまのっちは、マジで奢らせるつもりなのかと」

「……………………。……はぁ。半分払はらいますよ……」

「わーい、あまのっち最高！　愛してる！」

「愛の価値の暴落が止まらない……」

　まあそもそも「焼きそばパン」程度にも向けられる愛だけどさ、アグリさんの愛。

　僕らは支払いを終えると、ファミレスを出て駅に向かって歩き始める。

　時刻はまだ五時過ぎだったけれどあたりはすっかり暗く、道の向かい側ではチェーン店居酒屋の派手派手しい提ちよう灯ちん群が煌こう々こうと輝かがやいていた。

　アグリさんが「うー、さむっ」とマフラーを巻きながら僕の隣となりを歩く。

「いやはや、こんな夜は、人ひと肌はだが恋こいしいねぇ、あまのっち」

「いえ僕、人肌の温ぬくもりとか全然ピンとこないんで、そう思ったことがないです」

「……あそう。……ま、亜玖璃もだけどさ」

「そうですか」

　……とても彼氏彼女のいた期間のある人間達とは思えない、虚むなしい会話だった。

　二人、そのまましばらく無言で歩いたところで、アグリさんが「あ、そ、そうそう」と若じやつ干かん不自然に会話を切り出してくる。

「じ、実はその、亜玖璃、今日ファミレスと洒落しやれ込こんだのにはもう一つ理由があってさ。ねぇ、聞いてよあまのっちぃ。実は昨日から、亜玖璃のうちに凄すごく苦手な──」

　どうも、割とテキトーな雑談みたいだし、長そうだ。僕は少し申し訳なくは思いつつも、彼女の話を一度切らせて貰もらった。

「……アグリさん。ちょっといいですか？」

「ほへ？　なにさ、改まって」

　無む邪じや気きに首を傾かしげて訊たずね返してくるアグリさん。僕は……星のない夜空を見上げて白い息を吐はくと──いよいよ、その言葉を、切り出した。




「──このアグリさんとのファミレス会。しばらく、控ひかえさせて貰っていいですか？」




「…………」

　アグリさんは珍めずらしく無言だった。僕は夜空を見上げたまま、続ける。

「パフェとポテトの喩えでこの会合が『癒いやし』みたいな結論出しておいてアレなんですけど……。……いえ、というか、だからこそ、とも言えるんですけど」

「…………。……理由。ちゃんと説明してみて、あまのっち」

　怒おこるでも茶化すでもない、フラットな口調でアグリさんが訊ねてくる。

　僕は……夜空から視線を戻もどし、今度は遥はるか前方の駅を見み据すえながら続けた。

「前も言いましたけど、僕、今決めてるんですよ。天道さんが設定した期限たるホワイトデーまでの間……『出ざる』『言わざる』『揉めざる』って。まあ要は、今までの僕みたいな考えなしのバカなことをしないって、ことなんですけど」

「あれ、あまのっちって、自分でも『考えなしのバカしている』自覚あったんだ。驚おどろき」

「ぐ……。いやまぁ……自分のせいでここまで色々拗こじれると、僕も、流石さすがに……」

「へぇ」

　相変わらず特に面おも白しろくもなさそうに応じてくるアグリさん。

　僕は、一度こほんと咳せき払ばらいして、続ける。

「ですから……確かにアグリさんとの会合は、僕にとって救いで、かけがえがなくて、凄く楽しいものですけれど。でも……だからこそ、本当に欲ほつしている結果のためなら、ちゃんと我が慢まんしないといけないなって、そう思うんです。天道さんとのゴールを遠ざけるようなことは……今、極力、控えたいんです。だから……」

　僕がそう言いながらアグリさんの方を向くと。彼女は……笑え顔がおで頷いてくれた。

「いいんじゃない。あまのっちの覚かく悟ご、立派だと思うよ、亜玖璃」

「！　ありがとうございます！　じゃあ……」

「うん、しばらく控えようね、こういうの。あー……でも……」

　そこでアグリさんは……どこか寂さびしそうな色を瞳ひとみに湛たたえて、僕を見つめてきた。




「全然立派じゃないバカなあまのっちも、亜玖璃、嫌いじゃなかったけどなぁ……」




「…………え？」

　言われて、思わず立ち止まる僕。しかしアグリさんはすぐに「ごめんごめん」と笑った。

「あんま気にしないで。今の、完全に亜玖璃の独り言だから。えっと、とにかく、ファミレス会議控えることに関しては、うん、了りよう解かいしましたっ！」

「え、あ、はい。……ありがとうございます。あと……すいません」

「何が？　全然だよ！　むしろ、ちゃんと自分の恋に向かって邁まい進しんする少年のことは、亜玖璃お姉さん、全力応おう援えん態勢だよ！　頑がん張ばってね、あまのっち！」

「は、はい。頑張り……ます。あ、ああ、ところで、アグリさん、さっき何か話の途と中ちゆうでしたよね？　すいません、なんか遮さえぎるカタチになっちゃって。あれ、なんでした？」

「え？　あー……うん、いや、全然大したことじゃないからいいよ！　うん！」

「そ、そうですか？」

　そうして、再び歩き出しながらも、無言で俯うつむく僕。

　……なぜだろう。自分から言い出したことのはずなのに……胸がざわめく。

「（僕は……何か、間ま違ちがって、いるのだろうか？）」

　一度冷静になって、検証してみる。

　僕は天道さんと交際したい。そのためには、気持ちを証明しないといけない。ならば、そこに向かって一いち途ずに邁進する。そのためなら……勘かん違ちがいされるような行動は、極力避さけるべき。だってそれが、それこそが、完全なる「正解」なのだから。

　…………。

　……何度検証しても、どこにも「間違っている」箇か所しよなんて、見当たらなかった。もし間違いが一つだけあるとすれば、それは、こんな風に「間違いを疑ってしまう」ような、僕の弱い心なのだろう。

　すっかり黙だまり込んでしまっていると、アグリさんが突とつ然ぜん「あ」と声をあげ、足を止めた。

「そうだ、亜玖璃、ドラッグストア寄らなきゃいけないんだった」

「え、ああ、そうなんですか？　じゃあ僕も──」

　そう提案しかけたところで、思わず言葉が止まる。と、アグリさんが何か察したように笑い、バンバンと僕の肩かたを叩たたいてきた。

「もう、あまのっちはデリカシーないなぁ！　男子に見られたくない買い物が、女子にはたーくさんあるんだからね！」

「え？　あ、す、すいません……」

　それは確かに本当だろう。本当だろうけど……でも……。

　僕が微妙な笑顔で固まっていると、アグリさんは丁度切り替かわった横断歩道を渡わたるべく、僕に手を振ふって走り去って行く。

「じゃーね、あまのっち！　また……えーと、学校や同好会とかで！」

「は、はい！　また！……学校や、同好会、で……」

　力なく手を振り返し、アグリさんの去りゆく背を見守る。

　そうして、そのまま、彼女の姿が建物の陰かげに消えるとこまで見たところで……ふと、気づく。

「……ドラッグストア、駅内にもあるんじゃ……」

　…………。……いや、彼女にはきっと行きつけのドラッグストアがあって、そっちじゃなきゃポイント貯たまらないんだ。うん、そう、そうだよね、うん。

「…………帰ろう」

　僕は再び、駅へと向けて歩き出す。

　…………。

　……なぜだろう。




　真っ直すぐ最短経路を歩いているはずなのに、今日の駅舎は妙みように遠く感じられた。








【上うえ原はら祐たすくとトラブルクエスト】






　友人知人が多いという性質は、必ずしもメリットとは言えないのではなかろうか。

　俺、上原祐は最近よくそんなことを考える。

　確かに縁えんは力だ。常に他人の協力を得られる者は当然強い。ファンタジーＲＰＧで勇者が魔ま王おうを倒たおせる理由だって、突つき詰つめたら大体がコレだ。絆きずなという名の集団の力。

　だがその力を認める一方で……だからこそ、俺は、こうも思う。

　顔が広いことのデメリットもまた、実は凄すさまじく大きいのではないのかと。

　勇者は確かに全人類から多大な協力を得られるかもしれないが、それはそのまま期待という名の圧力にも繫つながっている。

　芸能人なんかを見ていても、華はなやかな活かつ躍やくに憧あこがれる一方で、グラサン＆マスク姿のプライベートは正直そこまで羨うらやましくは思えないわけで。

　つまり俺が何を言いたいのかと言うと、必ずしも、「友人知人が多い人間＝リアルの充じゆう実じつした人間」ではないということなのである！




『はぁ……そうなんだ』




　と、ここまで一息に滔とう々とうと語ったところで、電話の向こうから半ば呆あきれたような気の抜ぬけたリアクションが返ってきた。

　冬休み最終週の月曜日、午後二時過ぎ。

　俺はコンビニの駐ちゆう車しや場じようの隅すみで一人、背を丸めて電話の相手……雨あま野の景けい太たへと訴うつたえる。

「分かるか、雨野。勇者には勇者の重責があるんだ。だから民たみは時に、彼を精神面でも支えなければいけない。なぁ、そうだろう？　そうだろう、我が民よ」

『誰だれが上原君の民だよ。いやまあ僕が生きつ粋すいの平民キャラであることは認めるけど……』

「ならば問おう民よ。王の危機に際し、民は、なんとす？」

『……あの、ごめん上原君。ゲームの続きしたいから、そろそろ通話切っていい？』

「なんでだよ！　聞いてたのかよっ、人の話！」

『聞いてたよ。聞いた上で判断したんだよ。あ、これ時間の無む駄だっぽいやつだって』

「酷ひでぇ！　お前親友に向かってよくそんな冷たいこと言えんな！　人でなし！」

『いやいや、突然かかってきた電話で、唐とう突とつに意味不明な《顔が広いことのデメリット》や《王と民》の理り屈くつを延々と説かれる側の気持ちも考えてよ……』

「し、仕方ねぇだろ！　こっちだって、本題の切り出し方迷ってんだから……」

『？　本題の切り出し方に迷う？　あー……また女性絡がらみの厄やつ介かいごと？』

「おいこら、俺がいつも女性とモメてるみたいな言い方すんな。違ちげぇから」

『え!?　違うんだ!?』

「心外すぎるわ！　あー、もう！　そういうんじゃねぇんだよ、今日は」

　わしゃわしゃと頭を搔かく俺。と、雨野が電話の向こうで大きく嘆たん息そくした後、少しだけ優やさしい声で改めて訊たずねてきてくれる。

『それで、どうしたのさ、上原君。僕にできることなら、力になるけど？』

「雨野……」

　俺は、なんだかんだ言って結局は優しい彼の言葉に一いつ瞬しゆん涙なみだぐみそうになりながらも……それをぐっと堪こらえ。

　そうして、満を持して──俺の望みを、口にしたのだった。

「──雨野。俺……お前に、今すぐ会いたいんだよ。どうしても」

『…………』

「…………」

　電話の向こうから沈ちん黙もくが返ってくる。そうして、たっぷり十秒は経過したろうか。

　……送話口から、熱っぽい吐と息いきが漏もれてきた。

『……なるほど。分かったよ。……天てん道どうさんには、ホワイトデーなんか待つまでもなく、僕の選ぶルートが確定したことをお知らせしておくね』

「うん、なんの話か全く分からんが、とりあえず早まるな雨野」

　俺は野生の勘で雨野を引き留める。が、当然雨野も本気だったわけではないらしく、嘆息交じりに纏まとめてきた。

『えっとつまりこれ、今から一いつ緒しよに遊ぼうぜ的お誘さそいか何かなんだよね？』

「ああ、大まかにはそうだな」

『……はぁ。だとしたら、申し訳ないけどやっぱり僕今日はちょっと無理だよ。突然だし、全然身み支じ度たく整えてないし、だから出るのに時間かかると思うし、なにより今僕は《余計なことはしない月間》で──』

「雨野」

　来られない理由をあげつらう雨野の言葉をぶった切り、俺は淡たん々たんと告げる。

「聞いてくれ。お前の言うことはもっともだ。だから、断ってくれて構わない。構わないんだが……最後に、現在の俺側の状じよう況きようだけ、お伝えさせてくれ。頼たのむ」

『上原君側の状況？　今いま更さら何を……って、あー、そういえば《顔が広いことのデメリット》のくだりから入った理由なんかがまだ謎なぞだったね』

「おう、気になるだろう？」

『うん、まあ……。……でもまあ、どうせアレでしょ。おおかた、星ほしノ守もり姉し妹まいあたりと街で出くわしちゃってさ、男一人じゃイマイチ捌さばききれないから助けてくれ的な……』

　雨野が実に「惜おしい」推理を披ひ露ろうする。

　確かに現状俺は彼の言う通り、買い物中にとある知人達と出くわし、とある事情で長く行動を共にするハメに陥おちいって……そして凄まじく持てあましている。

　そういう意味で、雨野景太の推理は完かん璧ぺきである。相変わらず、自分の恋れん愛あい以外には惚ほれ惚ぼれするほど察しの良い男だ。巻き込まれる物語の性質によっては、軽く安あん楽らく椅い子す探たん偵ていもいけたポテンシャル。……だからこそ、余計に今、「この状況に」こいつが欲ほしいのだ。

　俺は、ニヤリと口の端はしを上げて雨野に応じる。

「ああ、その推理は殆ほとんど正解だ雨野。流石さすがに鋭するどいなお前。他人を羨んでは遠くから見つめ続けてきた捻ひねくれたひきこもりぼっちらしく、自分以外への観察力や洞どう察さつ力だけはズバぬけてやがる」

『切るね』

「すまん」

　今回ばかりは素す直なおに謝罪する。雨野は一度嘆息した後、話を再開させてきた。

『なにはともあれさ。そういう事情なら確かに可哀かわい想そうだとは思うんだけれど……でもまあ、今回はご愁しゆう傷しよう様さまということで。僕だって一人で星ノ守姉妹と対たい峙じすることはあるんだ。だから今日はたまたま上原君の番が回ってきたんだと諦あきらめて、一人で対応して──』

「ただ一つ、決定的な間ま違ちがいを指し摘てきさせて貰もらうならばな」

　俺は雨野の言葉を今一度ぶった切るようにそう続けると。

「俺が現在行動を共にするハメに陥っているのは、星ノ守姉妹じゃなくて──」

　そこで一つ大きく息を吸ってから……その「意外な面子メンツ」を、明かしてやった。




「『三み角すみ瑛えい一いち』『加か瀬せ岳がく人と』『雨野光こう正せい』っつう──超ちよう微び妙みよう距きよ離り感かん男子三名だ」




『今すぐ行くよ』

　途と端たん、ぶつりと切れる通話。どうやら自分が「つなぎ」として必要とされていることを察してくれたらしい。……やはり持つべきモノは空気の読める友人だ。泣けてくる。

　俺は目め尻じりの涙を拭ぬぐうと、ポケットにスマホをしまい、このコンビニの向かい側……例の三人が「俺を待っている」ゲームセンタービルを見上げた。

「……行くか」

　そうして、決意を新たに、一歩を踏ふみ出す男、上原祐。




　……俺史上最も「微妙な知人達」に囲まれた一日は、まだ、始まったばかりだった。




　　　　＊




　雨野が驚きよう異い的な速度でゲームセンターに到とう着ちやくしたのは、電話を切ってから実に八分後のことだった。なにやら、丁度両親が街に買い物で車を出すところだったとか。

　それでもドタバタはしていたらしく、彼は頭頂部のはねた寝ね癖ぐせを何度も直そうと試みながら「それで……」と、やや上うわ目め遣づかいに俺達の様子を窺うかがい見てきた。

「……あのぅ……いきなりでアレなんですけど……。……なんですかこの状況」

『それはこっちが知りたい』

「あは、は……。……はぁ」

　ゲームセンターの休きゆう憩けいコーナーにたむろする、濃こい男性陣じん──俺、三角、加瀬さん、光正という四名を目の前にして、げんなりと脱だつ力りよくする雨野。しかも、そうして彼が下げた視線の先には──くいくいと雨野のシャツの裾すそを引っ張る、ゴスロリチックな衣い装しようを身に纏まとった人形みたいな幼女の姿まで。……混こん沌とんとは、この空間のことを指す。

「──さっそくできょーしゅくですが、おにーさんは……『つかえるひと』ですか？」

「……え、えと……？　ご、ごめん、キミは、あの、どちらさまで？」

「これはしつれいを。ミィはミィです。七さいです。げんざい、もっか、まいごです」

「ま、迷子？」

「はい。……いえ、じょーきょーは、もっとわるいかもしれません。まいごで、かつ、『つかえない』おにーさんがたにかこまれている、げんじょーです。……ぴんち」

「はぁ……ピンチなんですか」

「はい、ぴんちなのです」

「…………」

「…………」

　幼女──ミィとしばし見つめあった後、今度は額に汗あせを滲にじませて再びこちらを見回してくる雨野。彼は、今一度、俺達に、訊ねかけてくる。

「だ……だからっ、なんなんですかっ、この状況！」

　その問いに対し。

　俺達もまた……四人で一度ニッコリと微笑ほほえんだ後──全員が同時に、半ば涙目で、叫さけび返すのだった。

『それはこっちが知りたい！』

「やれやれですね……」

　情けない男子学生五名を前にして、幼女だけが呆れたように首を振ふっていた。




「なるほど……事情は概おおむね把は握あくしましたが、ちょっとおさらいさせて下さい」

　あれから五分後。休憩コーナーの椅い子すに座った雨野が、全員を見回して確かく認にんしてきた。

　頷うなずく俺達に、雨野が早さつ速そくおさらいを始める。

「まず……上原君と光正は、今日、それぞれ一人で街に出てきていたのだけれど、たまたまここの近所でばったり出くわし……そのままよく分からない理由で『モメた』結果、ゲーセンで勝負することになった。……という話で良かったかな？」

『そう』

　頷く俺と光正。雨野が続ける。

「一方その頃ころ、三角君はこの休日に『たまには新しいゲームにも手を出してみましょうよ』と、加瀬先せん輩ぱいをゲーセンに誘って、遊びに来ていた、と」

『そう』

　頷く加瀬さんと三角。雨野が続ける。

「更に一方その頃キミ……ミィちゃんこと『伏ふし黒ぐろ美み衣い』ちゃんは、この付近で『ママ』とはぐれ、あてもなく歩いた結果、ゲーセンに迷い込んでいた、と」

「ミィ、たんさん、すきです」

　雨野の膝ひざの上に座った人形みたいな幼女が、彼の質問に答えず缶かんジュースを両手で持ってちびちび飲んでいた。……というかそもそもあれ、雨野が自分のために買った飲み物だった気がするのだが……。……幼女にまで五分でなめられる男、それが、雨野景太だ。

　彼は一つ嘆息し、「流れは大体わかりましたけど……」と続けてくる。

「とはいえ、アニメやゲームじゃあるまいし、普ふ通つうここまで見事に絡からむもんですかね、全員の運命」

『それな』

　俺と光正の声が揃そろう。しかしそんな中……加瀬さんは眼鏡を冷たく光らせつつ、傍かたわらに立つ美少年をくいっと親指でさした。

「貴様なら分かるだろうがな、雨野景太。今日、オレの同行者にはこいつ……三角がいるんだ。知り合いへの遭そう遇ぐうに関してはさておき、『トラブルに巻き込まれる』系の運命の悪戯いたずらに関しては、遭遇したのも至し極ごく当然の結果と言えるだろう」

「え、ボクのせいですか!?」

　突とつ然ぜんの理り不ふ尽じんな責任追つい及きゆうに目をむく三角瑛一。が、雨野もまた加瀬さんの論理を受けて深く頷く。

「ああ、そりゃ『主人公』いたら無理もなかったですね」

「雨野君!?　なにキミまで、その謎論理！」

「じゃあ聞くけど三角君さ。……今回そもそも、この迷子の女の子──ミィちゃんに救いの手を最初に差し伸のべたのって、誰だれだったわけ？」

「う。…………。…………ボク、です、けど……」

『ほーら主人公』

「そんなツッコミってあります!?」

　雨野と加瀬さんの揃った指摘を受け、涙目の三角。俺と光正はその辺がよく分からないので、ただ顔を見合わせるばかりだ。……まあ確かに三角って、平和そうな顔している割には、只ただ者ものじゃないオーラが凄すごいけどな。天道と同種のそれというか。

　話を聞いていたミィが、くぴっと炭酸をもう一口あおってから、呟つぶやく。

「あのときのエーイチおにーさん、まるでおうじさまでした」

「ミィちゃん……」
















「まあ、いがいとつかえない、おうじさまだったんですけどね」

「ぐ……！」

　三角が呻うめく。……こいつ、確かに能力は高いのだが、それは残念ながら迷子の解決に向いた能力ではなかったらしい。加瀬さんがやれやれと呟く。

「これが『世界を救う』程度の事案だったら、話は簡単だったのだがな……」

「いやいや今これ、どういう世界観で喋しやべってるんですか皆みなさん。冗じよう談だんですよね？」

　光正がヘラヘラとツッコミを入れる。が、加瀬さんも雨野も、それどころか話題の焦しよう点てんたる三角瑛一本人さえも、誰一人、くすりとも笑わなかった。……光正が助けを求めるように俺を見てきたが、頼たよられても困る。

　と、雨野が嘆たん息そくした後、彼なりの助け船なのか、今度は光正に話を振った。

「ところで光正は一人で何してたの？　今日は、友達と遊ぶって言って、昼過ぎに家出ていかなかったっけ？」

「あー……」

　と、光正が気まずそうに視線を逸そらす。……俺は知っている。彼が兄に語った「友達と遊ぶ」というのは、完全に出任せであることを。それどころか、今日も今日とてこいつは……昔の俺よろしく、相変わらず雨野の恋れん愛あいに関して「いらんこと」をしようとしていたことを。

　流石さすがに具体的なプランこそ分からないが、要は星ノ守と雨野を近づける……もしくは天道や心春このはちゃんと遠ざけるための「仕込み」を、行おうとしていたらしい。

　が、その矢先に運悪く俺と遭遇。なんとなく状じよう況きようを察した俺が注意したところ口論に発展。そのまま最終的には「じゃあゲームで決着つけよう」となって──今に至る。

　ちなみにこの際「素の光正」の毒どく舌ぜつぶりを加瀬さん、三角両名にもバッチリ目もく撃げきされてしまっており、二人も大体の事情は分かってくれている。知らぬは雨野ばかりなり。

　で、当然、光正としては兄にこんな事情を素直に話すわけにもいかない。

　彼はしばし言葉に詰つまると……話を露ろ骨こつに逸らしにかかってきた。

「そ、そんなことより兄さん！　今大事なことは、迷子のミィちゃんのことじゃないか！」

　お前そんな浅はかな逃にげ方じゃ……と、呆あきれる俺、三角、加瀬さん。

　が、しかし……意外にも雨野にはそれが効果抜ばつ群ぐんだったらしく、彼はハッとしたかと思ったら、すぐにミィへと頭を下げてきた。

「ご、ごめんね、ミィちゃん。そうだよね、まずキミのことだよね……」

「いえいえ。たんさんおいしいので、おかまいなく」

　ちびり、ちびりと雨野の膝の上でソーダを飲むミィ。しょんぼりする雨野。……どうやら彼は元来の気弱な性格がそうさせるのか、『正論っぽい怒おこられ方』に著いちじるしく弱いようだ。その辺を押さえているあたりは、やはり弟。雨野光正、強い。

　まあ実際、迷子の解決に向けて早急に動くこと自体には俺達も賛成だ。

　三角が、弱った様子で雨野に説明を続けた。

「とにかく、ボクらとしても既すでにやるべきことは一通りやったんだよ」

「そうなの？　ここの店員さんに相談とか？」

「うん、それは勿もち論ろん。だけどミィちゃん、厳密には『ここで』迷子になったわけじゃなくてさ。『このゲーセンの近辺』で迷子になった子だから、ここに預ける感じでもなく……」

「そっか。じゃあ……あ、ミィちゃんがご両親の連れん絡らく先さき持ってたりは？」

「ああ、うん。一応『名前・住所・電話番号』の記き載さいされたカードは持ってたんだけど、それというのが……」

「はい、これです」

　ミィが小さなポシェットをごそごそやって、先さき程ほど俺達も確認させて貰もらった連絡先カードを雨野に渡わたす。

　受け取り、確認する雨野。……確かにそこには『伏黒美衣』という名前と、住所、電話番号が記載されている。しかし……。

「……と、東京？」

　内地の住所を見て首を傾かしげる雨野。ミィがこくりと頷く。

「はい。ミィ、とーきょーのこ……でした」

「で、でした？」

「はい。パパのてんきんで、さいきん、こっちにきました。いまは、『しゃたく』とやらのつごーで、いちじてきに、ママとミィだけ、いとこのいえに、おじゃましてます」

「……えと。嫌いやな予感するけど、その、パパさんの社宅の連絡先や、いとこさんの家の連絡先なんかは……」

「ふふ。とうぜん、そうきますよね。ええ、そうでしょう。それが、とーぜんの、ながれです。──ならば、そのといにたいして、ミィのこたえは、ただひとつです」

「おお、つまり？」

「──そなえなければ、うれいあり、です！」

　言うと同時に、ガバーッと殆ほとんど空からのポシェットを開け、雨野に見せつけるミィ！

「こんなに自信満々な迷子初めて見たよ僕！」

　やはり雨野も、つい十数分前の俺達とまったく同様のリアクションを返していた。

　ミィが「つかえない連れん絡らくカード」をポシェットにしまう中、三角が補足する。

「一応その東京の方の家の電話番号にもかけてみたけど、まぁ収しゆう穫かくはなかったよ」

「それは……中々に詰んでるね……」

「ね」

　苦く笑しようしあう男子学生五人衆。そうして一通り状況を確認したところで、雨野は……少し前の俺達四人と同じ、迷子への対処における当然の結論へと至る。

「じゃあ交番に……」

　が、そう雨野が告げた途と端たん、ミィがタンッと強めに炭酸飲料をテーブルに叩たたきつけた。彼女はぷくーっと頰ほおを膨ふくらませ、雨野を振り返る。

「ミィ、ケーサツとか、やです。おおごと、みたいです」

「実際、割と大事だと思うけど……」

「……でも、おおごとになると……ママが……困って……」

「あー……なるほど。それは……まぁ……うぅん……」

　何か察した様子で気まずそうな表情を見せる雨野。彼も「周囲の視線」や「誰かに迷めい惑わくをかける」ということを人一倍気にするタイプだから、ミィの理り屈くつが心情的に理解できてしまうのだろう。

　と、そこに続けて、ミィが消え入るようなか細い声で呟いた。

「…………なにせ……ミィのしょゆーけんは、ママにあるので……」

「へ？　所有権？　なんの話？　あ……親権って言いたいのかな？」

「…………いえ、しょゆーけん、です。ママてきに」

「えっと……？」

　なにやら雨野が不思議そうに首を傾げる中、三角が話を進めるべく解説を続けた。

「とにかくこの調子でさ。でも実際ミィちゃんの『簡単には大事にしたくない』という意見にも一理あるから、とりあえず、一時間ぐらいは様子見してみようかなって。勿論、それでも家族と合流できないようなら、流石に警察に頼るけどさ」

　彼の説明を受け、雨野が深く頷うなずく。

「なるほどね。それで、そんなミィちゃんの事情を、よりにもよってこの四人で聞いちゃった結果……全員、こうして、帰るに帰れなくなって今に至る、と」

『そう』

　四人同時に嘆息する。……と、その刹せつ那な、なぜか雨野がクスクスと笑い出した。俺達がムッと表情を顰しかめると、雨野は「いやごめんごめん」と謝罪した後。

　俺達全員を、なぜだかとても愛いとおしげに見回して、微笑ほほえんできた。




「上原君も光正も三角君も加瀬先せん輩ぱいも……皆みんないい人だなぁって、なんか僕、嬉うれしくて」




『…………』

　途端、俺達はカァッと凄すさまじく照れくさくなって、四人全員で雨野から顔を逸らす。

　な、なんなのこいつ！　どうして相変わらず、男相手だと、めっちゃ素す直なおに好意や賛辞を口にしてくるの!?　あまりに無む邪じや気きすぎて、受け流しもできないんですけど！

　その様子を見ていたミィが、くるりと雨野を振ふり返り、相変わらず淡たん々たんとしたテンションで彼に訊たずねる。

「けーたおにーさんは、つまりアレですね。この『つかえない』だんししゅーだんにおける……いわゆる……『おたさーのひめ』てき、たちいち、なのですね？」

「え」

『違ちがうから！』

　雨野が戸と惑まどう中、俺達四人から全力のツッコミが入る。っていうか、この子のワードセンスどうなってんの!?　「オタサーの姫ひめ」とかって言葉よく知ってんな!?　ゴスロリ衣い装しようといい、口の悪さといい、達観ぶりといい……どういう家庭環かん境きようなんだよ、ホント！

　ミィが雨野に続ける。

「そういういみでは、ママといっしょですね、けーたおにーさん」

「いや一いつ緒しよって。……ミィちゃんのママ『オタサーの姫』だったの？　そしてそれを、キミに堂々と語って聞かせてるの？　どういう人なのさ、それ……」

「びじんさんですし、モテモテですよ、ミィのママは」

「まぁ、そうなんだろうね」

「なにより、はいかが、たくさんいます」

「そう、配下が。…………。え、配下が!?　会社の部下とかの間違いじゃなくて!?」

「はい。あのひとたちのこと、ママは、ぶかとはよばないです。あ、『てした』とはたまによびますが」

「手下いるんだっ、ミィちゃんのママさん！」

　雨野が壮そう絶ぜつにツッコんでいた。幼女相手にも全然対等に喋るのな、こいつ。……精神年ねん齢れいが同じぐらいなのだろうか。

　と、加瀬さんが流石にこの二人の茶番劇を見ていられない、といった様子で頭を搔かきながら切り出してきた。

「あー……なんにせよお前ら、そろそろ移動しないか？　やむにやまれぬ事情があるとはいえ、休きゆう憩けいコーナーを独どく占せんし続けるのはよくないだろう」

　その指し摘てきに、俺達男子四人は思わず顔を見合わせ、驚おどろいたように漏もらす。

『加瀬さん（先せん輩ぱい）が一いつ般ぱん的常識マナーを語ってる……だと……？』

「貴様ら後で全員路地裏に来い」

　加瀬さんが拳こぶしをポキポキやりながら凄すごんできていた。……怖こわい。

　と、そんな中、ミィが雨野の膝ひざから「よいしょ」と降りて、俺達の先を歩き出しつつ、淡々と告げてくる。

「あ、ぼーりょくざたなら、ミィのいないとこでおねがいしますね。ミィのきょういくにわるいので。できれば、そういうはつげんじたい、ひかえていただきたいものです。……まったく、きのきかない、おにーさんたちですね」

『…………なんか、すいません』

「ほら、なにしてるんですか、おにーさんがた。ちゃっちゃと、いきますよ？」

『あ……はい……』

　そうして、幼女に至し極ごく真っ当な叱しかられ方をした上で、彼女の背を追うようにして歩く、五人のしょんぼりした男子学生達。

　……俺の冬休み史上最もしょっぱい一日は、まだまだ終わりそうになかった。




　　　　＊




「とはいえ、まるで捜そう索さくのアテもないんですよねぇ……」

　ゲーセンを出てすぐ、三角があたりを見回して途と方ほうに暮れた様子で嘆たん息そくする。夕方ともなると街を往来する人も多く、この人数で歩くだけでも一苦労だった。

　と、先頭を歩いていたミィが突とつ然ぜん立ち止まり、こちらを振り返ると、なぜか俺の目を見て「ん」と地面を指さしてくる。

「ミィに、あたまをさげてください、たすくおにーさん」

「……ん？」

　全くその意図が分からず首を傾げる俺。と、雨野が呆あきれたように俺を見つめてきた。

「……またですか、上原君。女の子と見れば見境ないというかなんというか……」

「いや見境なく俺を疑うヤツに言われたかねぇわ！　俺別に、ミィに詫わび入れなきゃいけないような狼ろう藉ぜきはたらいてねぇから！」

「でもほら、上原君て、自覚なしに僕と女の子を口説いては傷つけるとこあるから……」

「ねぇわ！　特にお前を口説いた覚えは一ミリもないわ！」

「え、酷ひどい。傷ついたので、僕にも頭を下げて下さい、祐おにーさん」

「うぜぇ！」

　ミィの横に立ち、幼女と一緒になって「頭を下げろ」と要求してくるぼっち野や郎ろう。

　と、俺達のやりとりに呆れた様子で、ミィが嘆息した。

「ミィがいっているのはそういうことじゃないです。ぶつりてきに、です」

『物理的に？』

　雨野と顔を見合わせて首を傾げる。……そうして、仕方ないので俺はよいしょとしゃがみ、ミィに向かって軽く頭を下げ……たところで、突然に、ぐいっと小さな手で後頭部を押された。

「おい、おまっ、ちょ、なに──」

「うごかないでください。とうじょう、しづらいです」

「……とうじょう？」

　そのまま俺の頭やら肩かたやらに体重をかけ、上に乗ってくるミィ。そうして彼女は器用に体勢を整えた結果、最終的には……。

「ふぅ。とうじょう、かんりょうです。たってください、たすくおにーさん」

「…………いて」

　ぐいっとレバー操作の如ごとく髪かみを一束握にぎられ、上を向かされる俺。そのまま促うながされるように立ち上がったところで……加瀬さんが「なるほど」と頷いた。

「肩車か」

「はい。たすくおにーさんに、ミィ、とうじょうです」

　俺の肩に足をかけ、両手で髪をぎゅむっと握り込んでいるミィ。俺はそういうことかと理解すると、彼女の足を握ってその体勢を安定させた。

　と、光正が少し感心するように呟つぶやく。

「なるほど。オレ達ではミィのお母さんの顔も何も分かりませんからね。彼女が高い位置から往来を見み渡わたすのは、理にかなっています」

　光正の解説を受け、俺の頭の上でミィが頷く気配。

「そのとおりです。ミィは『たすくロボ』をてにいれました。いまや、たすくおにーさんのしょゆーけんは、ミィにあり」

「いや『所有権』てお前……いてて！」

「みぎをむくのです、たすくロボ」

「髪で俺を操縦せんとするのやめろ！　たすくロボ、言葉でも動くタイプだから！」

「えー。それでは、レスポンスがわるいです」

「レスポンスなんて言葉よく知ってんなお前」

「ほら、きびきびうごかないと、いざというとき、てきに、まけてしまいますよ？」

「え!?　たすくロボ、今後戦せん闘とう行こう為いがある予定なの!?　マジで!?」

　愕がく然ぜんとする俺。と、そんな俺を雨野が愛おしげに見つめてくる。

「なんか……上原君って、いいお父さんに、なりそうだね」

「やめろ！　本来なら俺の人生において、あぐ──可愛かわいいヒロインが言うべき台詞せりふを、お前如きが無む駄だに消費するの、やめてくれ！」

「さぁ、ちからのかぎり、あるき、たたかいなさい、たすくロボ。……しんきたいがとうちゃくする、そのときまで！」

「こらそこの搭とう乗じよう者！　破は壊かいフラグ立てるのもやめてくれる!?　これ俺が一回敵にやられて大破する流れだよねぇ!?　新機体お披ひ露ろ目めの踏ふみ台にされるパターンだよねぇ!?」

　そんな半ば涙なみだ目めのオレを、若じやつ干かん遠巻きにして無責任に煽あおってくる同行男子達。

『がんばれー、たすくロボー』

「お前ら後で路地裏に来いやぁ！」

「あ、たすくロボ、ぼうりょくはだめですよ。げんてん、いち」

「いてててて！　ミィ！　お前今、髪一本抜ぬいただろ!?　やめろよ！　なんだよこの、西さい遊ゆう記き的懲ちよう罰ばつシステム！」

「ぼうりょくはいけませんよ、たすくロボ」

「戦闘目的で開発された感のあるロボなのに!?」

　そんなバカみたいなやりとりの後、結局は素直にたすくロボとして動き出す俺。

　雨野が俺の隣となりを歩いて、苦く笑しようする。

「何も知らない人が見たら、中々色々勘かん違ちがいしそうな場面だよね、これ」

「おいやめろ。俺に高確率で発生しそうな事態のフラグを立てるのは、やめろ」

「いや大だい丈じよう夫ぶだよ。たとえアグリさんが目もく撃げきしたとしても、彼女が考える可能性はせいぜい…………『まさか、あまのっちと祐の子!?』ぐらいが関の山じゃないかな？」

「俺達の物語史上最大級の致ち命めい的てき勘違いじゃねぇか」

　顔を青ざめさせる俺。しかし雨野はと言えば、不安がるどころか、むしろ少し嬉しそうに小さくはにかんで呟いてきた。

「……ま、でも僕は…………上原君となら、勘違いされても、構わない……かな。えへ」

「だから本来ヒロインが使うべき台詞を無駄にかっ攫さらうのやめろ！　しまいにゃ殴──」

「げんてん、いち、たすくロボ」

「ぎゃあ！　俺の髪がぁ！」

　凄すさまじく理り不ふ尽じんな罰で俺の髪が一本失われていた。……おいおいこの基準とこのペースで毛抜かれてたら、これ……。

「……たすくロボの、とうちょうぶのうんめいや、いかに！」

「なんか俄が然ぜんこの迷子の早期解決に向けてやる気が湧わいてきたわ俺！」

　負けられない戦いが、ここに発生していた。……怖すぎるわ、たすくロボシステム。

　なにはともあれ俺達六人は大してアテもなく付近をぐるりと一周してみた。が……当然ながら、そう簡単に親が見つかるはずもない。

　結局十分程ほど歩いて、街中の小さな休憩広場に差し掛かかったところで、光正がふらふらと疲つかれたようにベンチに座りこんでしまった。

　仕方なく俺達が足を止めると、光正は気だるい表情で俺達を眺ながめる。

「……やっぱり。なんか効率悪くないですか、これ。六人で固まる意味が……」

　その言葉に、ミィがキリッと切り返す。

「いったいうしなっても、ごたいストックがあるのは、ミィてきに、こころづよいです」

「いや一体失うような事態に陥おちいった時点でもう充じゆう分ぶん大惨さん事じじゃないか、オレ達」

　光正はそうツッコむも、ミィはまるでとりあう気がない様子だった。機き嫌げん良さげに俺の頭の上で「髪の毛レバー」を操縦している。

　と、加瀬さんもまた足を止め、眼鏡をくいっと上げて光正の言葉に同調した。

「確かに、このプレイ効率の悪さには、オレとしても忸じく怩じたるものを感じるな」

「お、話が分かりますね。えーと……地味に三回戦とかで負けそうなキャラづけの先せん輩ぱい」

「加瀬だ！　というかっ、おい雨野景太！　貴様の弟は礼れい儀ぎを知らんのか！」

「す、すいません、加瀬先輩。いや……あの、普ふ段だんはこんなんじゃないというか……いや僕相手には毒どく舌ぜつながら、もう少し外面はいいハズなんですが。だ、ダメだろっ、光正」

「……ふん」

　雨野が戸と惑まどった様子でオロオロする中、光正はと言えばベンチに背を預け、まるで他人ひと事ごとのようにしらーっと空を仰あおいでいた。……こいつ、一度本ほん性しよう晒さらした相手にはトコトンそのまま冷たいスタンスなのな。ある意味清すが々すがしいヤツだ。

　と、加瀬さんが光正の態度に関しては諦あきらめた様子で嘆息し、続けてくる。

「とにかくだ。現在、捜索効率が極きわめて悪いのは事実だ。本来なら手分けの一つもしたいところだが……」

　その言葉の続きは、俺が引き取る。

「母親の顔が分かるのは、ミィだけですからねぇ」

「ははおやじゃないです。ママです」

　突然、謎なぞの拘こだわりを見せてくるミィ。俺は「はいはい、ママさんね」と流して続ける。

「かといって、逆に『ミィちゃんのママさんいらっしゃいませんかぁ！』みたいな呼びかけをするのに関しては──」

　そこまで言ったところで、今度は髪をぎゅうっと引っ張られる。

「ミィ、おおごとは、いやといいましたよね？」

『ですよねー……』

　俺、加瀬さん、光正、雨野の四人で途方に暮れて息を吐はく。……と、そこで雨野が「あれ？」と首を傾かしげた。

「ところで、三角君は？　なんかこの広場差し掛かってから、見てない気が……」

『へ？』

　言われて俺達も初めて気づき、キョロキョロとあたりを見回し始める。

　……あいつとの付き合いは薄うすい俺だが、それでも、どうにも嫌いやな予感が拭ぬぐえなかった。というのも、三角がミィを連れてきた時も、こんな流れで──

「あ、いましたよ！」

　──と、光正が誰だれより早く三角を見つけて声を上げる。流石さすがはストーカー気質といったところか、実にめざとい。

　光正の指さす方を見る俺達。と、俺達はそこに三角の姿を見つけ、そして──

『…………』

　──思わず言葉を失ってしまった。

　目の前で繰くり広げられている光景に……ただただ、だくだくと、無言でいやな脂あぶら汗あせをかくことしかできない男子四人と幼女一人。

　というのも……。

『（なんか三角のやつ、ちょっと目を離はなした隙すきに……明らかに《訳あり》感ビンビンの、帯刀した黒くろ髪かみ美少女に詰つめ寄られているんですけど！）』

　…………。

『…………』

　ごくりと唾つばを飲み、目を見合わせる男子四人。

　……あれは……明らかに、厄やつ介かいな気配が[image: ]ほとばしっている。……関わりたくない。関わるべきじゃない。今関わるべき物語じゃ、絶対ない。三角だけでやって頂きたい案件だ。

〈ぐい……〉

　遂ついにはミィまでも「空気」を察して俺の髪の毛をぐいっと引っ張る。……ふ、コントロールされるまでもねぇよ、ミィ。

　俺とミィ……いや俺達五人の心は今、一つだった。

　刹せつ那な、俺達はいっせいに三角へと背を向けると、心の中で「達者でな」と呟き、その場を颯さつ爽そうと去──




「あ、皆みなさん！　すいません！　こちらの女性が『任務に協力しないとお友達もろとも殺す』と言ってきかないので、今から軽く協力して頂いてよろし──」




『そっちで勝手にやってろよぉおおお、主人公野や郎ろうがぁぁぁぁあああああああああ！』




「ええ!?　なに怒おこってるんですか、皆さん!?　そ、それよりほら、急いで！　彼女、割と本気で首切りにきますよ！　ほら、抜ばつ刀とうした！」

『多少は関わるヒロインを選べよぉぉぉぉおおおおおおおおお！』

　──そんなわけで。




　俺達は迷子捜そう索さくを一時中断し、無駄すぎる寄り道に十五分ほど巻き込まれたのだった。




　　　　＊




『完全に脇わき役やくだったけど、それでも、人生で一番濃こい十五分だった……』

　あれから十五分後。先程と全く同じ広場まで、ようやく戻もどってきたところで。

　俺、光正、雨野の三名がげんなりとくずおれるようにベンチへとへたりこみ。

　ミィもまた、俺の上に乗ったまま、くったりと頭に体重を預けてきていた。

「おいおい、情けないな、お前ら」

　が、そんな俺達を「やれやれ」といったテンションで見下ろしてくる加瀬さん。

　彼はキラリと眼鏡を光らせながら続けてくる。

「あんなのは……三角と一いつ緒しよにいたら日常茶さ飯はん事じだぞ？」

　その言葉に、一いつ斉せいにツッコむ俺達。

『いやいやいやいや、なんか最後には軽く世界滅ほろびかけてましたけど!?』

「あるある」

『ないよ！』

　俺、光正、雨野、ミィが全力で加瀬さんを睨にらむ中。

　一人、まるで無関係みたいに「あはは」と笑って、空を見上げる三角。

「でもほら……良かったですよね、彼女、ちゃんと『未来』に帰れて……」

『そんな壮そう大だいな物語だったの!?』

　正直完全に蚊帳かやの外だったので、全然メインストーリーが追えなかった俺達である。まあそれでも、八回ほど絶体絶命の命の危機には晒されたのだが。……しかもこの重厚な内容が、トータルでたかだか十五分間の出来事だという驚きよう異いの事実。

　雨野がげっそりとやつれた様子で呟つぶやく……。

「なんか三角君……最後に軽く頰ほおにキスされてたよ、例の美少女に……」

『うーわ、なにそれ、やってらんねぇ』

　けっ、と毒づく俺と光正。この十五分で、いやというほど「脇キャラ」の気持ちを堪たん能のうさせて貰もらった俺達である。……えらいことに巻き込まれるだけ巻き込まれて、その報ほう酬しゆうは主に主人公だけしか得られないとか、辛つらすぎるだろ、脇キャラ。

　と、加瀬さんが眼鏡を外して、きゅっきゅと布で拭ふき始める。その様子をぼんやり眺めながら……光正が小さくぼやいた。

「……眼鏡外すとイケメン度合い急きゆう上じよう昇しようとか……この人はこの人で『脇キャラ』として完全に立ってるの、なんなんですか、マジで……」

　そんな光正の愚ぐ痴ちに対し、更さらにミィまで俺の頭の上でこくりと頷うなずく。

「ミィ、さっき、みましたよ。がくとおにーさん……さいご、ながいてっぽうで、てきをばきゅーんってやって、えーいちおにーさんのぴんちを、すくってました」

『なにそのサブとしては最高の立ち方！』

　ずりぃな加瀬さん！　完全に立ち位置を弁わきまえてやがる！　三角瑛一慣れがパねぇ！　俺達なんざ、今回完全に『モブキャラ男子学生』と『他の話で軽く関わった幼女ヒロイン（ゲスト出演）』扱あつかいでしかなかったのに！

　男子三人（うち一人が幼女を頭に乗せたまま）、ベンチにぐでーんと背を預けていると、全く疲れた様子もない三角がパンパンッと仕切り直すように手を叩たたいてきた。

「ほら、ミィちゃんのママさん捜さがし再開しましょうよ、皆さん！」

『…………いや、なんかもう、迷子とか、どうでもよくね？』

「いやよくないですけど!?　なに言ってるんですか皆さん!?　っていうか、なんで迷子の当人たるミィちゃんまでどうでも良くなってるんですか!?」

「えーいちおにーさん……ミィは、しりました。かぞくとか、いえとか、そんなのは……じつに、さまつなことなのだと！　ミィ、ひとりでも、つよく、いきます！」

「悟さとり方が間ま違ちがってるよ！　な、なんかごめんね、子供の人生観が変わる程の変なことに巻き込んで……」

『ほんとだよ』

　三角以外の全員が声を合わせて文句を言う。彼が「うぅ……」と縮こまる中……まあ確かにグダグダしていても仕方ないのは事実なので、俺達はシャキッと体勢を整え直した。

　……先程の体験は、深夜のラノベ原作アニメを一本見たのだとでも思って処理しておこう。うん。

　俺は、頭の上のミィに訊たずねた。

「で、ミィ。これからどこ捜さがすよ。なんかアテとか、ねぇのかよ」

「それなんですけどね、たすくロボ。たいへん、いいにくいのですが……」

「？　なんだよ？　今いま更さら改まって……」

　首を傾げる俺達に、ミィは……おずおずと、告げる。

「……ママとはゲームセンターのまえではぐれたのに、そのゲームセンターからとおざかりすぎるの……よくないとおもうのですよ、ミィ」

『一理あるにも程がある！』

　男子学生五人の声が重なる。ミィが縮こまる中、俺達はやれやれと顔を見合わせると……ベンチから立ち上がり、ゲームセンターへと引き返し始めた。

　とぼとぼと歩きながら、俺は頭の上の幼女に話しかける。

「ま、実際俺達も元々、これ以上遠ざかる気なかったんだけどな」

「あ、そうなんですか？　すいません、ミィったら、おにーさんがたを、かんぜんに『つかえないやろーども』とはんだんし、ぜつぼうしてましたよ」

「その物言いにむしろ絶望するわ。だがまあ、安心しろ。現状、この捜索活動の足を本格的に引っ張っている『つかえない』野郎は、主人公クソ野郎だけだ」

「…………あは、は。だ、誰のことだろうなぁ……見当もつかないやぁ、ボク」

　三角が頰をひきつらせて笑っていた。……可哀かわい想そうっちゃ可哀想だが、散々やばいことに巻き込まれたんだ。嫌いや味みの一つぐらい言わせて貰っても、バチは当たらんだろう。

　俺達六人は、来た道を戻り始める。……こうなってくると、もう、なんのためにゲーセンを出たのか分からなかった。軽く世界救っただけじゃねぇかよ。

　六人、なんとなく会話が途と切ぎれたまま歩く。気づけばもう日が暮れ始めていた。

「…………」

　これまではマイペースで元気だったミィが、俺の肩かたの上でさすがにしょぼくれ始める。俺達は全員当然それに気づいていたのだが……割と大人びた感性の彼女に下手な慰なぐさめの言葉はむしろ逆効果なんじゃないかと……むしろ余計みじめにさせてしまうのではないかと、そんなことを考えてしまって、なかなか誰もフォローの言葉が切り出せなかった。

　……ただ一人。

　空気の読めないことに定評のある、ゲーマーぼっち野郎を、除いて。

「矢印欲ほしいなぁって、思いますよね、こういう時」

『…………はぁ？』

　何か意味の分からないことを言い出した雨野に、全員が首を傾かしげる。

　雨野はしかしこちらのリアクションなど気にもとめない様子で続けてきた。

「ほら、オープンワールドのＲＰＧとかによくあるヤツです。マップ画面上で目標地点設定したら、実際のゲーム画面に戻った時も、主人公の頭の上とかに表示されて『目標地点は、概おおむねあっちの方ですよー』って指してくれる矢印。あれ……何を隠かくそう、僕の中の、現実にも欲しいゲーム的機能ランキング二十七位なんですよ」

『意外と低い！』

「や、だって、ナビは現実にも割と高機能なのあるじゃないですか。スマホで似たようなことならできるし。だから、正直そこまで切望はしてないんですよ、はい」

『…………』

　俺達の中に漂ただよう「じゃあこれ、何の話だよ」感。……久々に出たよ。この、オタク独特の、話として面おも白しろいか面白くないか関係なく、急に自分の話したいことだけ話す感じ。最近、雨野は大分コミュ力上じよう昇しようしてきたんじゃないかと思っていたけど……やはり本質は全然変わってなかったらしい。

　俺達の白けた反応にも構わず、雨野は笑え顔がおで更に続けてきた。

「で、じゃあ二十六位なんなんだという話なんですけどね！」

『続くのこの話!?』

　流石さすがに全員でツッコまざるを得ない俺達。雨野がキョトンと、心外そうな顔をする。

　──と、その時俺は……ふと気づいた。俺の髪かみを操そう縦じゆう桿かんの如ごとく握にぎる、小さな手に……ほんのりと、力が、戻っていることに。

「まったく……やはりけーたおにーさんも、つかえないひとですねぇ……」

　そう嘆たん息そくしながらも、やはりその空気から先さき程ほどまでの悲ひ愴そうさが消えているミィ。

「（まさか……そういうの、狙ねらってやってんのかよ、雨野？）」

　俺は感心するように彼を見やる。が、雨野当人はと言えば……。

「二十六位は……『ターン消費なしの装備変へん更こうシステム』です！」

『地味！』

「え!?　いやいやこれ、実は全然時間かけないで服着き替がえられるという驚異の──」

　……やはり、全然、なんにも考えてない、ただのオタク気質野郎に見えた。……いや、見えたというか、きっとそれが事実なのだろう。少なくとも「演じている」という風ではない。その顔は、芯しんから、この話題を楽しんでいるバカのそれで。

　でも、だからこそ……ミィは、素す直なおに彼に呆あきれ、笑えているのも、事実で。

　俺が呆れ半分、感心半分の眼まな差ざしで雨野を見ていると、ふと、彼の背後で優やさしく微笑ほほえむ光正が視界に入った。

「（……あいつ、あんな優しい顔もすんだな……）」

　俺からすれば、いつも他人に毒づいている印象しかない光正だが。やはり彼の兄に対する尊敬心みたいなものだけは本物らしい。

　俺は光正の妙みように優しい……いや、何かを「懐なつかしむ」ような表情を受け、少しだけ、察する。

「（なるほど。雨野は確かに……これを『狙って』やれるような器用な男じゃ絶対ないが。しかし、必ずしも『何も考えてない』わけでも、ないのかも、な）」

　それはきっと、彼が弟とゲームを楽しむ間に育はぐくまれた「何か」なのだろう。

　それにミィや光正は……いや、俺や天道も、救われたことが、あるわけで。

　そんなことを考えた俺は、この尊敬すべき親友を改めて再評価──

「そして、第二十五位は……！」

『しつこいな！』

　──しようかと思ったけど、やっぱりやめておいた。うん、やっぱりこれ、九割、ただ空気読めてないだけだ。ミィを元気づけるためにしては、完全に引き際ぎわ間違えてるもんな。実際今やミィの俺の髪を握る手、本気で苛いらついているやつの力強さだもんな！　俺の髪ごっそり抜ぬけそうなんですけど！

「……あぁ、兄さん……」

　そして、そんな兄のことをうっとりと眺ながめている光正も光正で、やっぱ普ふ通つうに気持ち悪わりぃな！　なんかさっきは美しい兄弟愛みたいに表現したけど、あれ撤てつ回かいするわ！　この兄弟、ただ好きなものに対する愛情表現が過か剰じようでキモいだけだわ！

　と、そうこうしている間に、気づけば俺達はゲームセンターの前にまで戻もどって来ていた。

　人の邪じや魔まにならないよう、道に面した不人気クレーンゲームの傍かたわらにはける俺達。日焼けした巨きよ大だいぬいぐるみ達から向けられる視線が、どこか憐あわれみを帯びている。

　少し落ち着いたところで、三角がやれやれと肩を竦すくめつつ切り出してきた。

「結局収しゆう穫かくはなし、でしたね。これはもう、いよいよ警察に……」

「…………」

　俺の髪をミィがきゅっと摑つかむ。……流石にここまでくると、ミィも警察を頼たよることに強く反対はしなかった。

『…………』

　俺達五人の間に、重たい沈ちん黙もくが横たわる。クレーンゲームから流れる陽気かつ陳ちん腐ぷなメロディが余計に俺達を暗あん澹たんたる気分にさせる。が、そんな絶望的な空気の中、いち早く「切り替かえた」のは──意外にも、光正でも加瀬さんでもなく、雨野だった。

　彼はパンッと軽く手を叩いて仕切ってくる。

「うん。そうと決まれば、もう素直に交番に行きましょう、皆みなさん。実際、ミィちゃんのママさんが既すでに来ているかもしれませんし。ね、ミィちゃん、それでいいかな？」

「え？　あ、はい。その……だいじょぶ、です」

「うん、決まり。じゃあ向かおうか」

　そう明るく切り出し、交番方面へと向けて颯さつ爽そうと歩き出す雨野。皆みんなも少し戸と惑まどいながらも、彼に促うながされるように歩き出す中……俺だけは、何かが引っかかって、思わず、雨野の腕うでを摑んでしまった。

「あ、雨野？」

「ん？　なに、上原君」

　極きわめていつもの調子で……きょとんと俺を振ふり返ってくる雨野。俺の頭の上でミィが不思議そうに見つめる中、俺は……自分でも何がしたいのか分からないまま、彼に、訊ねかけた。

「お前……その……ど、どうした？」

「？　どうしたって？　何が？」

「え、あ、いや、その……」

　自分でも自分の質問の意図が分からなかった。……何が訊ききたいんだ、俺は。

　俺はしばし目を泳がせた後、なんとか、絞しぼり出すように、訊ねる。

「なんか……その……お前……今日は妙に決断が早い気がするっていうか……」

「そう？　でも、だって……」

　雨野は、一体何を咎とがめられているのか分からない、といった表情で説明してくる。

「僕らの手に負えないって分かったことを──今や僕らが必要以上に出しゃばるべきじゃないことを、グダグダ引っ張る方が、ミィちゃんにもママさんにも良くないじゃないか」

　そう、彼の口から吐はかれた言葉は──ぐうの音ねも出ない程の正論であり。

　それを証明するかのように、傍そばで聞いていた加瀬先せん輩ぱいまでもが雨野の言葉に賛同した。

「珍めずらしく雨野景太にこのオレも完全同意だ、上原祐。事ここに至っては、あとはいち早く警察を頼るべきだろう。むしろ、オレにはお前が何をしたいのかの方が疑問なのだが？　上原祐。お前は、もう少し『ママ』を自分達の手で捜さがすべきだと言いたいのか？」

「え？　いや、そ、そういうわけでは……。……交番に向かうのに関しては、俺も、大賛成なんです。そこに異論は一いつ切さいなくて」

「じゃあ、なぜ、お前は──雨野景太の手首を、そこまで強く摑んでいる？」

「え？」

　言われて初めて、俺は……自分が、自分で思っていた以上に雨野の手首を握りしめてしまっていたことに気がつく。

「わ、わりぃ！」

　慌あわてて離はなれる俺。雨野はいつものように「全然大だい丈じよう夫ぶだよ上原君」と優しく笑って許してくれた。

　……うん、いつもの、雨野だ。どんなに普ふ段だんは憎にくまれ口を叩たたき合っても、大事なところでは、俺を心から気き遣づかって微笑んでくれる……そんな親友の、雨野景太、そのもの。

「いや……すまん雨野……俺は……ただ……」

　自分で自分のしたことの意味が分からず、思わず俯うつむいてしまう俺。……と、頭頂部にツンッと軽い痛みが走った。

「って」

「げんてん、いち、です。たすくロボ」

　どうやらミィが俺の髪をまた一本抜いたらしい。……まったく。でも、おかげで……助かった。

「このやろぉ、あんま調子にのるなよ、操縦者！」

「わ！　きゃはっ……あはははははっ！　や、やめてください、たすくロボ！　し、したから、わきばらこちょこちょするのは、ズル──はははははは！」

「どうだ、まいったか、この、この！」

　ミィのおかげで、妙な感じになってしまった空気を抜け出せた。

「まったく……ほら、いいから行くよ、二人とも」

　雨野が苦く笑しようして再び前を向き、他のメンバーもそれに続くべく歩き出す。

　俺は先程の「くすぐり」ですっかり体勢を崩くずしてしまったミィを肩かた車ぐるましなおすと──しかしそこで油断したミィに対して、だめ押しの如く、追加で脇わき腹ばらをくすぐってやった。

「あは、あは、あははははは！　も、だめ、だめです、ああ……んっ」

　そうして遂ついには俺の後頭部にしなだれかかるようにぐったりし、幼女にはあるまじき妙に艶なまめかしい声まであげるミィ。

　……あ、まずい。これ、若じやつ干かん引き際間ま違ちがえたな、うん。こんなの……見ようによっては、それこそ警察沙ざ汰たの案件じゃねぇか。

　平静を取り戻した俺は、周囲に誤解される前にミィの脇腹から手を引こうとして──




「よぉ、そこのロリコン。わりぃけど、『それ』はオレ様のモノなんだわ」




　──その刹せつ那な、俺の体は背中から氷の槍やりで貫つらぬかれた。

『…………』

　思わずそう錯さつ覚かくするほど、無む慈じ悲ひで、冷たく、鋭するどく、敵意に充みち満ちた、荒あら々あらしい男言葉の──女性の声。

　それが現在、他ほかならぬ俺達に向かって、背後から突つきつけられていて。

「なぁ、聞いてるか、優やさ男おとこ。あんまりちんたらしてると、手ぇ、出るけどいいか？　いいよな？　オレ様、沈黙はイエスと見なすタイプだぜ？」

『…………』

　──その、あまりの威い圧あつ的な気配を受け、俺のみならず……少し前を歩いていた雨野達まで、ぴたりと立ち止まってしまう。

　まるで金かな縛しばりにでもあったかのように、一切動けなくなる俺達。……これまで「修しゆ羅ら場ば」めいたものはいくつか経験したが、こんなにも「諦あきらめ」を覚えたのは初めてだった。

　死ぬ、とか、殺される、とかっていう単純な恐きよう怖ふの感情じゃない。「もう、なにをしてもダメだ」と、まるで屈くつ服ぷくさせられるかのような感覚。あまりに絶対的で暴力的な存在の気配。

　……そんなオーラを放ち続ける背後の女性は、俺達に、なおも続けてきた。

「別にな、てめぇの性的嗜し好こうに関してはこちとら知ったこっちゃねぇさ。だがな、生あい憎にく『それ』の『所有権』は、オレ様にあるんだわ。……なぁ、わかるだろ？　自分のお気に入りの玩具おもちやを、ベタベタ汚きたねぇ手で触さわられて──機き嫌げん損そこねないヤツって、この世にいるか？」

『…………』

　気づけば、俺だけじゃなく、雨野も光正も……いや、それどころか百ひやく戦せん錬れん磨まのハズの加瀬さんや三角まで、あまりの緊きん張ちようで首筋に汗あせを滲にじませていた。

　──これはもはや、相手の敵意がどうこうの問題じゃない。恐おそらくは、そもそも、彼女という人間それ自体が破格の──

「まわれ、たすくロボ！」

「いてててててて！」

　──と、そんな著いちじるしいシリアスムードをぶち壊こわすかの如ごとく、突とつ然ぜん髪かみの毛を束で強ごう引いんに引っ張られた俺は、とんでもなくブサイクな顔をしながらも痛みから逃のがれるように、ぐりんと、背後を振り返ってしまった。

「う、上原君!?」

　そんな俺につられるように、雨野達もこちらを振り向く。

　そうして……そんな極めてグダグダな空気の中拝まされるカタチとなった、その「恐怖存在」の正体はと言えば──

『……え？』

　俺達が一いつ斉せいに戸惑いの声を上げると同時に、俺の頭の上の幼女が、今日一番の元気な声で叫さけぶ。




「────ママ！」




　その、まあ半ば予想されていたミィの言葉を受け……しかし、それでも俺達は……。

『……え？』

　今一度、五人揃そろって、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　なぜなら……俺達の前に立ちはだかる、その、圧あつ倒とう的てき存在を放つ女性の姿は──

「おうおう、美衣。人前でこのオレ様を『ママ』と呼ぶなんざぁ、相変わらず、ホント、救いようのないほどに────愚ぐ図ずな子だなてめぇは」
















　──俺達と然さ程ほど変わらない……いって二十歳はたちそこそこの、神秘的な白金プラチナ色のミディアムヘアが目を引く、若い美人女性の姿だったのだから。




　　　　＊




「いや悪かったなマジで。まさかてめぇらがオレ様の美衣を『保護』してくれてたたぁ、ちっとも想像が及およばなかったぜ。いけねぇな、外見と素行だけで人を判断するのは」

　謝罪と見せかけてしれっと俺達の外見と素行をディスりつつ、彼女は続けてくる。

「まあその『保護』とやらに関しても、このオレ様からしたら身の程知らずで余計なお世話以外のなにものでもねぇわけだが……とはいえ、勘かん違ちがいしたことに関してだけは、マジで悪かった。そこに対してだけは、この通り、深く深く反省し、頭を下げてやるよ。…………オレ様に代わって美衣が」

「ひゃ!?　……え、えと、ま、ママが、しつれいをば、いたしました？」

　隣となりで上から頭をわしゃっと摑つかまれ、なぜか「ママ」に代わって頭を下げさせられる幼女──ミィ。

『…………』

　それを受け、俺達男子五人組はと言えば、ただただ、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすしかない。

　彼女……ミィの言う「ママ」と遭そう遇ぐうしてから、約五分。彼女はようやく状じよう況きようを正しく理解してくれた様子だったが、しかし──俺達はまだ殆ほとんど発言できていなかった。

　それというのも……。




「しっかし実際問題、やっぱてめぇら側にも原因の一いつ端たんはあるとオレ様は考えるぜ。そもそも、現げん役えきの高校生男子が休日に連つるむんなら、もう少し楽しそうに活気に満ちた雰ふん囲い気きでいるべきだろう。それがなんだ、てめぇらときたら、辛しん気きくせぇツラしやがって。休日に幼女囲んで往来にたむろするしょぼくれた男子学生集団ほど、不気味で、無様で、滑こつ稽けいで、不快なものはねぇ。なぁ、そうだろう？　それじゃあ、こっちが勘違いしても無理もねーっつーもんだ。

　……ふむ、やはり、何度脳内でシミュレートしてみても、少なくとも正解率九割は見ていい正当な論理だぜこいつぁ。ただ今回のケースに限っては、残念ながら例外たる残り一割の方が正解だっただけだ。っつーか、何をどうしたら、休日に男子学生五人があんなツラで幼女囲めるんだよ」

「ああ、それは──」

「ああ、みなまで言うな。ちゃんと計算できる。てめぇらがならず者集団でないなら、残る可能性は概おおむね一つだ。要は『普段は仲の良くない面子メンツながら、偶ぐう然ぜん迷子を中心に繫つながった』っつう、凄すさまじく馬ば鹿か馬ば鹿かしくて人ひと騒さわがせな真相なんだろう？　どうだ、違うか？」

「…………え、あ、はい、その通りです」

「そいつぁ重ちよう畳じよう。じゃ、次の疑問点だが──」

　……一時が万ばん事じ、この調子だったからである。

「ママ」が淡たん々たんと推理を披ひ露ろうしては、これがなぜか最終的には毎回美しく正解に辿たどり着くものだから、俺達やミィは「はい、そうです」ぐらいしか言えず、それを受けて、彼女がまた勝手に状況を推察、把は握あくし……を、ここ数分、ずっと繰くり返している。

　だから当然、この「ママ」の名前やら「今までどこにいたのか」みたいな「俺達側の知りたい情報」は一つたりとてもたらされていないし、また、訊きける空気でもなかった。

　隣に立つ雨野が俺の耳に顔を寄せ、小さくぼやいてくる。

「なんか僕……この人の操作キャラにでもされたような気分だよ……」

「同感だ。俺達に許されているのは『はい』か『いいえ』の発言のみ。しかもそれさえも俺達の選せん択たくというよりは、殆ど彼女に選ばされているようなもんだからなぁ……」

　そして実際、彼女は雰囲気こそやたらに粗そ野やだが、その論理には常に一本筋が通っていて、また恐ろしいことに結論も正しかった。だから俺達としては機械的に「はい」とだけ答えるのがベストであり、そこに俺達の思考や意思は一いつ切さいいらない。つまり、ある意味において「楽」ではある。俺達が何もしなくても、この「ママ」が勝手に「完全なる正解」に導いてくれるのだから。しかし……。

「（……なんかある意味、人をダメにしそうな存在だよなぁ……）」

　改めて、この、俺が出で逢あってきた中でもある意味最も「魔ま王おう」という概がい念ねんに近いんじゃないかと思える程の暴力的存在──「ママ」の外見を観察する。

　まず目を引くのは当然、プラチナを思わせる程に光こう沢たくのある銀ぎん髪ぱつだ。一いつ瞬しゆん天道のブロンドを連想したものの、生え際ぎわが微かすかに黒いのを見るだに、彼女は染めているらしい。が、その顔立ちがえらく整っていることや、眉まゆ毛げまで丁てい寧ねいに染めていることも相まって、全然「日本人が背せ伸のびしている」という風ではない。少なくとも俺は、髪をアバンギャルドな染め方している日本人で、ここまで違い和わ感かんのないケースを初めて見た。海外のスーパーモデルを思わせるほどにスレンダーかつ高身長な体つきも、その銀髪の説得力に一役買っているのだろう。

　が……解げせないのが、その服装だった。

　……いや、別に、変な服を着ているわけじゃない。似合っている似合ってないの話で言えばこれ以上ない程に似合っているし、ビシッと決まってもいる。うん。ただ……。

「（……な、なぜに、街中で、キャビンアテンダントの制服姿なんだ……）」

　しかもかつて見た事ないほどに着き崩くずされている。イメージとしては昭和の不良女子高生だが、彼女の場合はその「着崩し」こそが妙みように決まっていて、いっそ普ふ通つうのキャビンアテンダントより颯さつ爽そうとして見える始末だった。宝たから塚づかの男役みたいな「華はな」がある。

　だから一瞬「コスプレ」の類たぐいなのかとも考えたのだけれど、それにしては制服の生き地じに安物感が全くない。というか最近家族旅行で飛行機を使ったばかりの俺から見ても「あ、これガチなヤツだ」という印象だったので、恐らく本物なのだろう。うん。…………。

「（街中でこの制服姿見る違和感パネェな。というか、本物だとしても、いいのか、街中でそれ着てて。普通ダメだよね？　多分プライベートで着てうろついていいアレじゃ、ないよね？　ていうか、それ言ったら髪を白金プラチナ色に染めるのは客室乗務員としてアリなの？　ああ、もうキャラの渋じゆう滞たいが酷ひでぇよ）」

　数々の疑問が男子組全員の頭を満たして仕方ない。が……まあこの通り、俺達が発言するターンなんざ回ってこないわけで、男子達の疑問は宙ぶらりんのまま。

　……そして、それ以上に。

　彼女に関してはもう一つ……恐らくは俺だけが、強くひっかかっていることがあった。

　それというのも……。

「（なんか……少し、顔立ちが誰だれかに似ている気がしないでも……ないというか……）」

　実を言うとこれ、彼女の血けつ縁えんたる美衣にもほんのり感じていた印象なのだが、「ママ」に対しての方がより顕けん著ちよだった。

「（つまり、美衣より、『ママ』の方が年代的に近い……のか？）」

　…………。……ダメだ、分からない。最初は安直に天道かと思ったのだけれど、どうもそれは違う気がする。いや確かにこの「雰囲気」だけなら天道に大分近いそれなのだが、そういうことじゃなくて、もっと、シンプルに、ビジュアル面の方で──。

「────というわけで、オレ様達はこれにて失礼する。じゃあな」

『え、あ、はい。…………。…………え!?』

　俺達がボンヤリとしている間に、流れるようにミィの手を引いて歩き出す「ママ」さん。俺は慌あわてて彼女達の前に回り込むと、彼女に訴うつたえる。

「いやいやいや、そんなあっさりと！　ちょっと待って下さいよ！」

「？　なんだ？　ああ、落とし物届けたんだから、謝礼のカネをくれって話か？」

　そう挑ちよう発はつ的に告げる「ママ」に、流石さすがにカチンとくる俺。が、俺は……ミィの顔を見てなんとか自分を抑おさえると、静かに……しかし力強く主張した。

「せめて、ミィにお別れの挨あい拶さつぐらいはさせてくれませんか？」

「ああ、カネじゃねぇのか。そいつぁ悪かったな。ほら、このとおり」

　と、意外にもぺこりと素す直なおに頭を下げてくる「ママ」さん。

「い、いえ。えと、その、じゃあ……」

　俺はそれに若じやつ干かん面くらいながらも、許可は出たものとしてミィの正面にしゃがみ、彼女にニコリと笑いかける。そうして、最後にミィの頭を撫なでてやろうと──

「だがその上で、やはりオレ様はてめぇらに『別れの挨拶』を許可しねぇがな」

「な──」

　──して、スカされた。「ママ」がぐいっとミィの手を乱暴に引いたらしい。

　啞あ然ぜんとする俺を「ママ」は冷たく見下ろして淡々と告げてきた。

「てめぇらが美衣を保護してくれたことに関しては、まあ感謝してやるよ。だがそれと『てめぇらが美衣と接するに相応ふさわしい人間か否いなか』は全く別の話じゃねぇか。なぁ、そうだろう？　まったく……いったい、何を自うぬ惚ぼれてやがんだ？　滑稽な野や郎ろう共だな」

　そうして、俺のみならず、背後の雨野達にまで見下したような視線を向ける「ママ」。これにはいよいよ俺も我が慢まんならず、今にも摑みかからん勢いで立ち上がると「ママ」へと迫せまった。

「あ、アンタなぁ！」

「暴力的な態度だな。減点イチだぜ、少年」

「っ！」

　と、その物言いが、悔くやしくもどこか美衣に似ていて……俺は、少しだけ勢いを削そがれてしまう。そしてその間かん隙げきを突ついて、これまでことを静観していた美衣が、「え、えと、ママ！」と少し焦あせった様子で彼女の手を引いた。

「み、ミィも、おにーさんたちにごあいさつ、したいかなーって……」

「…………」

　と、今度は俺達のみならず、身内たる美衣にまで恐おそろしく冷たい目を向ける「ママ」。

　ミィがごくりと唾つばを飲む中……「ママ」は少し考えてから、こくりと頷うなずいた。

「ああ、他ほかならぬお前がそうしたいっつーなら仕方ねぇ。許可してやるよ」

「あ、ありがとう、マ──」

「ただし、美衣、お前の方からあくまで一方的に、だ。『交流』は依い然ぜんとして許可しない。野郎共の手の脂あぶらが付着しただけならまだしも、心まで汚けがされたんじゃかなわねぇからな」

「え、でも──」

「美衣。──お前の『所有権』は、誰にあるんだっけ？」

「…………。……う……ママ、です」

　俯うつむきながら答えるミィ。……なるほど、ミィが時折口にする「しょゆーけん」という子供らしくない言葉は、この「ママ」の口くち癖ぐせからの影えい響きようか。……どうにもムカムカする。

「いいだろう。挨拶を許可する。ああ、そうだ、ちゃんと時間を区切らねーとな。じゃ、語りだしからキッカリ三十秒以内にすませてくれ。よろしく」

　そう言って軽く脇わきにはけると、おもむろに腕うで時計を眺ながめ始める「ママ」。……どうやら、マジで三十秒を計測しているらしい。

『…………』

　俺達男子組全員がその異様さに圧あつ倒とうされる。……どうやら彼女は、所謂いわゆる「クズ親」みたいなカテゴリのそれとも少し違うようだ。美衣に対してだけじゃなく、全すべてに対して、何か、徹てつ底ていしたものを感じるというか……。

　と、ミィがぺこりと頭を下げて切り出してきた。

「きょうは、みなさん、ごくろーさまでした。これにて、みっしょん、しゅーりょーです」

『…………』

　俺達も言葉を返したかったが、「ママ」がスポーツの審しん判ぱんよろしく厳しく睨にらみ付けてくるのでそうもいかない。……あの融ゆう通ずうのきかなさ……雰ふん囲い気きとしてはやっぱり天道を激しく連想するんだよなぁ。……あっちはもっと話が分かるけど。

　そんな異様な状じよう況きようの中、ミィが更さらに続けてくる。

「あと、ごめんね、たすくロボ。……ばくはつする『みせば』まで、いけませんでした」

「…………！」

　ツッコみたくて頰ほおがひくひくする。……ニヤァと笑うミィ。こ、こいつ……！　この沈ちん黙もくルールを早くも利用し始めてやがる、だと!?　やはり「ママ」の血族だけあるな！

　更に、ミィは続けてくる。

「ちなみに、『ママ』ですけど、じつはミィの『ははおや』ではなくて、なんと……」

『…………』

「あ、やっぱり、このはなしは、ここまでにしましょう」

『（焦じらしやがった！）』

　確かに年ねん齢れい的にも空気的にも親子っぽくはなかったけども！　なんで無む駄だに謎なぞめかせたんだよ、こいつ！

　ぐぬぬと唸うなる男子五人を見て、ミィが……ケラケラと無む邪じや気きに笑う。




「ほんとうに、ありがとうね、おにーさんたち。ミィ……とてもたのしかったよ！」




『っ！』

「じゃあね、おにーさんたち！」

　最後にそう言って、大きく手を振ふってから「ママ」の下に走るミィ。

「……本当にキッカリ三十秒で纏まとめるたぁ、流石はオレ様の所有物だな、美衣。オレ様の中でのお前の評価を、五点程ほど上方修正してやろう」

　言って、妙に優やさしくミィの頭を撫でる「ママ」。ミィはくすぐったそうにはにかむ。

「えへへぇ、どうもどうもです、ママ」

「……ふむ。ただ、呼び方が直らない件で、二十点程下方修正だな」

「ええ!?　なんかマイナスてん、おおきくないですか!?」

　そうして、わいわい「ママ」と楽しそうに話しながら、手を繫つなぎ、去って行くミィ。

『…………』

　俺達はそれに対し、なんの言葉もかけられないのが悔しくて……だけど……だからこそ、その分、全員で、ぶんぶんと、さっきのミィに負けないぐらい手を振って返してやった。と、その甲か斐いあってか、途と中ちゆうで一回振り返ったミィが、「ママ」にバレないようこっそりと手を振り返してくれた。たったそれだけのことが……俺達は、たまらなく、嬉うれしくて。

『…………ふふ』

　思わず、全員で充じゆう足そくした笑えみを漏もらしてしまう。……そう「全員」で、だ。…………。

『…………!?』

　思わず背後を振り返る、俺、雨野、三角、光正の四人。と、そこには……若干緩ゆるんでいた顔を、慌ててしかめ面つらに直して咳せき払ばらいする加瀬さんの姿があった。

「……よ、ようやく解決か。やれやれ、せいせいするな」

『ああ、そうですね──』

「おい貴様らなんだ、その妙に優しい目つきは。やめろ」

『別に、なんでもないですよ。…………がくとおにーさん』

「良かろう、戦争だ」

　瞬しゆん間かん、一体どこから出したのかガシャガシャと銃じゆう器き（モデルガンだと信じたい）を取り出す加瀬さん。俺達はそれを全員で真しん剣けんに宥なだめる。

　そうして多少場が落ち着いたところで、改めて三角が大きく息を吐はきながら愚ぐ痴ちるように呟つぶやいた。

「しかしあの『ママ』さんとやら……なんでしょう、こう言っちゃなんですけど、『暴君』という表現がぴったりの方でしたね。ある種、加瀬先せん輩ぱいっぽいというか……」

「貴様はオレをなんだと思っているんだ三角。しかしまぁ、その言い分は悔しいが分からないじゃないがな。あれは……確かに、オレ側の、人種だろう」

「？　加瀬先輩側って？」

　きょとんと首を傾かしげる三角に、加瀬さんは淡たん々たんと応じる。

「隙すきあらば物事を『闘とう争そう』へと持ち込み、最後には敵を徹てつ底てい的てきに屈くつ服ぷくさせなければ気が済まない実力者。謂いわば──鬼き神しんの類たぐいだな」

『…………』

　その言葉に俺達は一瞬息を吞のみ……。……そして数秒後、全員、同時に呟いた。

『なんて恥はずかしい表現を堂々と……』

「よし貴様ら、そこに並べ。銃殺に処す」

『銃殺に処す』

「……！　こ、殺す！」

　加瀬さんがいよいよガチギレして再び俺達に襲おそいかかり、俺達はきゃーきゃー騒さわぎながら逃にげ回る。そんな茶番を演じながらも……俺達は本当は、気づいていた。

「（闘争へと持ち込みたがる……か）」

　その言葉が、茶化さずにはいられない程に、的を射ていたことに。一歩間ま違ちがえば、俺達は、あの人と「こと」を構えて──きっと、ミィとろくでもない別れ方をする結末に至りかねなかったことに。

　俺達は加瀬さんの気が収まるまでひとしきり逃げた後、今一度ゲーセンの入り口前へと再集合した。

　そうして俺は。こほんと咳払いしてから、場を代表して解散の号令をかける。

「えー、なんにせよ、迷子に関しては無事解決ということで。これにて解散しましょうか、皆みなさん。……お疲つかれ様っした！」

『うーい、お疲れーっす』

　そうして、ゆるゆると解散していく男子五人。美衣の時とは違って、感かん慨がいもへったくれもない解散だった。そりゃ五名中四名は同じ高校だし、残り一人に関しては雨野の弟だからな。必要以上に別れを惜おしむ感じでもない。

「おい三角、それで、オレにオススメのゲームとやらはどこだ？」

「ああ、そうでしたそうでした。こっちですよ、加瀬先輩」

　そうして早さつ速そく「本来の目的」を果たすべく目の前のゲーセンに入店していく三角と加瀬さん。

　なんとなく彼らの背を見送ったところで、光正が「で」と俺に切り出してきた。

「オレ達どうします、兄の当て馬の方」

「当て馬言うな。まあ……正直、もう今いま更さらお前とガチ対戦するモチベにゃ戻もどれないわな」

「ですよね。オレもです。じゃあ……解散ということでいいですか？」

「ああ、そうだな。じゃ、俺は本来の目的通り、軽く買い物して帰るけど……」

　そう言って、脇の雨野を見る。

「お前は、どうするんだ？　なんだったら、少し一いつ緒しよに──」

　俺がそう切り出そうとするも、しかし雨野はすぐに首を横に振ってきた。

「あ、ごめん上原君。僕は真っ直すぐ帰るよ。余計なこと、せずにさ」

「あ……ああ、そうか？　ならいいけど……」

　俺が引き下がると、雨野はそのまま光正に話を振る。

「あ、光正も一緒に帰るかい？」

「え？　あー……お、オレも、もうちょっと街うろついてからにしようかな」

　まだ何か「仕込み」でも狙ねらっているのか、歯切れの悪い光正。

　しかし雨野は必要以上にそこにツッコむこともなく、「そっか」と、これまた実にあっさり引き下がった。

「夕飯までには帰ってくるんだよ。光正」

「う、うん」

「じゃあ……二人とも、さようなら」

『さ……さようなら』

　光正と二人、淡々と……それでいて颯さつ爽そうと去って行く雨野を見送る。

　…………。

　そうして、彼の姿が見えなくなったところで……光正がぽつりと、俺に、珍めずらしく真ま面じ目めなトーンで切り出してきた。

「……上原さん。今日のうちの兄……どう、思いました？」

「え？　ど、どうって……」

　俺が、何を訊きかれているのか分からずに戸と惑まどっていると、光正は嘆たん息そく交じりに小さく呟いてきた。

「……なんか……兄がいたにしては、思ったより、事態がこじれなかったですよね……」

「……え？」

　言われて、俺はハッとする。……確かに、そうかもしれない。アイツは今日、確かにトラブルには巻き込まれたし、それの解決に向けて奔ほん走そうもしてくれた。けれど……それだけ、だった。特に「今思えば」違い和わ感かんをおぼえるのは……。

　光正が、雨野の去った方角を見つめながら呟く。

「特にミィの『ママ』さん。彼女なんかとは、絶対モメると思ったんですけどね……」

「た、確かに……」

　俺でさえキレかけた場面もあったのに、今日の雨野は妙みように大人しかったというか……。

　光正が、大きくため息をつく。

「いやオレは別に、兄にトラブル起こして欲しいわけじゃないんですよ？　実際今日兄があの『ママ』さんにつっかかってたら、ミィも含ふくめてみんな、迷めい惑わくしたでしょうし。とても賢けん明めいな判断だったと言っていい」

「まぁな。……そういう意味じゃ、成長したんじゃねぇの、雨野も」

「成長、ですか……。そうですね……」

　そう結論しながらも、俺と光正は二人ともイマイチ納なつ得とくできずにモヤモヤとしてしまった。……確かにアイツの今日の行動は、全部「正解」だった。圧あつ倒とう的てきに正しい。余計なトラブルを起こさなかったし、かといって、他者への配はい慮りよを欠いていたわけでもない。それはきっと、人としての「成長」と呼んで差し支つかえないことなのだろう。……そのはずだ。

　…………。

　俺はふと急に思い出したことがあって、隣となりの光正に呟く。

「そういや、なんか雨野さ。……亜あ玖ぐ璃りと会うの、しばらく、控ひかえるらしいぜ」

　俺のその報告に、光正はヘラヘラと笑って応じる。

「へぇ、そいつぁ吉きつ報ぽうだ。亜玖璃さんも兄の『友人』としては尊敬するオレですが、とはいえ、千ち秋あきさんとのトラブルになりかねない要因が少ないにこしたことないですからね」

「ああ、お前としては。そうだろうな」

「上原さんだって。カノジョさん……いや元カノさんか。とにかく想おもい人に対する余計な嫉しつ妬とや心配をする機会が減って、万ばん々ばん歳ざいじゃないですか」

「……まぁな。……そういう意味じゃ最近の雨野は、概おおむね全方位に対して、いい感じだよな、うん」

「……ですね」

　二人、なんとなくそこで会話が止まってしまう。

　結局、それ以上二人でいる理由もなかった俺達は、挨あい拶さつもそこそこに別れた。

　俺は一人元の目的通りメンズ服を見に行ってみたものの。

「…………」

　しかし、どうにも気分が乗りきらない。

　結局買い物は三十分程度で早々に切り上げ、俺は駅前から自宅方面に向かうバスへと乗り込んだ。

　ガラガラの車内で後方のシートに着席し、すっかり暗くなった町並みをなんとなくぼんやりと眺ながめて、今日一日に思いを馳はせる俺。

「（雨野景太の成長……か。……。ああ、そういやミィ、ちゃんと家に帰れたかな）」

　そんなとりとめもない思考をしていると、ポケットの中でスマホがぶるっと振しん動どうする。確かく認にんすると、メッセージが十数件溜たまってしまっていた。

　慌あわてて内容をチェックする俺。が、結局はその殆ほとんどが、亜玖璃からの「これからおやつー」みたいなどうでもいい日常報告だった。ほっと胸をなで下ろす。

　……まぁ、そんな「どうでもいい日常報告」を自分にくれることこそが、恋こいする身として、たまらなく嬉しくもあるんだが。

　俺は雨野に関するモヤモヤをすっかり忘れ、すっかり幸せな気分で亜玖璃に返信を打ち始める。

　と、その最さ中なか……ふと、俺の中で、小さな……極きわめて小さな、殆どどうでもいいとさえ言える発見が、あった。

　俺は愛いとしい元カノに返信を打ちながら、バスの中で誰だれにともなくぽつりと呟く。




「そういえば、どことなく、亜玖璃に似てたのか…………あの『ママ』さん」




　…………。

　そんな、俺本人さえもすぐに忘れてしまう程ほどの「どうでもいい発見」が。




　後にどれほど重要な意味を持つかなど──俺はまだ、その時は知る由よしもなかった。








【天てん道どう花か憐れんとスコアアタック】






　ゲーム部の半ば封ふう印いんされたロッカー内に鎮ちん座ざましましていたカビ臭くさいダンボール。

　それを思い切って開かい封ふうしたその瞬しゆん間かん──私は思わず手を叩たたいて喜んでしまった。

「あら懐なつかしい！」

　そんな私の歓かん喜きを受け、同室にいる三名の部員達はと言えば……。

「…………」

「…………チッ」

「あ、ど、どうされましたか、天道さん？」

　三名中二名が無視、うち一人は集中を切らされた腹いせに悪態までつくという、中々に末期なリアクションを返してきた。立て付けの悪い窓の隙すき間まから差し込んでくる一月下げ旬じゆんの寒気が身に染しみる。

　私が思わず嘆息していると、この部唯ゆい一いつの常識人……三み角すみ瑛えい一いち君が、自分のゲームを中断して、部屋の隅すみにしゃがんでいた私の下へと近付いて来てくれる。

「なにか、いいもの見つかりました？」

　そう言いながら中ちゆう腰ごしになって、私の開封していたダンボールを覗のぞき込む彼。

　私はそれに「ええ」と応じながら、中に収められていたゲームハードの一つをそっと手に取った。

「これ、私が小学生の時にやってた、割と短命のゲームハードなんだけど……知らないかしら？」

「はぁ……すいません、ボク、なにぶん記き憶おく喪そう失しつなもんで」

「そ、そうだったわね。ごめんなさい」

　相変わらず中身が常識人な割には、プロフィールがブッとんでいるのよね、三角君。

　私はこほんと咳せき払ばらいをすると、ハードを持ち上げうっとりと眺めた。

「見て、これ、カセットなのよ、カセット！……あぁ、ディスク全ぜん盛せいのあの時代に、なお、あえてカセットで勝負したその心意気。……震ふるえるわよねぇ」

「いやそういうロマンはボク、全然分かりませんけど……」

　三角君は苦く笑しようしてから、話を少し切り替かえてくる。

「でも、どうしてそんな古いものが部室に？　この部って、天道さんがこの春に起たち上げたんじゃなかったでしたっけ？」

「ああ、それね。そういえば貴方あなたにはきちんと説明していなかったかしら」

「？　というと？」

　不思議そうに首を傾かしげる三角君。私は一いつ旦たんゲーム機をそっと元の位置に戻もどすと、彼を振ふり向いて説明した。

「以前、ちらっとは説明したと思うのだけれど、音おと吹ぶき高校のゲーム部って、こうして私が改めて作る以前にも、ちゃんとあったのよ。それこそ凄すごく強くて有名だったのが」

「ああ、そういえばそんなこと言ってましたね。でも、天道さんが入学する前になくなったとか……」

「ええ、そうなの。で、仕方ないから、一年生の時に私がかけずり回って……主に加か瀬せ先せん輩ぱいとニーナ先輩の説得にそれはもう多大な労力を費ついやして、なんとか二年の春から正式に復活するに至った、というわけ。ちなみに先輩たるこの二人も、私が声かけるまでは本当に『孤こ高こうのプレイヤー』だったから、やっぱり先代のゲーム部との絡からみは一いつ切さいないわ」

「はぁ。……ではやはりうちと先代とは、完全に隔かく絶ぜつしちゃってるんですねぇ」

　少し寂さみしげに呟つぶやく三角君。私はしかし、彼に「それなんだけどね」と笑いかけた。

「一いち概がいに、そうとも言い切れなくてね。確かに貴方の言うように、先代との直接交流は一切なかったわ。けれど……物理的には、多少、引き継ついだものもあるのよ」

　そこまで説明したところで、三角君がピンときた様子で呟く。

「あ、もしかして、この部室ですか？」

「その通り。確かに私の入学時にもう『ゲーム部』はなかったのだけれど、不幸中の幸いで、この空き部室を使いたがる他部活もなかったみたいでね。結果、私がゲーム部を復活させるその時まで、この部室の状態は殆どそのまま保存されていた、というわけ」

「なるほど。じゃあ、その昔のゲームが入ったダンボールは……」

「そ、先代の遺物。まあゲームっていう高価なモノがモノだけに、基本的には先代の部員達にソフトやハードが分配されたらしく、あまり多くは残っていなかったのだけれど……。こういう、貰もらい手がつかないようなモノがいくつかは、残されたみたいね」

　言いながらダンボールの中を漁あさる。さっきピックアップした古いハード以外は、基本的に雑多な用よう途と不明のケーブル類だらけだった。……収しゆう穫かくとはとても言いがたい。

　その様子を私の背後から眺めながら、三角君がなにやら納得した様子で呟く。

「ああ、こういう微び妙みような内容物であることが概ね予想されてたから、今の今まで、天道さんもわざわざ開封しなかったんですね」

　私は改めてケーブル類をかきわけながら「そうなの」と頷うなずく。

「最初のうちは他ほかにすることがいくらでもありましたしね。それこそ勧かん誘ゆうとか。ただ……その、この部室の惨さん状じよう的に、流石さすがにそうも言ってられなくなってきましたので……」

「ああ……」

　部室を見み渡わたし、苦笑する三角君。というのも……このゲーム部室は現在、雨あま野の君が最初に見学に来た時とは比べものにならないほど、「モノ」に溢あふれている。

　ソフトやハードは勿もち論ろん、各種コントローラーやら、大会の優勝トロフィーやら。

　馬ば鹿かみたいに腕うでの立つ部員達が、各おの々おの勝手に大会で成績を残しては、その副賞やら賞金やらを全部この部の環かん境きよう充じゆう実じつに注ぎ込んでしまうため、この部にはどうしたって加速度的にモノが増えて行ってしまうのだ。

　そうして遂ついにはこうして……部長たる私自ら、先代の遺のこした謎なぞのダンボールを処分して少しでも空きスペースを確保する運びとなったわけで。

　それにしても、懐かしのハードが出てきたのは私にとって思わぬ収穫だった。

　私は引き続き、このハードのケーブル類や、ソフトはないものかと更さらにダンボールを漁りにかかる。そうして、約十分後……。

「……揃そろった……」

　意外にも、このハードで遊ぶための一式が、全すべて、ちゃんとこのダンボール内のみで揃ってくれた。三角君がぱちぱちと拍はく手しゆしてくれる。

「おー。なんか、こう『なんで○鑑かん定てい団』的感動がありますね、これ」

「そうね。……カセットも、一つだけとはいえ、ちゃんと入っていたし」

「ですね。パッケージを見るだに、シューティングゲームみたいですが……」

　三角君がソフトの箱を興味深そうに眺める。私は嬉き々きとして解説を始めた。

「ええ、そうよ。厳密にはレール移動タイプのアクションシューティングね。大量の敵の中を主人公が自動で駆かけ抜ぬけて行く中、プレイヤーは『キャラの左右移動』『照準』『ショット』『近接攻こう撃げき』を担当して、ステージをクリアしていくの。成長要素なんかは一切なくて、基本ゲーマー向けと思いきやイージーモードによって間口が──」

　と、そこまで説明したところで、ふと、背後で「失礼します」のかけ声とともに部室の戸が開く気配がした。

　振り返ってみれば、そこにいたのは……。

「あら、雨野君。どうしたのかしら？」

「あ、天道さん。お疲つかれ様です。えと、すいません、部活動はそろそろ終わりかなと思って、お迎むかえにあがってみたんですけど……まだ早かったみたいですね」

　絶賛活動中の部室風景を眺めて、恐きよう縮しゆくする雨野君。そんな彼の「努力」を見て、私も思わず少しだけ胸の鼓こ動どうを速めてしまう。

　実はここ最近……冬休みが明けてからというもの、雨野君はこうして積極的に私を下校に誘さそってくれている。本来、このゲーム部に顔を出すのはあまり得意じゃないであろうハズなのに……だ。

　雨野君は頰ほおを搔かき、半歩下がる。

「えっとじゃあ僕、もう少し教室で待ってますんで、終わったら声かけて下さ──」

「いや待て雨野景けい太た」

　彼が帰りかけるのを、意外にも加瀬先輩が引き留めた。彼はＦＰＳに使っていたマウスから手を離し、雨野君の方に体を向けて淡たん々たんと提案する。

「どうせ天道を待つなら、ここにいればいいだろう。その方が効率的だ」

「え？　いや、でもお邪じや魔までは……」

「ハッ、貴様がいる程度でオレのプレイに影えい響きようが出るわけがないだろう。侮あなどるなよ」

「す、すいません。じゃあ、お言葉に甘えて……」

「……ああ」

　そう言って、眼鏡をくいっと上げてゲームに戻る加瀬先輩。

　……そのあまりに意外な雨野君への対応に私が驚おどろいていると、三角君が、こっそり耳打ちしてくれた。

「あれで雨野君のこと、実はもう『友人』ぐらいには思っているみたいですよ、加瀬先輩。先日、わざわざ駆けつけて貰った借りもありますし……」

「先日の借り？　それはよく分からないけれど……雨野君を受け入れているのは確かなようね、加瀬先輩。……さっき、私には舌打ちしたクセに……」

「あは、は。そ、それはそれで、ほら、気を許している証あかしかと……」

　三角君がそう苦笑したところで、雨野君が私達の下までやってきた。彼は三角君に挨あい拶さつをすると、すぐに目の前のダンボールに興味を示してくる。そして……。

「ああっ、これは！　ディスク全盛のあの時代にさえ、あえてＲＯＭカセット方式を貫つらぬいた最高のハードじゃないですか！　いやぁ、その心意気には、震えますよねぇ！」

「そう！　そうなのよ雨野君！」

　私は思わず目をキラキラとさせて彼を振り返り、そして二人、ガッチリと手を握にぎり合う。

　と、その隣となりで三角君が一人、呆あきれたように呟いていた。

「……あの、お二人って今、確か、別れているんです……よね？」

　しかし、最も早はや私達の耳に彼の言葉は殆ほとんど入らない。

　私が先さき程ほど三角君にしたのと同じ「先代」の説明を一通り雨野君にも伝えると、彼もやはりそこにロマンを感じたらしく、いっそう目をキラキラと輝かがやかせ始めた。……私は、それがなんだか、たまらなく嬉うれしくなる。

　そうして雨野君はソフトのパッケージに気づくと、更に声のトーンを上げた。

「ああっ、このソフトは！」

「そう、そうなのよ雨野君！　あの隠かくれた名作《神と悪》なのよ！」

「こ、これは滾たぎりますね！　渋しぶい！　一本だけ入っているソフトがこれとか、もう！」

「分かる!?　分かっちゃいますか、雨野君！　そうなんですよ！　ああ、もう！」

　遂には二人でソフトのパッケージを一いつ緒しよに手に取り、それをまるで我が子のように見つめて、うっとりする私達。

　……と、また三角君が額に手をやって何か呟いていた。

「ボクの中で今、恋こい人びとや友達という言葉の定義が、大分ゆらぎ始めていますよ……」

　どうやら、個人的な悩なやみの話みたいだ。私達には関係ない呟きだろう。

　と、そこでふと雨野君が何かに気づいたように切り出してきた。

「あ、ところでこの《神と悪》って、確か……スコアのセーブデータは、このＲＯＭカセット自体に保存される形式じゃありませんでしたっけ？」

『……え？』

　雨野君のその発言に、私と三角君は思わず顔を見合わせ、そして訊たずね返す。

『それって、つまり……』

「ええ」

　雨野君は笑え顔がおで頷くと、自身もまた「興きよう味み津しん々しん」といった様子で、その「可能性」を口にしたのだった。




「うまくいけば、例の『先代ゲーム部』の方々のハイスコアが、登録されているかと」




　　　　＊




　結論から言って、雨野君の推測は完全に正解だった。

「……このスコアって……」

　ゲーム部の片かた隅すみでＳ端たん子しケーブル対応のモニターにハードを繫つなぎ……コントローラーを手に持つ私を中心として三人、食い入るように画面を見つめる。

　と、三角君が嘆たん息そく交じりに訊ねてきた。

「……すいません、ボク、経験がないのでこのスコアが凄いのかどうかも分からないんですが……どうなんですか、二人とも？」

『えっと……』

　いくら私と雨野君といえども、流石に数年前にやったきりのゲームにおけるスコア基準まで明確には覚えていなかった。いなかったのだけれど……。

　雨野君が、三角君に返す。

「凄すごいかどうかはさておき、とりあえず、ちゃんと保存されているのは確かかな。ほら、この手のゲームによくある英字三文字登録が、全部『ＭＡＩ』ってなってる。初期状態だと、確か『ＣＯＭ』の表記で区切りのいい点数が並んでいた気がするから……」

「ああ、なるほど。つまりこれが先代の誰だれかのプレイ記録であることは、ほぼ間ま違ちがいないわけだね。でも問題は……」

「うん、この記録がどの程度のものなのかってことだけど……イマイチ基準がねぇ」

　雨野君がそう嘆息したところで──私はスコア画面を閉じた。そうして、タイトル画面に戻もどって「ＮＥＷ　ＧＡＭＥ」を選びつつ、二人に提案する。

「ちょっと、私が一周だけ、通してやらせて貰っていいかしら？　イベントスキップすれば、一時間もかからないで終わるハズだから……」

　その提案に、二人は即そく座ざに頷うなずいて『もちろん』と応じてくれる。どうやら彼らも、私同様、先代の実力には多大な興味があるらしい。

　私は二人に礼を言うと、一度深呼吸して、深く集中した上で……ゲームを開始した。

　そうして、約四十分後。

「ふぅ、クリア……と」

「凄いですね天道さん！」

　集中状態を解いて額の汗あせを拭ぬぐう私を、雨野君が笑顔で労ねぎらってくれた。

「こういうシューティングって基本的に『パターン覚えてからが本番』っていう側面が強いのに、まさかこんな殆ど初見みたいな状じよう況きよう下かで、一度もゲームオーバーにさえならずクリアしちゃうだなんて！」

「ありがとう。まあ確かにステージ構成なんかは全然覚えていなかったのだけれど……操作感覚は途と中ちゆうで思い出したから、自分でも意外と上手くやれたと思うわ」

　私がそう微笑ほほえむと、三角君が頷いて返してくる。

「これ、スコアもかなり期待していいんじゃないでしょうか」

「ええ。今の私なりのベストは尽つくせているはずだから、そうね」

　そんなやりとりをしている間にも、画面の中では最終スコア累るい計けいが発表される。

　そこに記されていた数値は……。

『約六千万点……か』

　多分、いい点数だとは思うのだけれど……どうかしら。先代の点数は漠ばく然ぜんと見ただけだったから、具体的に覚えていないし。

　とりあえず私はネーム入力に「ＴＥＮ」と入れ、スコアランキング画面へと飛ぶ。

　いよいよ先代の実力が判明する時。果たして、私は先代の最高スコアを超こえられたのだろうか？　ちょっとだけ自信は、ある。

　私達三人はうずうずと結果発表を見守り、そして──

『……え』

　──愕がく然ぜんとした。

「……噓うそ、でしょう？」

　私は思わず、コトリと、机にコントローラーを置いてしまう。雨野君と三角君もまた、言葉を失ってしまっているようだった。

　……私達が驚いたポイントは、大きく分けて、二つ。

　まず──このゲームのハイスコアは、基本的に上位八位までが登録されるのだけれど。……そもそも、今回私のスコアは、その上位八位にさえ、入れていなかった。つまり、問題外。トップを競きそう舞ぶ台たいにも立ててない。

　ただ……これに関しては、まだいい。シューティングのスコアアタックにおいて、やりこんだ人間に、ほぼ初見の人間が勝とうなんて言うのが、おこがましいのだ。

　だから、ランキングに入れなかったこと自体は……まぁショックだったけど、まだいい。本当に問題なのは……。

『……三億……点……？』

　その上位八位全すべてが、私の成績たる「六千万点」の五倍以上の点数……三億点オーバーを叩たたき出しているという事実であり。

『…………』

　これには、三人とも、啞あ然ぜんとする他ほかなかった。

　実際……私は今回、殆ど初見だったとはいえ、大きなミスはしていないし、そこそこ上手うまいプレイをしていたハズなのだ。なのに……この、あまりに絶望的な大差。

　完全に、鼻をへし折られた気分だった。

　思わず俯うつむいてしまう私。雨野君と三角君の二人が、慌あわてた様子でフォローしてくる。

「い、いや、ほら、とはいえファーストプレイですもん！　そりゃ……ねぇ？」

「だ、だよね雨野君！　やりこんだ人と比ひ較かくしても仕方ないですよ天道さん！　きっと天道さんだって、あと数回やれば、これぐらいは全然──」

「──無理だと思うわ」

　しかし私は、フォローの言葉をバッサリ切る。……だって、今の今までプレイしていた私自身が……この実力差を、一番、よく分かっているから。

　私は思わず親指の爪つめをギリッと嚙かみしめながら画面を睨にらみ付ける。

「……私、今思い出したのよ。昔コレを一いつ生しよう懸けん命めいやりこんだ時の自分のハイスコアが……精々、一億ジャストぐらいだった、ということを……」

「で、でもそれ、天道さんが小学生ぐらいの時の話ですよね？」

「……ええ、そうね、雨野君。…………そうね…………」

　私はそう答えながらも、どんよりとした視線でスコア画面を睨み続ける。……自分のスコアがまるでゴミ扱あつかいの、惨さん状じようを。…………。

「おい、天道、流石さすがにそろそろ今日の部活、締しめるぞ？」

　と、背後から加瀬先せん輩ぱいの声が飛んできた。どうやら部活終しゆう了りよう時間らしい。

『…………』

　……なぜか雨野君と三角君が恐おそる恐る私の様子を窺うかがっている。

　しかし私はと言えば、部活の終了宣言に対して──

「はい、分かりました」

　──にっこり笑顔で、素す直なおに応じた。雨野君と三角君がなぜかホッと息を吐はく。

　私はニコニコとゲーム機の電源を切ると、ニコニコとソフトを抜ぬき……そしてニコニコとケーブル類を取り外し、ニコニコとそれらを小さな空きダンボールに詰つめ直し、更さらにニコニコと──

「よいしょ」

『──え』

　──そのダンボールを、小こ脇わきに抱かかえた。

　雨野君と三角君が額にだくだくと汗を搔かく中、私は加瀬先輩に許可を求める。

「あの、先輩、不ぶ躾しつけなお願いなのですが……このハードとソフト、一時的に持ち帰らせて貰もらってよろしいでしょうか？　部活のある時は、ちゃんと部室に持って来ますので」

「？　ああ、まあ構わないんじゃないか。他に誰か使うわけでもなし」

「ありがとうございます。では……ほら、行きましょうか、雨野君」

「……へ？」

　なぜか気の抜けた声を返してくる雨野君。私は思わず小首を傾かしげる。

「？　今日は一緒に帰って下さるのでしょう？」

「え、あ、まあ、はい……」

　言いながら、雨野君の視線はなぜか私ではなく、箱の方に注がれていた。なぜか三角君まで同様の視線を私の抱える箱に注いでいる。……どうしたのかしら？

　私は二人にくすっと微笑むと、「ほらほら」と帰宅のために退室を促うながした。

「もう部室閉めますから、二人とも。先、出て下さいな」

『あ、はい……。…………。…………』

「？　どうしたのですか、二人とも。そんなに熱い眼まな差ざしをこちらに注いで……」

『いや、あの……。………………』

　二人はなぜか、私の顔と箱を交こう互ごに窺い……そうして、まるで絞しぼり出すように、一言だけ、呟つぶやいてきたのだった。




『……………………ちゃんと、寝ねて下さい、ね？』




「……ふふっ、二人がなにを言っているのか、私には全然分からないわねぇ、ええ」

　視線を逸そらしながら答える私。……私をジトッと見つめ続ける、二人。

　…………。

　……なにはともあれ、こうして私、天道花憐の──




　──睡すい眠みん時間を大おお幅はばに削けずる日々の幕が、切って落とされたのだった。




　　　　＊




　週末を利用することで、アクションシューティングゲーム《神と悪》の「勘かん所どころ」に関してはすぐに摑つかみ直すことができた。

　被ひ弾だんしない、敵を討うち漏もらさない、アイテムを逃のがさない。

　全てのシューティングゲームにおける基き礎その基礎みたいな話だが、だからこそ、同時に極ごく意いにも近い基礎だ。ハイスコアを狙ねらうに当たって最も大事なことであり、だからこそ、これらを完かん璧ぺきにこなせるならばもう、基本的に「最終的に目指すべき場所」は近い。

　──そのはず、だった。




「い、一億三千万点、ですか……」

「ええ……そうなの」

　目の下にクマを作り、げんなりと肩かたを落としながら嘆たん息そくする私。雨野君が心配そうに隣となりから見つめてくる。

　月曜の放課後。珍めずらしくゲーム部もゲーム同好会もなかった本日。

　私は「しめた」とでも言わんばかりに、一秒でも早く帰宅すべく、バスも待たずに帰路についたわけなのだけれど──まるでそれを予測していたかのように下げ駄た箱ばこで待ち伏ぶせしていた元カレさんに遭そう遇ぐう。「送ります」とやたら強い目で言いきる彼に押し切られるカタチで、私達二人は、住宅街方面へと延びる道を歩いていた。

　────早足で。

　隣で軽く息を切らしつつ、雨野君が続けてくる。

「ええと……確か先代の『ＭＡＩ』さんは、三億点オーバー、なんですよね？」

「ええ」

「だけど、現時点で天道さん的には、完璧なプレイングしているんですよね？　なのに、一億三千万点、なんですよね？」

「ええ」

「……えっと、それ、どうしてですか？」

「分からないわ」

　私はそう言って、思わずニィッと口の端はしをつり上げる。

「ホント、まるっきり、分からないの。それはもう。お手上げよね、正直。ええ」

　言いながらも、どんどん頰ほおが緩ゆるんできてしまう。思わず親指の爪を嚙む。

　……ダメだ、今すぐにでも検証にかかりたい。このゲーム、一昔前のものだけにネットにもあまりスコアアタックの攻こう略りやく記事が見当たらない。だから、本当の意味で自分の力で活路を切り開かなければいけなくて。

　それが今の私には、たまらなく……。

「……あまり無理、しないで下さいね、本当に」

「え？」

　見れば、隣で雨野君が心底心配そうに私を見つめてきていた。

　私はハッとして、慌てて歩調を緩めながら彼に応じる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ雨野君。私、天道花憐は、『自制』にはちょっと自信があるの、ええ！」

「……ならいいですけど」

「ええ、いいのよ！　というわけで、ほら、さっさと先に行くわよ、雨野君！」

「え？……いえ、あの、天道さん？」

「え？　な、なにかしら？」

　慌てて髪かみを手て櫛ぐしで整えながら彼を振ふり返る。……と、雨野君はそっと自らの右側を指さし、おずおずと指し摘てきしてきた。

「ここ、もう、ご自宅の前ですけど……」

「え？」

　言われて見れば、確かにそれは……天道家だった。考え事をしながら早足で歩いていたせいで、まるで気づかなかった。

　私は「あは、は」とぎこちなく笑って、彼に返す。

「わ、分かってるわよ、勿もち論ろん。ええ、分かってますとも。ここが、かの有名な美少女ゲーマー、天道花憐、その人の生家ですよね、ええ。一度来たかったのよねぇ、ここ」

「いくらなんでも混乱が深すぎませんか、天道さん」

　雨野君のツッコミを受け平静を取り戻もどした私は、こほんと軽く咳せき払ばらいする。……うん、仕切り直さないと。

　私は笑え顔がおを作り直すと、改めて雨野君に切り出した。

「それでは、今日のところは──」

　──と、しかし、そこまで言ったところで、私はハッとする。

「（ち、違ちがうでしょ、天道花憐！　雨野君、わざわざ私を家まで送ってくれたのよ!?　そして、時間もまだ早いのよ!?　だったら本当は……！　いくら、一人でゲームしたくたって……！）」

　私は別れの言葉を一旦のみ込むと、慌てて、それを誘さそいの言葉へと変へん換かんして吐き出す。

「──う、うち、寄っていきませんか、雨野君？」

「…………えと」

　瞬しゆん間かん、雨野君は一瞬だけ嬉うれしそうにするも……しかしなぜかすぐに、それを苦笑いへと変えてきた。

「あー、いえ、遠えん慮りよしておきます。うち、今日軽く家族で出かける用事あるんで」

「そ、そう？　それはその……残念ね」

　そうは言いながらも、でも、心の中には確かに、今日は《神と悪》に専念したかった自分もいて。

「えと、じゃ、天道さん、また明日あした、学校で！」

「え？　あ、うん、また、明日……」

　私がモヤモヤ考えてしまっている間にも、雨野君は笑顔で手を振り、颯さつ爽そうと去っていってしまう。

　私は彼の背中が見えなくなるまで見送った後……一人、ぽつりと呟く。

「雨野君……もしかして、気を遣つかってくれたのかしら……」

　まるでさっきの彼は、私が本当は今すぐにでも《神と悪》のプレイに戻りたがっているのを察してくれていたようだった。その上で、私に罪悪感を抱いだかせないよう、自分側に用事があると言って去っていってくれた。

　それは……なんとも、気の利きいた、とても優やさしい心遣いだ。まるで、雨野君じゃないような。……少なくとも、私からのゲーム部への勧かん誘ゆうを、ソシャゲの救きゆう援えんボタンを優先して拒きよ絶ぜつした、実に失礼なあの頃ころとは全然違う、そう、言うなれば格段に成長した……。

　…………。……………………。

「花憐？　どうしたの？　家の前でボーッとして」

　と、背後から突とつ然ぜん声をかけられる。振り返ってみれば、玄げん関かんから顔だけ出した母が怪け訝げんそうにこちらを窺うかがっていた。外から私の話し声が聞こえて様子を見にきたのだろう。

　私は一つ息を吐はくと「なんでもない。ただいま、お母さん」と笑顔で応こたえ。

　そうして──《神と悪》の待つ自宅へと、足を踏ふみ出したのだった。




　　　　＊




　結局それから三日間、私のスコアは殆ほとんど伸のびなかった。些さ細さいなプレイミスや敵撃げき破は順を多少改善してはみたものの、その程度では精々一割弱の伸びが限度。

　一億四千万点まで達したところで、いよいよ私の正当なプレイスタイルには完全なる限界が来てしまった。

　そうなるともう、私がここから更に二倍以上スコアを伸ばすためにやれることは──限られている。




『同好会による斬ざん新しんな発想が欲ほしい？』

「そうです」

　親愛なるゲーム同好会の皆みんなに向かって、私は力強く頷うなずき返す。

　一月第四週、木曜日の放課後。私、天道花憐はいよいよ、友人達にアドバイスを求める決断へと踏み切った。それも、ゲーム部ではなく、ゲーム同好会の面々に、だ。

　私の要よう請せいを聞き終えた千ち秋あきさんが、そぉっと手を挙げて発言する。

「あのあの……その、自分達が花憐さんに協力することについては、全然、やぶさかじゃないんですけど……」

「ありがとう、千秋さん。頼たのもしいわ」

「いえ、そんな。で、でもでも、あの……なぜ、自分達『同好会』を選んだんでしょうか？　それも、わざわざ『ここ』を使わせて貰もらってまで……」

　そう言ってキョロキョロと周囲を見回す千秋さん。と、他の面々もそわそわと落ち着かない様子を見せ始めた。

　それもそのはず。なにせここは、いつも同好会を行う二年Ｆ組ではなく──ゲーム部の、部室なのだから。

　私は彼らを落ち着かせるように微笑ほほえみ、説明を再開する。

「まず場所を『ここ』に設定したのは、単純に、プレイ環かん境きようがあるからです。皆みなさんの意見を聞きつつ、実際にプレイしたかったので」

　私の説明に、今度は上うえ原はら君が「それは分かったけどよ……」と応じてくる。

「わざわざゲーム部の活動を休止してまでやることか？　それこそ、加瀬さんなりニーナさんなり三角なりの方が、ことゲームの攻略に関してはよっぽど頼たよりになるだろう？」

「それが、実際そうでもないのよね」

「？　というと？」

「確かにゲーム部の面々は皆エキスパートだけれど……基本的にワンジャンル特化型であり、そして、残念ながらこの手のアクションシューティング専門の部員はいないのよ」

「じゃあ、三角は？　あいつなんか、ほら、才能すげぇんだろ？　よく知らんが」

「そうね。彼は確かに凄すさまじい才能の持ち主よ。ただ……なんていうのかしら、正直それが最近、行き過ぎているのよね。その性質が、既すでに『ゲーム』という枠わくを大おお幅はばにはみ出し気味とでもいうのかしら？」

『ああ……』

　なぜか、雨野君と上原君が同時に納なつ得とくした様子で俯うつむく。……なにか最近、三角君関連でトラブルでもあったのかしら。亜あ玖ぐ璃りさんと千秋さんは、不思議そうにしたままだ。

　私は説明を続ける。

「とにかく、彼は彼で『アドバイス』とか『サポート』とかそういうのにはとことん向かない人種なのよ。特とく殊しゆスキル山盛りの彼にしかできない芸当ばかり、みたいな」

『主人公だもんね……』

　またも深く納得してくれる男子二人。女子二名に関しても、特にそれ以上はツッコんでくることもなく、私の説明を受け入れた様子だった。

　が、そこで亜玖璃さんが「はいはーい」と挙手して、質問してくる。

「でも、うちらって……亜玖璃は勿論だけど、祐たすくもあまのっちもほしのんも、全員、天道さんから見たらゴミみたいなゲームスキルなんじゃないの？」

『ぐっ』

　亜玖璃さんの無む邪じや気きな物言いに精神ダメージを受ける雨野君、上原君、千秋さんの三人。私はこほんと咳払いをすると、三人を擁よう護ごするように語る。

「い、いえ、私は別に『上手うまい人のお手本が見たい』わけじゃないのです。私のやり方でスコアが頭打ちになった現状において、『私にはない発想』が欲しいというだけで」

「ああ、なるほどー。だから、ちゃんと上手いゲーム部の人達より、『有能な天道さんとは程ほど遠い』プレイヤーたるあまのっち達の意見が欲しいんだね！」

『ぐっ』

　結局また精神ダメージを受ける三名。……なんだろう、亜玖璃さん自身に悪気は一いつ切さいないのが、余計にもの悲しい。

　なんにせよ、これで私の企き画かく意図は伝わった。私は部室入り口側に着席すると、他四名を挟はさんで部室奥側にある大型モニターを使ってゲームを始める。これで、ゲームを実際プレイしながら、全員と意見交こう換かんができる。

　私が慣れた手つきでゲームスタート、イベントスキップをこなしていると、雨野君が画面を眺ながめながら途と方ほうに暮れた様子で呟つぶやいてきた。

「しかし、天道さんにもたどり着けないほどの『シューティングゲームの斬新な攻こう略りやく法』だなんて、僕達凡ぼん人じんから、そうそう出てくるものじゃ……」

　しかし彼のそんな言葉をあっさり潰つぶすかの如ごとく、亜玖璃さんがサラリと提案してきた。




「あまのっちとチューしながらやったらいいんじゃない？」




『斬新！』

　その場の全員が度ど肝ぎもを抜ぬかれる、満まん場じよう一いつ致ちの斬新な攻略法だった。かつてシューティングゲームの歴史どころか、ゲームという概がい念ねんの中になかった攻略法だ。

　啞あ然ぜんとする私達に、亜玖璃さんはケラケラと笑って続けてくる。

「世の中大体のことは、愛の力でパワーアップするんじゃないの？」

　その発言を、雨野君が顔にダラダラ汗あせを搔かきながら全力で否定する。

「いや、しませんから。愛の力でなんでも解決するの、フィクションの中だけですから」

「ゲームはフィクションじゃん」

「プレイヤーは現実なんです！」

「あまのっち、フィクションみたいな顔してんのに？」

「あんた今何言った！　ねぇ！　喧けん嘩か売ってんなら買いますけど!?　ああん!?」

「そんなことより、ちゅーう、ちゅーう、ちゅーう！」

「ええい、チューコールやめい！　小学生ですか！　しませんから！　こんなしょーもない場面で飛び出すほど、僕と天道さんのキスの価値、安くないですから！」

「じゃあ、ほしのんとあまのっちでもいいよ」

『ええ!?』

　動どう揺ようして大声を上げる雨野君と千秋さん。そして……。

「あ、死んだ」

　画面を眺めて呟く上原君。……このゲームの勘かん所どころを取り戻もどして以降、私は初めて一機失ってしまっていた。当然だ。……だってコントローラー、完全に落としていたもの、今。

　雨野君が机を叩たたいて亜玖璃さんに反論する。

「なんで僕とチアキがキスするのが、シューティングの攻略に繫つながるんですか！」

「だから、愛の力で」

「愛の力って当人絡からまなくても供給されるもんなんです!?」

「知らないけど。ダメ元でやってみる価値は、あるかと」

「ないですよ！　ダメ元で徒いたずらに僕とチアキを弄もてあそばないで下さい！」

　雨野君が今にも亜玖璃さんに嚙かみつかんばかりに怒おこり、亜玖璃さんはと言えば「ちぇー」と口を尖とがらせてそっぽを向く。……相変わらず、姉弟きようだいみたいに仲の良い二人だった。

　私はこほんと咳せき払ばらいをすると、改めて……被ひ弾だんしてスコア倍率が下がってしまったため、最初から、やり直す。……今度は慎しん重ちように。

　そうして、ようやく、先程のシークエンスまで戻ってきたところで。

　…………今度は、突然何かを決意した様子で……千秋さんが立ち上がり、叫さけんできた。




「あのあのっ！　じ、自分はその攻略法……協力するに、やぶさかじゃ、じゃないです！」




「はぁ!?」

　雨野君がギョッとした様子で千秋さんを見やる。同時に「いいねぇ、ほしのん！」と煽あおる亜玖璃さん。そして……。

「あ、死んだ」

　またも上原君が画面を眺めて呟く。……このゲームの勘所を取り戻して以降、二回目の死が私のキャラに訪おとずれていた。当然だ。……だって私今、コントローラー、ぶん投げちゃっていたもの。全力で。部室奥に。……ちゃんとクッションの置かれていた場所めがけて。

　私がゆらゆらとコントローラーを回収する中、雨野君が真っ赤になってツッコむ。

「なんでこの無茶ぶりを受け入れてんだよチアキ！」

「……自分、やぶさかじゃ、ないのです。……ええ！」

「やぶさかだよ！　やぶさかであってくれよ！　おかしいでしょう！　この悪あく魔まみたいなギャルによる史上最低のキスイベントなんて、乗る意味がなさすぎるじゃん！」

「…………。……ケータ。……女には……女には、やらなきゃいけない時って、あると、思うのです！　自分！」

「今じゃないよ！　その立派な覚かく悟ごは絶対、今使うべきものじゃないよチアキ！」

「さぁさぁ……ケータ！　どうぞです！　いっそ、ひ、ひと思いに！」

「キスって『いっそ、ひと思いに』するものじゃ、絶対ないよねぇ!?　しないよ、僕！」

「あまのっちのへたれー。いくじなしー。どーてー。ころぽっくるー」

「よし、まずそこのギャルを殺す」

　そんなこんなで、最終的にはまたも雨野君と亜玖璃さんのじゃれ合い喧嘩に発展する。と、千秋さんもようやく正気を取り戻した様子で、「あわわ」とだけ呟くと、顔を真っ赤にしながら大人しく着席した。

「…………はぁ」

　それを見て私もなんとか平静を取り戻すと、今一度ゲームをやり直す。流石さすがに今度は亜玖璃さんも馬ば鹿か馬ば鹿かしい攻略法発言を控ひかえてくれた様子だった。……この人は確かに雨野君をよくからかうけど、引き際ぎわもとても上手うまい印象だ。雨野君の「本当にいやがるライン」を、凄すごくよく理解しているというか……。…………。

「お、危ね」

　またも上原君が呟く。今回は被弾こそしなかったものの、敵弾の回かい避ひが無む駄だにギリギリになってしまっていた。スコアには影えい響きようがないので、私はゲームを続行する。

　そうして、ようやく一面のボスを撃げき破はしたところで……千秋さんが呟いてきた。

「ううん……やっぱり花憐さん、すごく上手いですね。この調子で、ダメなんですか？」

「残念ながらそうなの。だからなにか、試ためしてないことをしたいのだけれど……」

「あ、じゃあじゃあ、やはり自分とケータのキスは──」

「それは結構です」

　言うと同時に、必要以上の激しい攻こう撃げきで雑魚ざこの群れを一いつ掃そうする私。千秋さんは額に汗を滲にじませると、こほんと咳払いして、話を切り替かえてきた。

「でもでも、実際問題としてここからスコアを伸のばすのって、それこそ『そんな方法が！』という領域じゃないと駄だ目めな気はしますね。愛の力とまでは言いませんけど……」

「ええ、そうなの。千秋さん、何か見ていて思いついたことはないかしら？　直接的にスコアの伸びに関係しなくてもいいから、何か意見貰もらえるとありがたいわ」

「う、うーん……そうですねぇ……」

　千秋さんは腕うでを組んで目を瞑つぶり、一度深く考え……その後、カッと目を見開くと同時に、その「思いつき」を話してきた。




「弾幕攻撃って、なんか、見てるとコスパが心配になりますよね」




『本当に関係ないな！』

　思っていた以上に参考にならない「呟き」に、場の全員がツッコむ。

　しかし、千秋さんはなぜかすっかり「クリエイター」モードの真ま面じ目めくさった顔つきになって、説明を続けてきた。

「いやいや、だって、思いません？　主人公のいる方向とは真逆の方面にまで大量に弾たま撃うつ理由ってなんなんですか。しかもあんな、カラフルにして！」

「げ、ゲームにそういうツッコミ入れるのは、不ぶ粋すいでしょう。それに《神と悪》はそこまで弾幕弾幕したゲームでもないですし……」

「自分は《神と悪》の話をしているんじゃないのです花憐さん！　自分は今、弾幕ゲー全ぜん般ぱんの話をしているのです！」

「いえ《神と悪》の話をしてくれるかしら!?　私、そもそもこのゲームのスコア稼かせぎにおける参考意見を募つのっているのだけれど!?」

「そうでした！　じゃあ、弾幕に対する永久の疑問はそっと胸にしまっておきますね」

「そうしてくれるとありがたいわ」

「…………」

「…………」

「…………えと、そもそも、あれほど弾幕はれる戦力があるのなら、どうして敵側は、こちらに完全に逃にげ場のないほどの攻撃に打って出ないのかという疑問も──」

「千秋さーん？」

「はい、黙だまります！」

　千秋さんが背筋をピンと伸ばし、敬礼して黙り込む。……ま、まったく、こじらせた人達ってこれだから……。

　と、私が呆あきれて嘆たん息そくしていると、視界の端はしで雨野君がなにやらそわそわしているのに気がついた。彼は一人、ぶつぶつと独り言のように小さく呟く。

「……そうそう、それで言ったら、主人公機の当たり判定が中心にしかない意味とかも…………」

　と、しかし彼はそこまで一人でボソボソと言ったところで……しかし、その話題を千秋さんと共有することなく、そこで自己完結させてしまった。

「…………」

　きっと彼は、ちゃんと「先」を読んだのだろう。今の話題で千秋さんと盛り上がれば、私の機き嫌げんを損そこなうことは間ま違ちがいなかったわけで。結局すぐに私が「雨野くーん」と注意し、二人が肩かたを竦すくめて押し黙るところまで、流れが容易に想像できてしまう。

　だからこそ、彼は、あえて自分の中だけで話題を完結させた。……それは、実に理にかなった選せん択たくだし、なにより私のためだ。私のプレイを邪じや魔ましない配はい慮りよだ。

　……そう、なんだろう、けど……。

　と、私がなにか言語化しがたい複雑な思いに囚とらわれていると、今度はこれまで静かだった上原君が切り出してきた。

「実際そこまで完かん璧ぺきにやってまだ二倍近く差あるなんつーのは……俺的には、なんか『大きな見み逃のがし』でもあるとしか思えねーんだけど。天道だけに」

「最後の『天道だけに』の意味は分かりませんが……たとえばなにかしら？」

「ほら、裏面とかボーナス面とかそういうのだよ。特定条件下で入れるやつ。そういう特とく殊しゆなボーナスによる恩おん恵けいとかって、基本お前、縁えん遠どおいとこあんじゃん」

「先さき程ほどから一言多い人ですね！　それに、もし本当に私が『ボーナス要素と相あい性しようが悪い』のだとしたら、私にどうしろと言うんですか！」

「そりゃお前、ボーナス要素の塊かたまりみたいな二人に協力プレイでもさせてみるのが、一番じゃねぇか？」

　そう言って、上原君は雨野君と千秋さんを交こう互ごに見やる。……確かに、この二人ほど「運命」や「偶ぐう然ぜん」に愛された男女は中々いない。

　更さらに、二人自身も元々ゲーム好きとして画面を見守る中で「うずうず」していたらしく、上原君の提案を受けて前のめりに了りよう承しようを──

『はい、是ぜ非ひ──』

　──しかけたところで、突とつ然ぜん、雨野君の方だけが苦く笑しようして引いてしまった。

「──と、言いたいところでしたけれど、やっぱりチアキだけでやっていいよ」

「？　ケータ？」

　不思議そうに首を傾かしげる千秋さんに、雨野君は説明する。

「このゲーム、２プレイとは言っても結局『一人の主人公の操作を二人に割り振ふる』形式だからさ。『このゲーム本来の面おも白しろみ』みたいなのはどうしても少し損なわれちゃうんだよね。勿もち論ろん、それはそれで違う『面白み』もあるんだけれど」

「は、はぁ。確かに、それは、そうかもですね」

「だから、とりあえず、まずはチアキ一人でプレイしてみたらどうかな？　上原君のアドバイスとは多少ニュアンス変わってきちゃうけど、天道さんにない行動は、沢たく山さんすると思うんだ、チアキなら」

「そ、そうですか？　えとえと……ケータや天道さんがいいなら、自分はありがたく遊ばせて貰いますけれど……」

　千秋さんがチラッと私の方を窺うかがう。私は笑え顔がおで頷うなずくと、ゲームを一度リセットしてからコントローラーを彼女に手て渡わたした。

　すると早さつ速そく、千秋さんは……少し「らしくもなく」、気合いの声をあげた。

「よぉし、やりますよー！」

「…………」

　私はその様子を見て、またも、複雑な気持ちに苛さいなまれる。……きっと彼女は、ゲーム性がどうこうとか関係なく、雨野君と二人プレイがしたかったんじゃないかしら。それが……その気持ちが、私にだけは痛いほど分かるから。

　一方で、雨野君の理り屈くつや態度に、何も間違ったところなどないのも、また理解できる。実際、近ちか頃ごろの彼ときたら、私達に対してあまりに誠実で。その証しよう拠こに──ここ数週間私の心は平へい穏おんそのもの。前はよくあった「妙みような勘かん違ちがい」が、今は驚おどろく程に発生していない。そしてその理由はきっと、運命の悪戯いたずらが収まったから……などではない。

　私達を煩わずらわせる勘違いの種が、いつもは「主に蒔まく側」たる人物の手によって、ひとつひとつ丁てい寧ねいに、慎しん重ちように……それでいて大量に、摘つまれているからなのだろう。

　……つまり。




　雨野君の努力と配慮の賜たま物もの。その一言に、尽つきるのではなかろうか。




「わ、わ、わ」

　──と、気づけば千秋さんが早速最初のステージで一機失ってしまっていた。

　彼女は涙なみだ目めでゲーム画面を見つめながら、愚ぐ痴ちる。

「う、うぅ、全然上手くいきません！　自分、ちょっぴり自信あったのにぃ！」

「あはは、あるある、それ！　上手い人のプレイ散々見ていると、つい、自分もできる気になっちゃうんだよね！」

「ですです！　うぅ、こんなことなら、ケータを先にやらせれば良かったです……」

「ど、どういう意味かなぁ、ワカメさんや」

「そのまんまの意味ですよーだ、モヤシさーん」

　……二人は、和わ気き藹あい々あいと、いつものように仲良く喧けん嘩かを繰くり広げていた。その光景に……なぜか私は、ホッとしてしまう。恋こいのライバルが想おもい人と楽しそうにしていて安あん堵どするなんて妙な話なのだけれど。

「（なんだろう……雨野君が、ちゃんと雨野君だから……かしら）」

　自分でも何を言っているのか分からない。見れば上原君や亜玖璃さんも私と同じような顔をしている。……どうにも、不思議な空気感だった。

　でも、そんな複雑な感情が錯さく綜そうする中で、私が一つ、改めて確信したことがある。

　それは──

「ひゃあ！　一面のボスにさえたどり着けませんでしたよっ、自分！　悔くやしいです！」

「はい、チアキアウトー。はい次僕！　僕やるね！　よぉし、いいとこ見せ──」

「え、雨野もやんの？　じゃ俺、その隙すきにトイレ行ってこようかな」

「わーい！　亜玖璃も付き合うー！　リプレイ映像見てもつまんないもんね！」

「ちょっと待てやそこのカップル！」




　──この五人でゲームを遊ぶのは、やっぱり、最高に、どうしようもなく、楽しい。




　　　　＊




　その日の深夜。

「つ、遂ついに二億八千万点まで……！」

　私は暗い部屋の中、パジャマ姿で目をギラつかせつつ、煌こう々こうと光る画面を食い入るように見つめていた。

「まさか、亜玖璃さんが突とつ破ぱ口こうを見つけてくれるとはね……！」

　元々「私にない発想」を求めて開いた相談会だったとはいえ、まさかゲームをまるで嗜たしなまない彼女から光明がもたらされるとは。

　私は今一度一面からリスタートさせると、スコアを稼ぎながら頭の片かた隅すみで回想する。

　そう、それは相談会終しゆう盤ばんのことだった。

　それまで他人のプレイをぼんやりと、上原君担当の時以外つまらなそーに見つめていた亜玖璃さんが、なにかハッとした様子で「ちょい貸し」とその時プレイしていた雨野君からコントローラーを奪うばい取ったのは。

　当然の如ごとくぶーぶーと文句を垂れる雨野君。そんな中亜玖璃さんはと言えば、ぽっちぽっちと「如何いかにも素人しろうと」なおぼつかない手つきで操作を始めると、攻こう撃げきボタンを一いつ切さい押さず敵を逃のがしに逃し、被ひ弾だんし、得点倍率を下げ、そしてその果てに──

『あ』

　──そのまま、最後には突進してきた「中ボス戦せん艦かん」と正面衝しよう突とつして、爆ばく散さんしたのだった。と、満足行った様子で「ほい」と雨野君にコントローラーを返す亜玖璃さん。

　雨野君は当然……激げき怒どした。

「いやいやいやいや！　何がしたいんですかっ、貴女あなたは！」

「え、衝突だけど」

「なんで!?　僕への嫌いやがらせ!?　何を目的にそんな──」

「え、だって、皆みんな『あの数字』上げたいんだよねぇ？」

『へ？』

　そう言って亜玖璃さんが指さす先──スコアを確かく認にんする私達。そこに見たのは……。

『あ……れ？』

　沢たく山さん被弾した上に一機失ったというのに──それでも私達が「普ふ通つうに」稼かせいでいた時より、ほんのりと良いスコアが表示されている光景だった。

　沈ちん黙もくする私達に、亜玖璃さんが欠伸あくびをしながら説明してくる。

「あー、主にあまのっちやほしのんがやっている時の話なんだけどさ。二人がやられたときに、たまーにそこの数字、ちょっと上がる時あって。最初は『下手なのに不思議だなー、神様のボーナスかなー』程度に思ってたんだけど……亜玖璃、気づいちゃったんだよね」

『な、何に？』

　ごくりと唾つばを飲み込む私達に、亜玖璃さんは、なんでもないことのように応こたえてくる。

「主人公と敵が直接ドーンってぶつかっちゃった時は、主人公の爆発に敵も巻き込まれて死んじゃうんだなーって。で、その時、なんか、ぽんと一いつ杯ぱい数字が上がる」

『！』

「あとそれ『おっきな敵』の方が一杯入ってた。けど、なんだっけ『ボス』って言うんだっけ？　あれはぶつかっても倒たおせないみたいだから、次に大きい『ちゅーボス』ってのにぶつかったら、一番いいんじゃないかなーって、亜玖璃、思っただけなんだけど」

『…………』

　雨野君が啞あ然ぜんとしながら画面をポーズし、スコアを睨にらむ。……確かに被弾して死んだせいで、スコア倍率は大きく下がっている。下がっているのだけれど……。

「（……それ以上に、例の手段で稼いだ点数が、大きい気がする！）」

　そう計算した私は雨野君とプレイを代わり、改めて、要所要所で中ボスにわざと突つっ込むプレイをして一周通してみた。その結果は……なんと「二億点」。

『うぉおおおおおおおおおおおおおおおお!?』

　刹せつ那な、どーでもよさげな亜玖璃さん以外、激しく沸わき立つゲーム同好会の面々。

　私の「限界」に、遂にブレイクスルーがもたらされた瞬しゆん間かんだった。




　回想から戻もどってきた私は、暗い部屋の中でぶつぶつと呟つぶやく。

「そして更に『自じ滅めつ稼ぎ』の使いどころを突き詰つめた結果が……この『二億八千万点』！」

　いよいよ、三億点が射程圏けん内ないに入ってきた。

　あとは……。

「ここにきて、更にプレイスキルを磨みがかされるとはね……！」

　既すでにルート構築は完かん璧ぺき。自滅稼ぎの「使いどころ」に関しての検証は終わっている。

　あとは適てき宜ぎ中ボスにぶつかって自爆するのみなのだけれど……ここに問題があった。

「まさか、そこへの対策までもが施ほどこされていたなんてね……」

　確かに中ボスに直接ぶつかれば点数を稼げる。が……亜玖璃さんが実演してくれたあの一面を除いて、他の面の中ボスは皆みな一様に「雑魚ざこや敵弾と共に」最後の突進を仕し掛かけてくる傾けい向こうにあることが、ここに来て判明したのだ。

　つまり、中ボスにぶつかること自体が、実は、難しくできている。

　これには流石さすがの私も舌を巻いた。

「な、なんてよくできたゲームなの……！」

　普通にプレイしていたのでは、まるで気づかない構成。だってこのゲームにおける中ボスは、基本、出てきたらすぐにできるだけ早く倒してしまうのが肝かん要ようだからだ。倒さずにおいておくのは、スコア倍率的にも、攻撃の激しさ的にも、得策ではない。

　が、しかし……この「自滅稼ぎ」の概がい念ねんを知ったその瞬間、そのゲーム性はガラリと変へん貌ぼうする。変貌した上に、そこのバランスがきっちり取られているとなると、これはもう……「バグ」などでは決してない。

　明らかに、制作者が意図して仕込んだ要素。発売から十年以上して初めて明らかになる驚きよう愕がくの真実。

　そう、これだ。こういうことがあるからこそ、ゲームは……ゲームというヤツは！

「……絶対に、超こえてみせる……！」

　私は現状、最終面における「自滅稼ぎ」だけが上手うまく成立させられていない。ここに出てくる中ボス突進シークエンスの、いやらしいこと、いやらしいこと。殆ほとんど確実に他の敵なり弾たまなりに被弾してしまう仕様。

　だというのに、最終面なだけに、やり直してそこまで辿たどり着くには多大な時間がかかり、簡単に練習を繰り返させない仕様。

　これを鬼き畜ちくと言わずしてなんと言おう。あまりに分厚く途と方ほうもない壁かべ。

　でも、だからこそ……だからこそ……！

「………ああっ！」

　私は興奮に血を滾たぎらせると、久々に、夜を徹てつしてゲームへと取り組んだのだった。





雨野景太






　金曜日の朝。僕が欠伸を嚙かみ殺しながら二年Ｆ組へと続く廊ろう下かを歩いていると……前方に、フラフラと左右に揺ゆれながら前進する、金色の謎なぞ生物を発見してしまった。

　……きっと、もしかしなくても、我が愛いとしの元カノさんだろう。

　廊下を歩く他の生徒達が、軒のき並なみ彼女のただならぬ気配にギョッとして距きよ離りをとる中、僕は……まあ当然ながら、小走りで彼女の背に追いついて声をかけた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ、天道さん!?」

「ふぇ？」

　そう振ふり返った天道さんは、殆ど目が開いていなかった。……完全に寝ね不ぶ足そくのそれだ。

　彼女は僕の顔を見て、ニコォッと微笑ほほえむ。

「あ、ああ……これはこれは……雨野君の面おも影かげがある方」

「いや雨野ですけど。だ、大丈夫ですか？」

「大丈夫ですよー。…………。……ああ……これはこれは……雨野君の面影がある方」

「記き憶おくが二秒も持ってませんけど!?」

　全然大丈夫じゃなかった。よく見れば髪かみの一部がピョンとはねてるし、制服もリボンも微び妙みようによれている。いつもの天道さんからは考えられない憔しよう悴すいした姿。…………。……いやまあ、それでも抜ばつ群ぐんに可愛かわいいんだけど！　ああ、可愛いなぁ、もう！　このままぬいぐるみにして持って帰りたいぐらいだよ！

　しかし僕はその欲求をどうにか堪こらえると、こほんと咳せき払ばらいし、天道さんの肩かたに手を置いた。

「あの、とにかく本当に無理はされない方がいいのでは？　保健室に付き添そいましょうか？」

「ふぇ？　雨野君と、二人で、保健室ですか…………。………。………………！」

「て、天道さん？」

　なぜか天道さんの目が徐じよ々じよに大きく開いていく。そして更さらに、頰ほおに血色が戻ってきたかと思うと……急にシャキッと立ち上がって、こほんと咳払いしてきた。

「是ぜ非ひその厚意に甘えたかったのですが……残念ながら意識が回復してしまいました」

「み、みたいですね」

　理由は分からないけれど、彼女の中で何か覚かく醒せいを促うながす程ほどの鮮せん烈れつな感情の動きがあったらしい。……なんか今は凄すごく残念そうな顔してらっしゃるけど、天道さん。

　僕らはとりあえず他の生徒の邪じや魔まにならないよう一いつ旦たん廊ろう下かの脇わきにはけると、改めて会話を再開させる。

「ところで、天道さん。その明らかに寝不足気味なご様子、さては……」

「さては、なにかしら。雨野君、貴方まさか、この『天道花憐』ともあろう者に、下らない推理を披ひ露ろうなさる気じゃないかしら？　はっ、だとしたら笑しよう止し千せん万ばんです。だって、この私ですよ？　あの『天道花憐』。自制の化け身しん『天道花憐』。そんな『天道花憐』がここまで疲ひ弊へいする理由なんて──」

「徹てつ夜やでゲームしましたね貴女」

「しました、すいません」

　腰こしから体を折り曲げ、元カレ相手に本気の謝罪してくる天道さん。……廊下を行く他の生徒達からの視線が痛い。が、流石に僕もそろそろ慣れてきた。

　僕は一つため息を吐つくと、天道さんに苦笑いを向ける。

「別に謝らなくていいですよ。僕だってやること、たまにありますし。ただその……自分の好きな人がそこまでの状態になってたら、流石にちょっと心配しちゃうだけで」

「雨野君……。……あ、ありがとう」

「い、いえ……」

　ほんのりと頰を染めて感謝の言葉を述べる天道さんと、それに照れる僕。

　二人の間に、実にくすぐったいラブコメ的空気が流れる。

　…………。

　いやまあ、実際は「徹夜でゲームして睡すい眠みん不足」という最低の話題なわけだけれど。

　僕は気分を仕切り直すと、改めて天道さんに訊たずねる。

「それで、天道さん。どうだったんですか、その……戦果は」

「ふふ、よくぞ聞いてくれましたね、雨野君」

　と、腰に手を当て胸を張ってくる天道さん。僕が「え、まさか……」と呟くと、彼女は……可愛らしいＶサインを突き出しながら、満面の笑えみで宣言してきた。

「今朝方遂ついに、ハイスコア、更こう新しんしましたよ！　しかも一位です！」

「おおぉぉぉおお！　やりましたねっ、天道さん！　凄い！　おめでとうございます！」

「ええっ、ありがとう雨野君！」

「まあ『昨晩』じゃなくて『今朝方』という表現が非常に気になりますけどね！」

「ええっ、言わないで雨野君！」

　僕らは二人、廊下の端はしで大いに盛り上がる。確かに昨日の放課後、まさかの亜玖璃さんによってハイスコア更新の光明がもたらされてはいたけれど……まさか、それから一日で、先代を超えるまで突き詰めるとは！　流石天道さんだ！

　僕は興奮状態のまま、天道さんを更に笑顔で祝福する！

「これでやっと、苦しい戦いから解放されますねっ、天道さん！」

「……え？」

　しかし僕の言葉に、天道さんは不思議そうに首を傾かしげて返してきた。

　彼女の中で何が引っかかっているのかよくわからず、僕は更に続ける。

「え、だって、ここ一週間、天道さんなんか心も体もボロボロだったじゃないですか」

「ええ、そうね」

「だから……これでやっと『苦しい戦い』から解放されるんじゃって……」

「……それは違ちがうわよ、雨野君」

　突とつ然ぜん、僕の言葉をキッパリ否定してくる天道さん。僕は動どう揺ようしながら返す。

「え、もしかして、まだハイスコア更新を続けるつもりだとか……？」

「いえ、当初の目標値を超えた今、それは流石に一旦一区切りさせて貰もらうわ。そうじゃなくて、私が『違う』と言いたかったのは、貴方あなたの『苦しい』っていう表現のことよ」

「え？」

　天道さんはそこで廊下の窓の方へと体を向け、青い空を仰あおぐと……先程までの疲弊など微み塵じんも感じさせないキラキラした瞳ひとみで語ってきた。




「私はこの一週間、『苦しい戦い』をしたんじゃない。『楽しくゲーム』をしたのよ」




「…………」

　その言葉に……いや、彼女のあまりの眩まぶしさに、僕は言葉を失ってしまう。

　天道さんは更に続けてきた。

「雨野君、貴方は以前言ったわよね？　ゲーム部に入らなかった理由として、自分には『精しよう進じんする根こん性じよう』がないからだ、みたいなこと」

「……言いましたね」

「今更だけど、あの言葉に、私も少しだけ反論させて貰うわね」

　天道さんはそう言って窓の方から僕を振り返ると……朝の爽さわやかな光を背に、語ってきた。

「私だって、ゲームに『根性』を持ち込んだことなんて一度もないわ。なのに、それでも私が……いえ、私達ゲーム部が『精進』することに一いつ生しよう懸けん命めいな理由は、たった一つ」

「……なんですか？」

　僕の質問に、天道さんは──屈くつ託たくのない、子供みたいな顔で語る。




「──それが、私達にはたまらなく楽しいからよ！」




「…………」

　……まいったな。……どうしよう。

　その笑顔があまりに眩しすぎて、僕、上手く彼女の顔が見られないや。

　なんだろう、この胸の温ぬくもりは。やっぱり僕は……この人のことが本当に……。

　僕は彼女から少しだけ視線を逸そらすと、頰を搔かきながら、なんとか、返す。

「いいですね。それは……本当に、本当に、羨うらやましいゲームスタンスです」

「ふふっ、ありがとう。でも私達は私達で、貴方の『勝ち負け以外の醍だい醐ご味み』を沢たく山さん見いだせるスタンスを、すごく羨ましく思うけどね」

「そうですか」

「そうですよ」

　僕らはそこで、互たがいに微笑み合う。……なんだか、初めてデートした時を思い出す。あの時もこうして僕らは……。

　と、天道さんは今一度窓の方を振り向いたかと思うと、そこに映る自身の姿を見てなにやらハッとし、慌あわてて切り出してきた。

「ご、ごめんなさい雨野君！　私、ちょっと身だしなみ整えないと……」

「え？　身だしなみ？　天道さんはいつでも最高に可愛いですけど？」

「へ!?」

「あ、その髪の『はね』が気になっちゃう感じですかね？　それはそれで僕は可愛いと思いますけど……あ、ちょっと待って下さいね」

「え、え、え」

　僕は天道さんとの距離を一歩詰つめると、彼女の頭頂部のはねを手て櫛ぐしで優やさしく、丁てい寧ねいになでつける。そうして、黙もく々もくと何度かそれを繰くり返していると、僕の方がなんだか酷ひどく安らいだ気持ちになってきてしまって、思わず本ほん音ねをぼろぼろ零こぼしてしまう。

「……ふふっ、なんだか僕が天道さんに『いいこいいこ』しているみたいですね、これ」

「っ！」

　僕が髪を梳とかし易やすいようにか、顔を俯うつむかせる天道さん。僕は続ける。

「あ、まあでも、実際それも兼かねていいのかもしれないですね。天道さん、今日は努力して凄いハイスコア出したんですから。ゲームのことじゃ先生もご両親もそう褒ほめてはくれないでしょうから……せめて僕ぐらいは『ゲーム好きな天道さん』こそを褒めてあげられる、そういう存在になれたらいいなって、ちょっと思いますしね」

「[image: ～][image: ～]っ！」

　天道さんが何か唸うなっている気がする。手櫛が痛かったのだろうか？

　僕は更に優しく撫なでるような手つきを心がけながら、世間話を続ける。

「あ、今更ですけど僕、こうやって女性の頭撫でるの、何気に初めてでした」

「っ！」

「でもなんでしょう、天道さん相手だと……告白の時もそうなんですが、どうもいつも恥はずかしさより『こうしてあげたい』って気持ちの方が勝っちゃうんですよね。不思議です。やっぱり僕、本当に天道さんが好きなんだろうなぁ……」

「────」

　天道さんの髪かみの手て触ざわりが極ごく上じようのせいか、どうも、家で布ふ団とんに入っている時の如ごとく無防備な感情をポロポロと口にしてしまう僕。

　そんな僕に対して……天道さんは急にこちらの手を払はらいのけるかの如く頭を上げると、目をぐるぐるさせて抗こう議ぎしてきた。
















「あ、貴方は、さっきから人前で、な、なにをっ！」

「あ、すいません」

　言われて初めて、そこが早朝の学校の廊ろう下かだったことに気づく。見れば確かに凄い視線を集めていたけれど……でもまあ……。

「あ、でも、天道さん、元気になったなら、良かった！」

　僕は笑顔でそう答える。と……天道さんはいよいよ顔を熟うれた林りん檎ごの如く紅あかくし、口をわなわなと震ふるわせてきた。

「あ、ああ、雨野君！……す、すすす、す、す、す……」

「す？　……あ、分かった！　これは、今回こそ『すけこまし』──」

「好きですぅぅぅぅぅぅぅぅううううううううううううううううううううう！」

「どういうリアクションなんですかそれ!?」

　なんか大きな声で凄すさまじい告白をしながら、うちの元カノさんが走り去っていってしまった。……えと……これは、なんだろう、今回は聞き間ま違ちがいとかじゃない気はするけど、そのまま額面通りに受け取って浮うかれていいものでも、ない気はする。

　…………。

　……いやまあ、とはいえ浮かれるけどね。やっほい。

「……な、なに廊下の端で一人、小こ躍おどりしてんだよ、雨野。きめぇな」

　突然背後から声をかけられ、振ふり向くと、そこには見知った顔があった。

「あ、上原君、おはよう。……って、あれ、アグリさんとチアキも」

「はよー、あまのっち」

「おはようございます、ケータ」

　上原君の背後からぴょこっと顔を出す、見知った女子二人。……僕は思わず、上原君をジトッと睨にらみ付ける。

「……上原君ぐらいになると、登校からして女の子二人従えられるわけだね……」

「なんつうドス黒い目で友達を見るんだお前は。いやまあ確かに亜玖璃に関しては一いつ緒しよに登校してきたけど、星ほしノ守もりはそこで会っただけだっつうの」

「ふーん」

「なんだその気のない返事。あ、それより雨野。大だい丈じよう夫ぶそうだったか、天道」

「ん？　大丈夫って、何が？」

「いや、俺達三人も玄げん関かん近くで一回あの『フラフラした謎なぞの金色生物』を見かけたんだが、あまりにフラフラな動きすぎて、一度見失ってな。で、心配でちょっと校内遠回りして捜さがしながらここまで来たんだが……」

「あ、そうだったんだ。うん、まあ正直、睡すい眠みん時じ間的にはアウトっぽかったけど……一応、気力は回復していたかな」

　僕と上原君がそんな話をしていると、突然チアキが「と、ところで」となぜかちょっと恐きよう縮しゆくした様子で訊たずねてきた。

「い、今、その……ケータは、天道さんと、ちょっといい感じで、話してましたよね？」

「え？　ああ、うん、まぁ……」

「あのあの……なに……話されていたんですか？」

「え」

　上うわ目め遣づかいでチアキにそんなことを訊きかれる。……流石さすがにこれは僕でも分かる。なんかこう……今、彼女に、若じやつ干かん嫉しつ妬とめいたことをされていると。うぅ……く、くすぐったい。

　と、目ざといリア充じゆうカップルが「おやぁ」といううざったい顔で僕達を窺うかがってきたので、僕は一つ咳せき払ばらいをすると、三人に向かってきっちり説明することにした。

「天道さん、例のハイスコア塗ぬり替かえたってさ」

『おおっ！』

　途と端たんに、沸わき立つ三人。……友人のゲームのスコアにここまで一いつ喜き一いち憂ゆうしてくれる彼らを見ていると、なんだか、僕まで心がほっこりしてくる。

　そのまま、三人に対して天道さんがえらく疲ひ弊へいしていたことなんかを報告していると、チアキが突然「そういえば」とスマホを取り出しながら切り出してきた。

「昨日あれからたまたま、自分、このアプリを見つけてしまいまして」

『アプリ？』

　僕と上原君とアグリさんの三人、首を傾かしげつつチアキのスマホを覗のぞき込む。と、そこに表示されていたのは……。

「これ……まさか《神と悪》のアプリ版!?　こんなの出てたんだ！」

「ですです、ケータ。自分も知らなかったんですが、三日前にリリースされたばかりみたいで。買い切り型だったので、思わず落としちゃいました」

　そう説明して、デモンストレーション的にニューゲームを始めるチアキ。そこに表示されていたのは、昨日ゲーム部で散々見た画面そのままの映像だった。

　上原君が感心したように唸る。

「おお、すげぇ再現度だな」

「ですです。レビューも軒のき並なみ高評価で、自分も良移植だと思います。ただまあ、どうしても再現が難しいのが……」

「あれ、ほしのん、これどうやって操作するの？」

「そこなんですよね……」

　アグリさんの疑問を受け、チアキはスマホを横持ちにしてプレイを続ける。……が、どう見ても、操作性は悪そうだった。

「いや、あのあの、スマホとしては全然頑がん張ばっていて、だからレビューの評価もいいのですけど……とはいえどうしても、コントローラー操作には劣おとりますよね……」

「そりゃそうだろうね。元のゲームは各種のボタンを激しく使うものだし……」

　言いながら、画面を覗き込む。と、僕が顔を近づけた途端、チアキが操作を著いちじるしく誤ってゲームオーバーになってしまった。……若干いたたまれない空気が場を包む。

　と、そのままスコア表示へと画面が変わったところで、僕は右上に小さく表示されたボタンに目が行った。

「あれ、ネットスコアランキングなんてあるんだね、スマホ版」

「ふぇ？　あ、ホントですね。全然気づきませんでした、自分」

　そう言いながら、チアキは何気なくそのボタンを押す。接続中のローディング表示。

　上原君が呟つぶやく。

「スマホ版、操作性悪いんだろ？　それにまだ出て三日じゃ、大したスコアは……」

「ですねですね。……あ、出ましたよ。えっと、現状一位の方は……」

「亜玖璃にも見せて見せてー！」

　全員で興味深く画面を覗き込む。と、そこに表示されていたスコアと名前は──




《一位　四億五千七百万点　Ｍ・Ａ・Ｉ》




『…………』

　全員が沈ちん黙もくし、その場でカチコチに固まる。……皆みんなの胸に去来する想おもいは、ただ一つ。

『（あれぇ、《三億点超こえ》を目標に徹てつ夜やしていた友人を、最近、一人見たような……）』

　と、チアキが突とつ然ぜん「あ、はは」と空笑いしながらスマホを操作する。

「ほ、ほらほら、スマホ版は得点倍率が……きっと……ねぇ？」

　アプリページを開き、レビューをスクロール。しかしそこに表示されていたのは……。

《良移植です。惜おしむらくは操作性の悪さと、スコアの伸のびの悪さです》

《相変わらず面おも白しろい！　でもアプリ版敵の数減った？　おかげでコンシューマー版ほど点数出ないような……》

《ネットのスコアランキング不正じゃね？　Ｍ・Ａ・Ｉってヤツの一強じゃん。あんな点数どうやって出すんだよ》

《公式：現時点でスコアに不正は確かく認にんされておりません。引き続き安心してゲームをお楽しみ頂ければ幸いです》

『…………』

　それらのコメントを読みながら、どんどん空気を重くしていく僕ら四人。

　廊下を往いく生徒達が僕らの様子を遠くから窺っては、気味悪げに去って行く。

　と、そんな中、遂ついにチアキが……。

「……ふ、ふぅ」

　……そっと、スマホの電源ボタンを押して、画面表示を切った。

　…………。

　僕らの脳のう裏りに浮かぶのは……先さき程ほどの、とある、疲弊しきった、ゲーマー女子の姿。

　…………。

　僕ら四人は、ごくりと唾つばを飲み込み、顔を見合わせると。

　全員、声を揃そろえて、呟いたのだった。




『アプリ版なんてなかった』




　友人の健康のため、現実から目を逸そらすことも時には必要なのだと……そんなことを悟さとった僕ら、高校二年生、肌はだ寒ざむい冬の朝の出来事であった。








【雨あま野の景けい太たと仮かり初そめボスバトル】






「お断りします」

『いきなり!?』

　スマホの送話口からアグリさんのガサツな大声が流れ、僕は思わず耳を離はなした。

　二月第一週の土曜、夜九時過ぎ。

　自室のベッドに仰あお向むけで寝ね転ころがりながら、僕は「いや、だって……」と続ける。

「土曜の夜に、アグリさんから、メッセージじゃなくて電話ですよ？　そりゃもう……僕、雨野景太としての正解は、電話に出るなり『お断り』の一いつ択たくでしょう」

『いやな成長したねあまのっち！　変に鋭するどくなって！　で、でもさ……』

　そこでアグリさんは小こ癪しやくにも妙みように気を持たせるような間を作ってきた。

『果たしてあまのっちのその推理は、本当に正解なのかな？　亜あ玖ぐ璃りおねーさんの話を聞く前にバッサリ切り捨ててしまって、本当に、キミは後こう悔かいしないと断言──』

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく通話を切る僕。

「さて、と」

　ベッドから起き上がり、大きく伸のびをする。

　よぅし、今日は特に見たい番組もないし、そろそろシャワー浴びて来よう──

〈ピロロロロロ……！〉

　──なんかスマホから着信音が流れていた。心なしか電子音が刺とげ々とげしい。

　僕はそのまま数秒間、ベッドに放ほうっていたスマホをジッと見つめてみるも……どうにも着信が止やむ気配もないので、渋しぶ々しぶ、電話口に出ることにした。

「もしもし、どちらさまですか」

『亜玖璃だよ！　分かってるよねぇ!?　なんで切るのさっ！』

「それこそ、土曜の夜のアグリさんだからです。分かってますよね？」

『なんて冷たい切り返しをする子なのっ、あまのっち！　亜玖璃、キミをそんな風に育てた覚えはないよ！』

「…………。…………あ、そうだ。……こほん。…………あーあー……」

『？　あ、あまのっち？　どうしたの──』

「はい『中なか村むら』ですけど、どちらさまでしょうか」

『いや無理だよ！　今いま更さら《この番号は間ま違ちがいです》作戦は全然無理だから！』

「……あ、キャッチ入ったんで切りまーす」

『噓うそをつくな噓を！　あまのっちに電話する人なんか、この世にいるわけ──』

　二度目の躊躇なき切断。慈じ悲ひはない。

　よし、改めてシャワー浴びに……。…………。…………なんか着信してるなぁ……。

　僕は今度こそ完全無視を決め込もうかと思ったものの……心なしか画面に表示された「アグリさん」の文字が非常に悲しげだったので、仕方なく、通話に出ることにした。

「通報しますよ」

『友達に対してそんな電話の入りってある!?』

　アグリさんの心外そうな声。僕は……流石さすがにもう諦あきらめてベッドに今一度腰こしを下ろすと、「それで」と仕方なく用件を訊たずねることにした。

「なんなんですか。何度も何度も」

『何度も何度も電話するハメになっているのは、そっちが切るからだよねぇ!?』

「そりゃ、トラブルの予感しかしない迷めい惑わく電話は切りますよ、普ふ通つう」

『なんで亜玖璃をトラブル認定してんのさ！　まだ何も話してないじゃん！』

「……つまり、僕にとって、メリットのある話かもしれないだろうと？」

『そういうこと！』

　電話の向こうでアグリさんが胸を張っている気がする。僕は頭をボサボサと搔かいてから、渋々彼女に話の先を促うながした。

「そこまで言うなら、まあ聞きますけど。……こんな土曜の夜に、どうしたんですか、アグリさん」




『うん！　あまのっちさ、明日あした、亜玖璃のうちに来る気、ないかな──』




　即そく座ざに通話を切った。更に、そのまま電源も切ってやろうかなと考えるも、流石にこれは僕といえども軽く躊躇したため、実行する前に再度電話がかかってきてしまう。

「…………」

　……そっと画面をなぞり、一度軽く通話を拒きよ否ひしてみる。……が、やはりすぐにかかってくる電話。…………。……もう、いっそ迷惑電話の番号に登録……とまで一いつ瞬しゆん考えたものの、その一線までは越えられない僕である。もっといえば、アグリさんを結局完全無視なんかはできない性質なわけで。

　僕が電話に出ると、今度はアグリさんも多少学んだのか、文句も言わずに突然説明から入ってきた。

『いや分かるよ！　分かる！　分かってるの！　あまのっちが現在《余計なことしない》のを心がけているのは分かっているし、だから亜玖璃とのファミレス会も控ひかえているのも、重々承知しているんだよ！　うん！』

「だったらなぜ、このタイミングでそんな、超ちようド級の、僕どころか貴女あなたの恋れん愛あいの足まで引っ張りそうな感が凄すさまじいイベントの提案をできるのですか……」

　心底呆あきれたような僕の物言いに。電話の向こうからは……。




『……それは……分かっていてなお、あまのっちに縋すがるしか、なかったから、かな……』




　……珍めずらしく、憔しよう悴すいしきったアグリさんの声が漏もれてきて。

「…………」

　僕はスマホを耳に当てたまま、思わず自室の天てん井じようを仰あおぐ。

　……だから、早く電話を切りたかったんだ。

　だって、こうなったら、もう、僕、雨野景太のとれる選せん択たく肢しなんか──




　　　　＊




「やーやー、よく来てくれたねぇっ、あまのっち！　よっ、さすが！　男だね！」

「…………」

　日曜日の午前十一時。

　アグリさん宅近くのバス停に泥どろのような目をして降り立った僕に、早さつ速そくコート姿のギャルが揉もみ手でをしてすり寄ってきた。

　僕を降ろしたバスがドアを閉め去って行く中、僕は、ギャルの方を見ないまま呟つぶやく。

「僕今日は……勇気を出して、突とつ然ぜん天てん道どうさんを遊びに誘さそっちゃったりなんかしてみようかなぁ……なーんて思ってたんですけどねぇ……」

「い、いやいやいや！　天道さん、今日はきっと予定あったって、うん！」

「……それでも『僕側から突然誘うこと』自体が大事なのかなって……こう『会いたい気持ち』を伝えられるのかなと……僕なりに思ってたりしたわけで……」

「い、いやいやいや！　ぐいぐい行くだけが恋こいの駆かけ引きじゃないよ、あまのっち！」

「……ですかね」

「うん、絶対そうだよ！　せ、正解だと思うな、天道さん、無理に誘わなくて！」

「……アグリさんが言うなら、そうなのかもしれませんね。まあ……ただ……」

「た、ただ？」

　今にも大雪が降り出しそうな灰色の空を見上げ、僕は、ぽつりと呟く。




「日曜日に彼氏持ちの女性の家にこっそりお邪じや魔まするという行こう為いが、この恋にとって完全に『間違いイベント』なのだけは、こんな僕にだって分かりますけどね……」




「……そ……ソウカモネー……」

　目を逸らして唇くちびるを尖とがらし、ぴゅーと吹ふけもしない口笛を吹くアグリさん。

　僕は一つ息を吐はいて気分を仕切り直すと、彼女に微び笑しようを向けた。

「とはいえ、このまま突つっ立ってても寒いんで、お邪魔してよろしいですか？」

「え？　あ……う、うん、もちろんだよ！　こっちだよ、あまのっち！」

　途と端たんに、パァッと表情を明るくして僕の前を歩き出すアグリさん。白いニット帽ぼうを被かぶり、踏ふみ固められた雪の上をぴょこぴょこ歩くその姿は、まるで野ウサギのようだ。これまで不ふ機き嫌げんだった僕も、なんだか毒気を抜ぬかれてしまう。

　アグリさんについて住宅街方面へと入って行く中、僕は今日の概がい要ようを訊ねてみる。

「それで、なんだって僕がアグリさんの家に呼び出されたんですか？　電話では、なんか『家でゲームをしたいだけ』みたいなよく分からないこと言ってましたけど……」

「あー、うん、それは、まあ、実際その通りでさ……」

　アグリさんが歩調を少し緩ゆるめながら応じてくる。

「端的に言って、あまのっちには、亜玖璃と、家で、ゲームして遊んで欲しいんだ」

「はぁ……。いや、まぁ、それは別に構わないというか、僕的には他人とゲームできるなんて願ったり叶かなったりですが……」

「でしょう!?　ほら、あまのっちにもあったじゃん、メリット！」

「そ、そうですね……」

　突然こちらを振ふり向いてぐいぐいくるアグリさんに、動どう揺ようする僕。……まあ確かに、友達とただゲームするだけなら、僕的にはとてもいいお誘いだ。……なんだけど……。

「しかしどうしてまた、ゲームに興味の薄うすいアグリさんが、僕を誘ってゲーム？」

「え!?　いや……まあ……その……なんといいますか……」

　途端、アグリさんは僕から顔を逸そらすように前へと向き直り、サクサクと雪を踏みしめて歩き出す。僕もそれに遅おくれず続く中、彼女は……たっぷり間を置いて、続けてきた。

「……亜玖璃以外の人が、あまのっちとゲームで遊びたがっていると言いますか……」

「え、アグリさん以外の人？　ご、ご家族ですか？」

　アグリさんって、兄弟姉し妹まいとかいたっけな？　あ、それともご両親？　だとしたら僕、一応男だし、やっぱり会うのは相当気まずいのだけれど……。

　と、僕のそんな心配を察したらしく、アグリさんがフォローを入れてきた。

「あ、大だい丈じよう夫ぶ、両親とかじゃないよ。というか……言っちゃうと『いとこ』なんだけど」

「いとこさん？　いとこさんが、人とゲームを遊びたがっているから、僕を呼んだと？」

「う、うん……まあ……そうだね。そんな感じ」

　若じやつ干かん歯切れの悪いアグリさん。僕は彼女に不信の眼まな差ざしを向けながらも、概おおむね納なつ得とくはする。

「（いとこさんがゲームを遊びたがっているから、彼氏じゃなくて、ゲーム好きの友達を家に呼ぶ。……うん、まあ、筋は通っているか）」

　少なくとも当初想像したよりは、全然健全というか、僕側の被ひ害がいが少なそうな案件だ。

　これならアグリさんの家にお邪魔したことがバレたとて、上うえ原はら君にも天道さんにも正々堂々と説明ができるな。……うん。

　となると、昨日の僕の電話対応は、やはりちょっと自じ意い識しき過か剰じようだったかもしれない。

　僕は頰ほおを搔きつつ切り出す。

「あの……なんかすいませんでしたアグリさん。変に色々疑っちゃって」

「へ!?　あ、あー……うん、そ、そうだね！　もう、最近のあまのっちは、女性に対して敏びん感かん」

「かもしれないですね。反省です。……そうですよね。いくら僕らでも、なんでもかんでも、すぐ恋愛トラブルに結びつくわけじゃないですもんね」

「そ、そうだよ」

　アグリさんの言葉に安心した僕は、そのまま雑談へと流れ込む。

「あ、そうそう、反省といえば。上原君から聞いてるかもしれませんが、この前巻き込まれた迷子トラブルもそうなんですよ。僕あの時、もう少しできたことあったんじゃないかと最近かなり後こう悔かい──」

　と、僕がそこまで話したその時だった。

　一棟とうのマンション前で立ち止まったアグリさんが「ここ」と言いながらオートロックの解かい錠じようへと向かう。僕はポケーッとガラス扉越ごしにロビー内を眺ながめて素す直なおな感想を口にする。

「なんだか、高級そうなマンションですね。アグリさんに似合わず」

「あまのっちって、女性に対して総じて台詞せりふに一言多いよね」

「やだなぁ、アグリさんに対してだけですよ、こんなの」

「ワーイ、ウレシーナー」

　機械的に返しながら、解錠番号を打つアグリさん。僕が何気なく視線を逸らしていると、電子音の後自動ドアが開いた。

　アグリさんが歩き出しながら続けてくる。

「でも実際、別に高級ではないよ。高さなんか五階までしかないし、全然新しくもないし。ただその代わり、ちょっとだけ広くて部屋数多いかな」

「へー、いいですね、広いの」

「…………いやぁ、どうかなぁ……」

「？　狭せまいよりは広い方がいいじゃないですか」

「そうだね。亜玖璃も、一ヶ月前ぐらいまでは、そう思ってたよ……」

「？」

　アグリさんが思わせぶりなことを言いつつ、ロビーを横切っていく。僕も慌あわててそれに続くと、二人、奥のエレベーターへと乗り込んだ。アグリさんが五階のボタンを押し、扉とびらが閉まる。

『…………』

　と、なぜか二人、狭い密室の中で無言になってしまう。僕の方はまあ、単純に初めてお邪魔するお宅への緊きん張ちようだ。けれど……。

「…………」

　ピカピカに磨みがき上げられた、鏡の如ごときエレベータードアの反射越ごしにアグリさんの顔を見やる。

「（なんでアグリさんまで、表情硬かたいんだろうなぁ……）」

　もうかなりの付き合いだけれど、こんなアグリさんは初めてだった。上原君のことで悩なやんでいる時とも、また違ちがう顔つき。

　なんだろう……本当に「ストレス」しか感じられないキツい表情というか……。

　そうこうしている間にも、五階に到とう着ちやく。僕らはエレベーターを降りるとそのまま廊ろう下かを真っ直すぐ歩き、そして……一つのドアの前で、立ち止まった。

「…………」

「あ、アグリさん？」

　彼女からすれば自宅に帰るだけであろうのに、なぜか、ドアの前で緊張した面おも持もちを浮うかべ、あまつさえ深呼吸まで始めるアグリさん。……これは、いよいよ、おかしい。

　流石さすがに気になった僕は今一度彼女に疑いの眼差しを向ける。

「あの、僕、いとこさんとゲームするために呼ばれたので、間違いないですよね!?」

　その問いに、アグリさんはこちらを振り向きもせず淡たん々たんと応じる。

「うん、間違いないよ。あまのっちは、いとこと、ゲームしてくれればいい」

「で、ですよね？」

「うん。…………あとは……」

「あとは!?」

　急に何か注文を追加しながら、ドアノブに手をかけるアグリさん。

　そうして、僕に反論する間も与あたえず……アグリさんは強ごう引いんに次のステップへと踏み出した。

「あとは『話合わせて』。──ただいまぁ！」

「え、ちょ、あの──」

　戸と惑まどう僕に構わずドアが開かれる。

　まず視界に入ってきたのは玄げん関かん、そして、その先に延びるフローリングの廊下だ。

　奥は居間への間仕切り戸に仕切られ──と、次の瞬しゆん間かん、今まさに観察していたその戸が勢いよくガラッと開かれると、小さな影かげが転がるように飛び出してきた。そして──

「おかえりぃー、あぐりおねーさん！」

　──トタトタと、小さく忙せわしない足音を鳴らしながら走り寄ってくる幼女の姿。

　…………。

　……なんだか激しく見覚えのある、ゴスロリチックな衣い装しようの、幼女の、姿。

　彼女は玄関まで走ってくると、勢いそのままにアグリさんの胸へと飛びついた。そして……そんな彼女を抱だきしめ、頭を撫なでながら、アグリさんが優やさしく呟く。




「こらこら、危ないじゃん──美み衣い」




「……ミィ……」

　彼女の呼んだ名前を思わず復唱してしまう僕。と、幼女──ミィがふぃっとこちらに視線を向け、「あ！」とそのくりくりした大きな目を見開く。

「おたさーのひめてきなひと！」

「その覚え方やめてくれるかなぁ、ミィちゃん！」

　そこにいたのはやはり、少し前に迷子になっていたあの子……伏ふし黒ぐろ美衣ちゃんだった。

　そのミィちゃんを抱き抱かかえながら、アグリさんが不思議そうに首を傾かしげる。

「あれ、あまのっちと美衣、知り合い？　なんで？」

　どうやらアグリさんは迷子騒そう動どうの件を知らないらしい。

「えっと、それは……」

　僕は軽く説明しようかと切り出すも……しかしその言葉は、廊下の奥から響ひびいてきた新たな人物の声によって遮さえぎられてしまった。

「おう、アグ。どうやらちゃんと連れてきたみたいじゃないか」

　相変わらず場の空気を──それまでの流れも何も一いつ切さい関係なく、一気に掌しよう握あく・支配してしまうかのような、巨きよ大だいなプレッシャーを孕はらんだ声。

　……忘れたくても、忘れようがない声。これは……。

「ママ」

　ミィちゃんはアグリさんから離はなれ、奥の方へと走っていく。僕も彼女を追うように視線を動かしていくと……廊下の奥、居間を出てすぐのところに、気け怠だるそうに壁かべへ背を預けている銀ぎん髪ぱつの美女の姿を見つけた。今日は流石にキャビンアテンダント姿ではなく、キャミソールに長い脚あしを強調するスキニージーンズというラフ目な出いで立ちだったが、その独特な支配的オーラは微み塵じんも目減りしていなかった。

　……僕は額に脂あぶら汗あせを滲にじませ、ごくりと唾つばを飲み込む。

「（相変わらず…………僕が、最悪に苦手なタイプだ……）」

　美しく、気高く、自信に満ちあふれ──常に他者を品定めするかのように眺める女性。

　チビで、卑ひ屈くつで、自信が無くて──常に他者の評価に怯おびえる僕にとっては、最低最悪と言っていい相あい性しようの人間だ。

　だから、あの時も僕は…一目見た時から「逃にげたい」なんて感じてしまったわけで。

　その彼女が現在、なぜか、あろうことか、「あの目」で僕を存分に眺め回していた。

　その視線の意味が分からず、僕が玄関でカチコチになっていると……彼女は一瞬僕を鼻で笑うような仕草を見せたのち、靴くつを脱ぬぎ始めていたアグリさんへと視線を戻もどし、そうして──衝しよう撃げきの言葉を、吐はいてきた。




「なるほどな。そいつがグリ助の──彼氏っつーわけか」




「…………ひょ？」

　喉のどから反射的に変な声が出る僕。しかしアグリさんはと言えば……まるで動どう揺ようした様子もなく、僕に背を向け淡々と片足ずつ靴を脱ぎながらそれに切り返していた。

「うん『彼氏』のあまのっち──雨野景太。……なに、もうなんか文句あるわけ？」

「ん？　いいや、別に」

　彼女はアグリさんにぞんざいに応じると、今度は僕の方に背筋の寒くなるような笑え顔がおを向けてきた。

「オレ様は伏黒真ま音いんだ。よろしくな──雨野景太」

「……は……はい。……よろしく……お願いします」

　額に冷や汗を滲ませながら頭を下げる僕。……異様に喉が渇かわく。

　彼女──真音さんはそんな僕をどこか満足そうに見下した後、こちらに背を向けながら声をかけてくる。

「まぁ、とにかく上がれよ、二人とも。しけた部屋で悪わりぃが」

「……いや、亜玖璃んちなんですけど、ここ。そっち、居い候そうろうじゃん……」

　ミィと「ママ」さんが居間に戻って行く中、それに続いてアグリさんがやれやれと肩かたを竦すくめながら先に行こうとする。が……。

「……ぐへ!?」

　……僕はアグリさんのコートの襟えりを乱暴に摑つかむと、ギリギリとこちらに引き寄せ。

　僕は彼女の耳元に口を近づけると……珍めずらしくドスの効いた声で語りかける。

「……へぇ。僕って、アグリさんの、彼氏だったんですねぇ？」

「ぐ。……ま、まぁまぁ、と、とりあえず上がってよ、あまのっち。ね？　ね？」

　首を絞しめられながらもまだそんなことをのたまう裏切りのギャル。……なんで僕がこの噓うそつきのために、あんな怖こわい人相手取って、しかも天道さんとの恋れん愛あいに影えい響きようありそうなイベントをこなさなきゃいけないんだ。アホらしい。

　僕は彼女の襟から手を離すと、くるりと踵きびすを返して問答無用でこの場から逃とう亡ぼう──

「…………ホント、ごめんね、あまのっち……」

「…………」

　──できなくなってしまった。

「（ここで謝罪は、ずるい。ずるいですよ、アグリさん……）」

　僕はがっくりと肩を落としながらアグリさんを振ふり返り、恨うらみがましく睨にらみ付ける。

「……アグリさんの事情はさておき。……僕は、僕のできる範はん囲い……やるべき範囲でしか、協力できませんよ？　それでもいいなら……」

「っ！　う、うん！　ありがとう、あまのっち！　愛してる！」

「はいはい、僕もそこそこ愛してますよー」

　僕はぞんざいに応じつつ、靴を脱ぐと。

　ようやく……最も早はやその先が居間ではなく地じ獄ごくへと続くようにしか感じられない廊下へと、恐おそる恐る一歩を踏ふみ出したのであった。




　　　　＊




　結論から言って、そこはやはり地獄だった。

「よし、これでアマ公の『左足の靴下』の『所有権』はオレ様のものな」

「ぐ……！」

　モニターの中にレースゲームの着順が表示される中、僕はコントローラーを置いて一度座ざ椅い子すから立ち上がる。

　そうして……女性三人（うち一名幼女）が見守る中、おもむろに左足の靴下を脱ぎ始めた。と──。

「けーたおにーさん、あししろーい！」

　──柔やわらかなソファの上で跳はね回りながら、ミィちゃんがケラケラと笑う。

「うぐ……！」

　な、なんだこの、妙みような恥ち辱じよくは。アグリさんと真音さんの視線が痛い。……靴下脱ぐところを他人にジッと見られるのって、こんなにも気き恥はずかしいのか！　初めて知ったよ！

　僕は左足の靴下を脱ぎ終わると……どうにも右足だけ靴下履はいているのも気持ち悪かったため、そちらも脱ごうとする。が──

「おっと、なんで右まで脱ごうとしてんだよアマ公。オレ様は『左足の靴下』の『所有権』だけ奪うばったんだぞ？　右までくれるこたぁねぇよ」

「いえ、これは真音さんにじゃなくて、ただ気持ち悪いから右も脱ごうかと……」

「そうなのか？　じゃあ、右を脱ぐんなら、左は履けよアマ公」

「え」

「片足だけ履いてんのが気持ち悪いんだろう？　じゃあ気持ち悪いままでいろよ」

「…………」

　……僕は今日、初めて、本物の悪あく魔まというやつに遭そう遇ぐうした。

　僕は右の靴下を脱ぐのを諦あきらめると、改めて座布団に──おおよそ客人に出すそれではない、醬しよう油ゆのシミと綻ほころびだらけの座布団へと座り直す。

　その様子を、一脚きやく十万円はするという高級デスクチェアに腰こし掛かけ、高みから悦えつにいっった様子で見下ろし、ケラケラ笑ってくる真音さん。

「……くぅ」

　悔くやし涙なみだを浮うかべる僕に、隣となりで普ふ通つうのクッションに座っていたアグリさんが顔を寄せ、もう本日何度目になるか分からない小さな謝罪を呟いてきた。

「……ごめんねぇ、あまのっち……」

　しかしそう謝る彼女自身、現在……脱がされた僕とは対照的に、室内だというのにガッツリコートを着させられている有様である。

　僕らは互たがいの姿を憐あわれみの眼まな差ざしで見つめ合いつつ、二人、嘆たん息そくした。




　──アグリさん宅にて、ミィちゃん、真音さん含ふくむ四人でゲームを遊び始めてかれこれ二時間。

　僕とアグリさんは現在……端たん的てきに言って、壮そう絶ぜつな「追い剝はぎ」に遭遇していた。

　いや、確かにこの集まりの名目は「ゲーム会」だし、確かにやっていることの趣しゆ旨しとしては概おおむね間ま違ちがってはいない。その点において、アグリさんは僕になんら噓なんてついていなかったわけで。

　……ただ二点ほど、看過しがたい「問題」があったことを除いては。

　まず、問題その一。

「さて、アマ公、グリ助。次の勝負は何の『権利』賭かける？　なぁ、どうするよ？」

『…………』

　このゲーム会、全すべての勝負において必ず何かしらの「権利」が賭けさせられる。

　そして、問題その二。

「しっかし……これでオレ様二十五連勝か。想像以上に手て応ごたえねぇな、アマ公」

「う……」

　この伏黒真音という女性……尋じん常じようじゃなくゲームが上手うまい。いや、運要素を孕むカードゲームでさえ負けなしのところを見るだに、ゲームというより「勝負事全ぜん般ぱん」にやたら強いというのか。結果……。

「おかげで、アマ公から毟むしり取れる『権利』、そろそろ尽つきてきちまったなぁ……」

『…………』

　……僕はこの二時間、ただただ追い剝ぎにあっているようなものだった。

「（なんだろう……ゲーム部を見学に行った時の気持ちを思い出すな……）」

　まあ、あれの百倍みじめで憂ゆう鬱うつなのだけれど。なんせ真音さんの性格が性格だから。

　で、そんな状じよう況きようなら、早々に勝負を切り上げればいいじゃないかと思われるかもしれない。が……恐ろしいことに、その「権利」は初戦にてとっくに奪われ済みである。

　狡こう猾かつとは、まさにこのこと。

　──勝負はリスクとリターンを伴ともなってこそ。

　それが、伏黒真音という女性の持論なのだという。……周りとしては迷めい惑わくな持論だ。

　ただミィちゃんに関してだけは、真音さんは一切何も奪わなかった。なぜなら「既すでに『ミィの所有権』自体が完全にオレ様のものだから」らしい。……凄すさまじい理り屈くつだ。

　そしてその理屈は彼女の従妹いとこたるアグリさんにも「半ば」適応されている。半ばというのは……ミィちゃんに対する徴ちよう収しゆうの完全免めん除じよと違い、アグリさんの敗北時には、三割ぐらいの確率で気まぐれ的に何かを「奪う」ことが、あるからだ。

「…………」

　気まぐれに「温度調節の権利」を奪われた結果、室内でコートを着させられ、一切覇は気きのない表情を浮かべる友人に憐れん憫びんの視線を向ける僕。

　……敗北の度たびに何かしら毟り取られる僕も大たい概がいだけれど、真音さんの機き嫌げん次し第だいで「見み逃のがす」か「奪われる」か決められるアグリさんの立場も、それはそれで相当キツそうだった。

　だって、結果としてアグリさんは、奔ほん放ぽうな彼女らしくない「ご機嫌伺うかがい」を強しいられてしまっているようなのだ。ただの従姉いとこにしては、少々関係が歪いびつすぎている気がする。

「それにしても、ママは、さいきょーですね」

「ハッ、当然のことを言うなミィ。一点減点だな」

「まさかのマイナスです！」

　がーんとショックを受け、ソファの上にぽふっと倒たおれ伏ふすミィちゃん。……可哀かわい想そうだけど、同時に、ちょっと可愛かわいい。

　ああ、ちなみにこのミィちゃんと真音さんの正確な関係だけど、大方の予想通り、親おや娘こじゃなく年の離はなれた姉し妹まいだった。

　ただどうも母親がミィちゃんを産んですぐに出て行ってしまったらしく、年の離れた姉たる真音さんが「母親代わり」であること自体には間違いはないらしい。……だから彼女がやたらに「所有権」に拘こだわるのは、そのあたりに根が……あるのかもしれないし、ないのかもしれない。僕としては、生まれつきのジ○イアン気質であるに一票だ。

『…………』

　と、僕らが現実逃とう避ひを兼かねた回想に想おもいを巡めぐらしていると、真音さんが若じやつ干かん苛いら立だった様子で勝負を促うながしてきた。

「ほら、アマ公、グリ助、次やるぞ次」

『…………はーい……』

　げっそりしながら、今一度コントローラーを握にぎる僕ら。

　ちなみに、この「アマ公」やら「グリ助」やらって僕らのネーミングも、当然、権利を奪われた結果である。

「（以前、ミィちゃんが『ママ』には『手下』が沢たく山さんいるって言っていたけれど……今ならその意味が、凄すごくよく分かる気がするよ……）」

　そんな思考からミィちゃんの方を窺うかがうと……彼女は何か、顔を赤らめてモジモジしていらっしゃった。

「ミィちゃん？」

　僕が訊たずねると、ミィちゃんは……何か観念した様子で、意を決して真音さんに切り出す。

「ママ……ミィ、おトイレ……」

「ああ？　一人で行けるだろ、んなもん」

「そうだけど……。……このふく、ぬぎかたが……」

　そう言って、自分の着ている、やたらに凝こったゴシック調ドレスを見やるミィちゃん。……大方、これも真音さんが気まぐれで「着せて」いるのだろう。流石さすがにこれには真音さんといえども納なつ得とくした様子で「わかったわかった」と立ち上がる。

「グリ助、美衣の着き替がえにお前の部屋を借りるぞ？」

「あ、うん、いいよー」

　そうして二人、連れだって部屋を出て行こうとしたところで……まるで僕とアグリさんが一いつ瞬しゆんホッとしたのを見計らったかの如ごとく、真音さんは言葉の置き土産みやげをしていった。




「さて……じゃあ、次はアマ公の『唇くちびる』の権利でも頂くことにするかな」




『…………っ！』

　僕達がぎくりと背筋を強こわばらせたことに満足したのか、鼻歌交じりにドアを閉める真音さん。

　伏黒姉妹が完全に別室へ去ったところで、僕らは、大きく息を吐はいた。

　緊きん張ちようから解放され、二人して座ざ椅い子すの背もたれにぐったりと体重を預ける。

　僕は天てん井じようを仰あおぎ見ながら、隣のギャルに声をかけた。

「なんか……今ので、アグリさんが上原君じゃなく僕のことを『彼氏』としてこの家に招き入れた理由、なんとなく察せた気がします……」

「あー、分かってくれてなによりだよ、あまのっち。……ごめんね」

「いえ……。……まあ僕がアグリさんの立場で、従兄いとこに真音さんの男バージョンがいたら……確かに、天道さんを紹しよう介かいは、できなかったでしょうしね」

　想像しただけで恐おそろしい。イケメン有能客室乗務員が天道さんを「オレ様のモノだ」とか言い出すわけでしょ？…………怖こわっ！　そりゃアグリさん、上原君呼べないわ！

　しかし……そうは理解するものの。それでも……。

「…………」

　僕はよっこらせと背もたれから体を起き上がらせると、少しの間無言で考え……それから、重たい嘆息交じりに、アグリさんへと切り出した。

「……でも、アグリさん。友人として僕もそろそろ……流石に『限界』ですかね」

「……だよね」

　アグリさんもまた背もたれから身を起こしつつ、苦く笑しよう交じりにそう応じてくる。意外にも、僕を責めたり、縋すがったりはしてこなかった。

　僕は続ける。

「笑える範はん囲いの『権利』取り立てなら別にいいんです。けれど……『唇』みたいな領域にまで踏ふみ込み始めると、流石に『ニセ彼氏』には荷が重いですよ。なにより、本当に奪うばわれようものなら、それは天道さんに申し訳が立たない」

「うん。それは、そうだね」

「そして厄やつ介かいなことに……あの人、一度取り立てると宣言したら、それ、ジョークじゃ絶対済ませないタイプでしょう？　あと全然無感情にキスとかしちゃえる人だ」

　僕の推測に、アグリさんは「さすがあまのっち」と笑う。

「相変わらず人間観察力だけは鋭するどいね。その通り。だから困ってるんだよ、亜玖璃も、昔から」

「昔から？」

「あ、諸事情があってうちに短期の居い候そうろう始めたのは最近なんだけどさ。美衣が生まれてすぐぐらいまでは、普通にこっちに住んでたんだよね、マイ姉ねえ達」

「へぇ、そうだったんですか」

「うん。……ああ、今思いだしたけど、マイ姉も音おと吹ぶき出身じゃなかったっけな」

「え、じゃあ、僕らの先せん輩ぱいでもあるわけですね」

「だね。四年ぐらい前の話だと思うけど……一番音吹が荒あれてた時期」

「へー。……まあ性格こそアレですけど、あんなに美人でゲーム上手かったら、それこそ当時は天道さんみたいな立ち位置だったんじゃないでしょうか、真音さん」

「あー、どうだろう？　流石に昔は銀ぎん髪ぱつじゃなかったし、そこまでじゃないと思うよ？　あ、ゲームとか勝負事に強いのは昔からだけど」

「へぇ、そうなんですね。真音さん、ゲーム上手かったんですか……」

「うん、そうなの。マイ姉、ゲーム上手くて……数年前に……音吹に……」

「…………」

「…………」

　そこで二人、なにか、胸の奥に妙みようなひっかかりを覚える。ゲームが上手い……真音……マイン……さん？…………。

　…………。

　……Ｍ・Ａ・Ｉ・Ｎ……さん？

『…………』

　い、いやいやまさか、そんな……と二人顔を見合わせたところで、アグリさんがテーブルの上にあった真音さんのスマホを落としてしまった。幸い低い位置から絨じゆう毯たんの上に落ちただけなので破損等はなかったが、代わりに……弾はずみで画面電源が点灯。思わず見てしまったそこには──

『（なんか《神と悪》のアプリ更こう新しん通知来てる!?）』

　慌あわてて画面電源を消し、テーブルの上に置き直すアグリさん。正直、完全な証しよう拠ことは言えない。けれど……僕らとしてはもう、肌はだ感で、完全に、確信してしまっていた。

『（Ｍ・Ａ・Ｉさん……すぐそこに居たなぁ……）』

　なんだろう、もはや、いっそ、清すが々すがしかった。驚おどろきと言うよりは、僕もアグリさんも「納得」の感情しか湧わいてこない。

　そして、こうなってくると、いよいよ……。

「……よっと」

　僕はおもむろに座椅子から立ち上がる。アグリさんはと言えば……そんな僕に、どこか諦あきらめ交じりの笑え顔がおを向けてきた。

「だよねー」

　努めて軽い調子で言うアグリさん。僕は彼女の笑顔から視線を逸そらしつつ、応じる。

「これはもう僕……『アグリさんの男友達たる雨野景太』なんかが出しゃばるべきイベントじゃ、ないでしょう。それこそ、アグリさんの本当の彼氏たる上原君か……もしくは、ゲーム部分だけなら天道さんが挑いどむべき何かの領分だ」

「うん、まったく、その通りだね」

　うむうむと頷うなずきながら、アグリさんもまた立ち上がる。そうして彼女は手早く部屋の隅すみにかけてあった僕のワンショルダーバッグとコートを持ってくると「はい」と笑顔で手て渡わたしてきた。

「マイ姉が戻もどってくる前に、あまのっち、こっそり帰っちゃって」

「申し訳ないですけど、流石にそれが良さそうですね。お互たがいの恋れん愛あいのためにも」

「だね。あまのっちの唇奪われたらマズいのは勿もち論ろんだけれどさ。亜玖璃的にも、こういうプライベートな問題に最初にガッツリ踏み込んで貰もらうべきは……やっぱり彼氏さんなんだろうなって、思うもんね」

「ですね。僕も、上原君の領分侵おかすのは違ちがうと思います。……互いの、恋こいのために」

「うん、お互いの、恋のために」

　僕らは二人、そのまま穏おだやかに微笑ほほえみ合う。それは……なんだか昔からは考えられないほど、成長したやりとりに思えた。今までの僕らなら、考えなしにバカなことをしていた場面で……だけど今の僕らは、ちゃんと「引き際ぎわ」を弁わきまえて行動できている。

　そんな僕らは、まず、間違いなく、一種の「大人」になれた気がしていて。

　僕は手早くコートを羽織りバッグを背負うと、足音をできるだけ殺して廊ろう下かを行く。

　と、トイレ前の部屋からミィちゃんと真音さんの話し声が聞こえてきた。どうやら、既すでにトイレは終わり、アグリさんの部屋に戻って改めて着替えている最中のようだ。

　僕は忍しのび足で玄げん関かんまで辿たどり着くと、そっと靴くつに足を入れ、後ろを振ふり返る。そうして、見送りについてきてくれていたアグリさんと、小さく別れの挨あい拶さつを交かわした。

「じゃ、アグリさん、今日はこの辺で」

「うん。ありがとね、あまのっち。助かったよ」

「……最後までお付き合いできず、申し訳ないです」

「ううん。確かにここから先はあまのっちの言うように『あまのっちの領分』じゃ、ないんだと思う。亜玖璃……そろそろ、ちゃんと祐たすくを頼たよるよ」

「……それがいいと、思います。僕にも、アグリさんにも」

「うん、そうだよね。それがいいよね。亜玖璃にも、あまのっちにも」

　僕らは今一度微笑み合い、そうして、いよいよ別れ──




「おいおい、挨拶もなしの回線切断は、流石に罰則ペナルテイもんだろう、アマ公、グリ助」




　──ようとしたその刹せつ那な、いつの間にかアグリさんの背後に立っていた真音さんがこれまでで最も威い圧あつ的な声と共に警告してきた。……それも、ド正論で。

『…………』

　僕らが言葉を失い、背中に冷ひや汗あせを滲にじませる中、部屋からトテトテと出てきたミィちゃんが……なにやら僕らをかばうが如く、精せい一いつ杯ぱい気を遣つかった様子で切り出してくる。

「あ、け、けーたおにーさんはほら、このまえ、ママに『ミィとおわかれのあいさつするけんり』をとられたから……ね？」

「え？」

　その子供とは思えないあまりに機転のきいたフォローに驚く僕と……なぜか嬉うれしそうに口の端はしを上げる真音さん。彼女はミィちゃんの頭を乱暴に撫なでながら笑う。

「あははっ、そうかそうかっ、なるほど！　それなら仕方ねぇな！　ああ、完かん璧ぺきなロジックだ！　ぐうの音も出ねぇ！　一本とられたわ！　やー、まいったまいった！」

　酷ひどく上じよう機き嫌げんな真音さん。……なんだか分からないが、どうやら、おとがめなしで帰れそうである。

　僕はにへらっと情けない作り笑いを浮うかべると「じゃ、じゃあ」と手を上げる。

「ぼ、僕は、この辺で……」

「ああ、お前さんは罰則なしで帰っていいぜ。じゃあな、アマ公」

「ばいばい、けーたおにーさん！」

　……よし、帰れる！

　僕は伏黒姉し妹まいに軽く手を振ると、ようやくこの「僕の領分じゃない」物語から離り脱だつできることにほっと胸をなで下ろしつつドアの方へと向き直り──

「だが、グリ助、お前は罰則を支し払はらわねぇと。そうさな、さっきお前の部屋で見つけたこの結構レアなキーホルダー……」

　──かけるも、その時視線の端に捉とらえたものに素す早ばやく反応すると、即そく座ざに真音さんの方を振り向き、そして次の瞬しゆん間かんには──




「──《ラベアーズ》とかいうこいつで、許してや──」




　──彼女が言葉を言い終えるその前に、強く、強くその手首を締しめ上げていた。

　真音さんの中指にかかったキーリングから垂れ下がった《ラベアーズ》のクマ達が……アグリさんと上原君を模した二色のクマが、チリンッ、と彼女の掌てのひらの中で揺ゆれる。

『…………』

　場の時間が止まる。アグリさんとミィは戸と惑まどいの表情を浮かべ。

　真音さんは何が楽しいのか更さらに口の端を上げ、僕はと言えば……。

「おいおい、なんだよアマ公。お前、帰るんじゃないのか？」

「…………」

「あ、あまのっち！」

　ハッとしたアグリさんが僕を窘たしなめるように声を上げる。僕はちらりと素早く……だけど丁てい寧ねいに、アグリさんの顔を観察する。

　アグリさんは……まるでこちらに何かを読み取られまいとするかの如ごとく、すぐに僕の耳に顔を寄せてくると、必死で取り繕つくろってきた。

「あ、亜玖璃なら大だい丈じよう夫ぶだから！　今は素直に帰んなよ、あまのっち！　変なことになる前に！　絶対、それがいいって！」

「…………」

　アグリさんの言葉を受け、僕は、一瞬だけ目を瞑つぶって考える。

　そうして思い出されるのは……去年一年の「成長」と、ここ一週間の「心がけ」だ。




　去年一年のすれ違いや勘かん違ちがいを通して学んだ、かけがえのない成長。

　それを受けて出した答えと、心がけ。

　出しゃばらない。

　余計なことは言わない。

　人と揉もめない。

　その結果として得られていた、平へい穏おんな日々。

　そして、僕という人間に対する、周囲からの成長評価。

　それら、今の成長した僕を構成する、素晴らしい「配はい慮りよ」や「正解」達。

　その全すべてが──
















　──友達の涙なみだの前じゃ、ゴミクズ以下のクソだ。










「……もう一戦」

　僕はそう呟つぶやきながら、一つの決意を固めて目を見開く。そうして、視線を動かして今一度アグリさんの目め尻じりに、ほんのりと……僅わずかにだけど確かに滲んだ涙を確かく認にんすると──

　──完全に覚かく悟ごを決め、真音さんへ挑ちよう発はつ的な笑顔を向けた。

「もう一戦だけ、僕と『テレビゲーム』で勝負しませんか、真音さん。それも、貴女あなたの大好きな『所有権』を賭かけて」

「……ほぉ」

　この流れが楽しくてたまらない、とでも言いたげな愉ゆ悦えつの表情を浮かべる真音さん。

　アグリさんとミィちゃんが状じよう況きように取り残され呆気あつけにとられる中、僕らは更に会話を続ける。

「しかしアマ公、今更お前側に賭けるものなんか──」

「ありますよ。僕は──この僕自身。つまり『雨野景太の所有権』を賭けます。僕が負けたら、僕は一生貴女の手下やパシリ扱あつかいで構わないです」

　即そく答とうする僕。大きな勝負好きの真音さんの顔がいよいよ恍こう惚こつのそれを孕はらみ始める中、流石さすがにアグリさんが割って入ってくる。

「ちょ、あまのっち!?　さっきからなにしてんの!?　馬ば鹿かじゃないの!?」

「あ、はい、そうですね。僕は今、本当は上原君がやるべき領分を侵して、更には天道さんの実力をもってして漸ようやくあがれる勝負のステージに、ずけずけ上がってますよね」

　僕はアグリさんに照れ笑いを見せる。……啞あ然ぜんとするアグリさん。

「……い、いや、それが分かってるなら、なんで、そんな──」

　しかしそんなアグリさんの疑問をぶった切るように、相変わらず真音さんがマイペースに話を進めてきた。

「いいだろう、アマ公。では、お前が勝った場合は、この『ラベアーズ』を返して──」

「は？　なに寝ねぼけたこと言ってんですか、真音さん」

「……あ？」

「いやいやいや。常識的に考えて釣つり合わないでしょう、『人の所有権』と『クマのキーホルダー単品』って。そちらには、もうすこし色つけて貰もらわないと」

「ふむ。……それもそうか。そうだな、それはお前に道理がある。認めよう、アマ公」

「ありがとうございます」

『…………』

　僕らのぶっとんだ会話内容に、もう、アグリさんとミィちゃんはついてこられていなかった。二人とも、ただただぽかーんと事の成り行きを見守っている。

　しかしただ一人……真音さんだけは「ふむ」と真ま面じ目めに検討を続ける。

「しかしアマ公よ。だったらお前は、自らの勝利時に、何を欲ほつしているのだ？」

「そんなの決まっているでしょう。同じ、人の所有権ですよ」

「はっ、不ふ遜そんにもオレ様が欲ほしいとでも？　能力的に見てそれは釣り合わんだろう」

「ええ、僕だっていりませんよ、貴女なんか。僕が欲しいものは、ただ一つです」

「なんだ？」

「貴女が傲ごう慢まんにも現在『持っている』と思い込んでいる、人の、所有権の方です」

　僕がこれから言おうとしていること、やろうとしていることは、僕が近ちか頃ごろようやく獲かく得とくした「青春」において、明らかに「間違った」行動だ。

　僕の成長を台無しにして。

　アグリさんの恋こいを阻そ害がいし。

　チアキの不興を買い。

　上原君なんか、怒おこらせてしまうかもしれないし、果ては絶交までされかねない。

　いや……それどころか。




　最悪、僕はまた、寂さびしいぼっち高校生活にまで逆ぎやく戻もどりかもしれない。




　そんな、僕と僕の周りの人全てにとって、最低としか言いようがない選せん択たく肢しを、僕は今、選びとろうとしていて。

　……だけど、構うものか。

「真音さん。もし僕が貴女に次の『ゲーム』で勝てたなら、その時は──」

　空気が読めず、自分勝手で、愚おろかで、間違っていて、沸ふつ点てんが低く、時に大きく出過ぎた真似まねまでする。……そんな、まるで救いようのない大馬鹿野や郎ろう。

　けれど。

　まさに、それこそが、きっと──




　──天道さんが好きになってくれた、ありのままの、僕だから。




　僕は真音さんの瞳ひとみをしっかりと見み据すえる。

　まるでどこかの、僕が尊敬してやまない天才金きん髪ぱつガチプレイヤーのように。

　堂々と。物もの怖おじせず。自分を──信じて。

　そうして僕はいよいよ──その馬鹿げた、出過ぎた真似にも程ほどがある……だけど最高に僕らしい「勝利報ほう酬しゆう」を、彼女へと、突つきつけたのだった。




「──アグリさんの全てを、僕が、貰い受けます」




　仮かり初そめの「成長」なんか、もう要いらない。

　これが僕──こじらせぼっちゲーマーの、雨野景太だ。

















あとがき






　どうも、一年に一度ぐらいの頻ひん度どで、間ま違ちがって既すでに持っている漫まん画がやゲームを購こう入にゆうしがちな葵あおいせきなです。なんでしょうね、あれに気づいた際の、どうしようもないテンションの下がり方。本来、積み読とか積みゲーするのも同じぐらいお金を無む駄だにしているハズなのですが、なぜかそれらとは比ひ較かくにならない程ほど、落ち込みますよね。自分の愚おろかさに対する反省がプラスされるからでしょうか。

　まあそんな相変わらずの駄だ目め人間トークはさておき、あとがきです。勘かんの良い方ならこの無む駄だ話ばなしの尺の取り方からお察しの通り、今回そこそこ長いです。九ページです。

　…………。

　九ページと聞いて「ま、今回はそこそこぐらいだな」と思われたそこの貴方あなた。いつも言ってますが、おかしいですからね、その基準。いや私も担当さんから聞いた時「そこそこぐらいだな」と思いましたけど。こんな修しゆ羅らの価値観に慣れ出したら、最終的に少年漫画よろしくどんどんインフレしちゃいますからね？　いつか、十六ページとかでドヤ顔していた葵せきなを鼻で笑っちゃうようなことになりますよ。それどころか、最後にはゲーマーズの本編が二ページで、あとの三百ページ以上あとがき、みたいな前代未み聞もんのライトノベルが出版される事態になっても知りませんからね。

　いやまあ、それはそれで正直ちょっと面おも白しろそうだけど……。「前代未聞」みたいな言葉にときめく中二病精神は、まだちゃんと私の中にありますので……。

　こほん！

　まあそんな妄もう言げんはさておき、ちゃんと「あとがき」らしい作品語りをば。




　今巻は、個人的に「雨あま野の景けい太た回」というコンセプトで書かせて頂きました。いや一応主人公なので毎回「雨野景太回」と言えなくもないのですが、いつもは周囲に影えい響きようを与あたえる率の高い彼が、今回は周囲からの影えい響きよう及およびそれに対する向き合い方を決める巻、とでも言いますか。

　……なんか真ま面じ目めな語り方してますが、実際内容は幼女に絡からんだり、怖こわいおねーさんに絡まれているだけです。未読の方は身構えないで下さいね。実際読むと、あとがきのやたらシリアスぶった言い回しがアホらしく感じますから。

　なので、特定のヒロイン回という感じでもなく……登場場面的には平均的なのかな。ただあえて総合印象で言うなら、亜あ玖ぐ璃り回かもしれません。なにせ雨野との「愛の結けつ晶しよう」の話とかしてますからね！　こちらは、未読の方は是ぜ非ひ身構えて読んで下さい！

　…………。

　いやいくら未読の方相手とはいえ、「ゲーマーズ！」を八巻まで読まれている方に今いま更さらこの手のトラップは通じない気が……。

　まあいいです。それに「わー、騙だまされたぁー」と棒読みで乗ってくれるのが、うちの読者さんな気もします。

　ああ、あと、珍めずらしく天てん道どうさんがガッツリゲームをする回があるのも今巻の特とく徴ちようでしょうかね。ガチゲーマーとは言いつつ、本編内容的にあんまり彼女のゲームプレイ状じよう況きようを描えがく機会がこれまでなかったですからね。私も書いていて新しん鮮せんで楽しかったです。

　なんにせよ、一巻以来の「雨野景太」サブタイトル回たる九巻。お楽しみ頂けていたら幸いです。




　……と、相変わらず作品語りが最小限で終わってしまう作者です。どうしましょう。まだ半分以上紙し幅ふくが余っているのですが……。

　じゃ、じゃあ、アニメ話でも。

　実はこの「ゲーマーズ！」、２０１７年の夏にアニメ版をオンエアして頂いておりまして。まだ見られていない方は、現在でもＤＶＤ、ブルーレイ、ネット配信等視し聴ちよう手段はありますので、お暇ひまがあれば是非。ご視聴されていた方々は、応おう援えんありがとうございました。

　作者としても、大変幸福な三ヶ月を過ごさせて頂きました。スタッフさん達には感謝の言葉しかありません。……マジで、私の仕事的にも、感謝の言葉ぐらいしか送られておりません。せ、戦力外にも程がある！

　いや実際、アニメや漫画における原作者って……というか私、葵せきなって、多分読者の皆みなさんが思っておられるより遥はるかに他媒ばい体たいへの貢こう献けん度低いですからね！　出てきたもの見て「すごーい、おもしろーい」って感動するだけの簡単なお仕事。それが原作者。もしくは「すごーい……マジでおもしろーい……はぁ……」って、自分の小説に自信をなくすだけの面めん倒どうな人種。それが原作者でございます。

　……はぁ……アニメも漫画も……ホント良く出来てて……私なんて……妙みような長さのあとがき書くばかりで……はぁ………。

　ま、そんな慰なぐさめてアピールはさておき、アニメ話に戻もどりまして。

　アニメ版は当然映像媒体なので、モノローグ内のゲームネタなんかはどうしても少なくなるのですが。その分背景や小物等における細かいゲームネタが多く、原作者でも拾いきれない程でございました。特にオープニングのネタのちりばめ方ったら、もう……！

　……しかしなんだろう、こういう時、一応はゲーム好きを自負しているだけに、ちょっとでも分からない小ネタがあると異様に悔くやしいですよね。

　そう考えると、この「ゲーマーズ！」原作読者さんにも、たまにそういう気分を味わわせてしまっているのでしょうか。だとしたら大変申し訳ない限りです。ですが、私が作品に出すゲームはほぼ確実に「私が超ちよう面白いと思っているゲーム」なので、ゲーム好きでそれらを未体験なら是非、試遊ないしは購入を！　「ゲーマーズ！」は、葵せきなのオススメゲーム大全的要素も兼かね備えておりますよ！　……いやそんなの勝手に兼ね備えられても困るでしょうが。




　そうそう、ゲームと言えば、たまにはボードゲームなんかの話も。あまり「ゲーマーズ！」作中でボードゲーム（カードゲーム、非電源ゲーム）を扱あつかうことないですが、作者はそこそこそっちも遊ぶ派です。

　どうしても複数人が必要になる遊びなので、テレビゲームほど気軽じゃないのがネックですが。その代わり、コントローラーの操作技術みたいなのが全くなくていい遊びなので、友人知人は勿もち論ろん、親しん戚せきなんかとちょっと遊ぶ際にも重宝します。「ゲーマーズ！」で言えば、天道さんと亜玖璃でも対等に競きそえる遊びというか。……いやなんかボードゲームは亜玖璃の方が強そうですけど（勝手な印象）。

　で、不思議なのが、全く同じルールの「アプリ版」を遊ぶのと実物のボードゲームで遊ぶのだと、結構印象が違うことでして。完全に個人の趣しゆ味みだけで言わせて貰もらえれば、やはり実物のボードなりカードなり使って遊ぶ方がテンションは上がります。趣味の軸じく足あしがテレビゲームにある私でさえそうなるあたり、面白いものです。

　なんでしょうね、アレ。実際得点計算やらセッティングやらの面で言えばアプリ版の方が遥かにノンストレスで優すぐれていたりするんですが、コマなりカードを触さわって遊ぶ方が、思い入れみたいなのが強くなるんでしょうかね。

　ああ、そういう意味では、私はあまりやらないのですが、麻マー雀ジヤンなんかで考えると分かりやすいかもしれません。ゲームでやった方が遥かにやりやすいけれど、実物の牌パイの質感にも確かな価値がある感じ。

　……ま、アプリ版にはＣＰＵ相手に「一人で」遊べるという、私みたいなぼっち野や郎ろうにはあまりに大きすぎるメリットがあるんですけどね！　いいよねっ、アプリ版！

　…………はぁ。




　さて、アプリの話の流れで、次は「移動時間の暇ひまつぶし」の話でも。

　旅行や仕事で新幹線なり飛行機に長時間乗る予定が出来た時って、私なんかはここぞとばかりに「あの小説読もう」「このゲームに着手しよう」と夢を描くのですが、いざ乗り物に乗ると「酔ようからやめておこう」「……暇だし軽く寝ねようかな。うーん……」「あ、なんかもう着いてる」となりがちです。毎回。

　なんなんでしょうね、この、移動時間の活用出来なさ。新幹線の中でノートパソコン開いて資料作成作業しているサラリーマンとか見ると、なんかもう自分の不毛な過ごし方と比較して軽く死にたくなりますよね。一応「私はこういう時にこそ、小説のこと考えてるんだ、うん」という必殺言い訳で、毎回なんとか自分を誤ご魔ま化かしておりますが。

　また、睡すい眠みんは睡眠で移動時間の有効活用法の一つだと思うのですが、私はとかく寝ね付つきが悪いタイプなので、飛行機なんかでサッと寝られないのも痛いです。よし、寝られそうだとなったタイミングで、飲み物の提供始まったりしますしね。……いや一いつ旦たんスルーしてもいいハズなんですが、なんだろう、小心者のせいか、起きてたらちゃんと貰わなきゃいけない気持ちに……。

　結果、何を為なすこともなく、しかしなぜかしっかり乗り物酔よいだけはして、目的地にぐったり到とう着ちやくする……という日々を過ごしております。

　もう、どうしたらいいんでしょう、私。

　仕方ないので、次の移動時間にはこのモヤモヤした想おもいを「ゲーマーズ！」十巻の内容にぶつける勢いで空想しながら移動させて頂きたいと思います。十巻で恋れん愛あいが妙にこじれていたら、「ああ、葵せきな、なんか長時間移動したな……」と察してやって下さい。……そんなことで恋愛の行く末決められたら、雨野達もたまったもんじゃないですが。




　さてさて、それではここからは謝辞を。

　まずはメディアミックスに際し凄すさまじく忙いそがしい中、今巻にも素す晴ばらしいイラストを描かき下ろして下さった仙人掌サボテン様。いつもありがとうございます。今後とも、何なに卒とぞよろしくお願い致いたします。

　次に、担当さん。これまたメディアミックスに際して、連れん絡らくや会議等凄まじく忙しかったことと思います。なにせ原作者がホント何もしないですからね。本当にご苦労様でした。今後とも引き続き、よろしくお願い致します。

　そして最後に、読者様。

　昔から引き続きの方も、アニメ版で知って原作にまで手を伸のばして頂いた方も、本当に応援ありがとうございます。

　原作の「ゲーマーズ！」は今後も続いていきますが、今巻の雨野同様、決して「初心」を疎おろそかにするようなことなく真しん摯しに物語を紡つむいで行きたいと思いますので、これからも温かく見守って頂けたら幸いです。……あ、少なくとも次巻から急にゲームバトルモノになったりはしませんので、その辺は本当にご安心を（笑）。




　それでは、恐おそらくは二〇一八年春頃ごろ発売予定の十巻で、またお会い致しましょう！
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●あおいせきな



単純作業が好きです。工場の流れ仕事的バイトとか、ゲームなら放置系とかクリッカー系とか。ＲＰＧのレベル上げ作業もそうですね。

特にクリッカー系なんかに多い「転生」的なシステムが大好物です。

レベルは初期に戻るけれど、成長速度や基礎能力が上がって、最終的には前回より数段強くなるアレ。




ただ現実にこのシステムがあっても、私はチキンなのでとても「転生」なんて出来ないと思います。ゲームの主人公は強いですよね、みんな。


















カバー・口絵・本文イラスト／仙人掌

カバーデザイン／草野剛










ゲーマーズ！９




雨あま野の景けい太たと青せい春しゆんスキルリセット
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